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一 諏訪市内その 1・ その2-

昭 和 48年 度

日本道路公団名古屋建設局

長 野 県 教 育 委 員 会



昭和 48年度中央道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査の一環 として ,

諏訪市内その 10そ の 2地区 9遺跡の発掘調査 が, 7月 30日 から12月
14日 にかけて実施 された。

この諏訪市有賀・真志野・大熊地区は,諏訪湖の南部 ,諏訪盆地西
南縁 か ら有賀峠 ,真志野峠 を経て守屋山に続・く山塊の山麓にあって ,
釜無山断層崖 による崖錐面の連続す る所である。諏訪市の湖東か ら山

麓にかけては,遺跡分布が濃厚 な所 と知 られているが,湖南地区は近
年調査 が進むにつれて新遺跡の発見が続 き,古代東山道や中世諏訪神
社 にまつ わる遺跡 も存在 し,注目すべ き地域のひとつ になってい る。
中央 自動車道 |よ ,山 麓の崖錐扇状地 を横切 っているため,こ の調査 に

は大 きな期待 がかけられていた。

発掘調査の結果は,報告書 に見 られるように予期以上の遺構 ,遺物
の発見が多 く,縄文時代 中期 から中世 にいたる集落の複合 を確認 した。
本城 ,荒神山遺跡 ,過去の調査で破壊 されたものの,高台 に立地 した
古墳築造法の解明を見た小丸山古墳 ,中世の山城 に考古学調査のメス

を入れた大熊城址,中世居館址 と想定 される建築址を確認 した城山 ,
荒神山,大熊道上遺跡等,学界に新知見 をもた らす ものも数 多く,こ
の発掘調査の成果は極めて多大であった。

報告書の刊行 に当って,こ の発掘調査の実施 に深いご理解 をいただ
いた 日本道路公団名古屋建設局,同諏訪工事事務所,炎暑 きび しい 7
月末 か ら,凍土 と寒 さに悩 まされる12月 中旬 にかけて,長期間この発
掘調査 に精励 された大沢団長 を始めとす る調査団の各位 ,こ の調査の

ためにご協 力いただいた諏訪中央道事務所,諏訪市当局 ならびに同町
中央道用地被買収者組合等関係各位 に対 し,深甚なる謝意 を表す る次
第である。

日召禾日49∠手 3 月 20日

長野県教育委員会教育長  Jヽ  松 孝
士

`Lヽ



例   言

1.本書は,昭和 48年度, 日本道路公団と長野県教育委員会 との契約 に基づいて発掘調査 した諏訪市内
その 1,そ の 2地区 9遺跡の調査報告書である。
2,本書は,契約期間内 (昭和 49年 3月 20日 )に まとめることが要求 されてお り,ま た,調査班が富士
見町,箕輪町地区 も担当 したため,調査結果について充分検討,研究する時間がとれなかった。その
ため,調査 によって検出された遺構 0遺物 をより多く図示することに重点 を置いた。
3.次年度に於て,第二次調査 が行われる本城遺跡 については,そ の概要のみを記載 し,荒神山遺跡 に
ついては,土器集中区,土渡 1～ 174を 次の調査報告書で報告することとした。
4。 遺構関係の図類は竹内・伴 が製図 した。土器復元には細川 0堀調査補助員があた り,辰野班福沢の

援助 を得た。土器実測は伴・唐本 0小林・竹内・長沼が,製図は平出が担当 した。石器は小林・松永
・高桑調査補助員が実測 し,松永が製図 した。土器拓本・実測 には伊那班の宮沢主任始め調査員の方
々の応援 を得た。金属器は小林が担当 した。写真撮影は遺構 については木下・岡田・伴 が,遺物 につ
いては木下が担当 した。

5.原稿執筆は全員が分担 し,そ れぞれ,文末 に文責を記 し,編集 には岡田・伴があたった。
6.遺構図中の ドッ トは焼土を表わし,主要遺物出土箇所は×印で表示 した。柱穴, ピットの深 さはcm
単位で数 を内部か附近 に表示 した。石器実測図中,自 然面及び敲打痕 を ドットで,磨滅部 を平行線で
表示 した。

7.縄文式土器については整稿段階で武藤雄六氏の御指導を,ま た,宮沢光昭氏,神村透氏の助言を,
石器の石質については松島信幸氏の御指導を,中世城郭関係 については一志茂樹博士の御指導を頂い
た。

8.遺物,実測図類は,辰野町平出,辰野東小学校内,中央道遺跡調査団本部 に保管 してある。
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査I

調査 にいた るま

1)中 央道関係の経過

ア 整備計画とその経過

イ 埋蔵文化財の対策とその経過

縦貫道計画が発表された昭和41年頃、開発が全国的に広まりだして、各地で文化財保護についての問題

が取 りあげられていた。文化財保護委員会 (現文化庁 )では、開発機関との間でその保護についての調整

を計っていた頃であつたので、日本道路公団との間で、昭和42年 9月 に「日本道路公団の建設事業等工事

施工に伴 う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関する覚書」を取交 した。それより先、昭和41年 には、中央 自動

で

-1-



車道関係県文化財主管課協議会を開催 し、1文化財の取扱いについて打合せている。県教育委員会では、昭

和42年 に入って関係市町村連絡協議会を、飯田・伊邦 |・ 諏訪 3地区で開きその対策を打合せる。さらに、

昭和42年国庫補助事業として、中央自動車道用地内と|そ の周辺の遺跡分布調査を実施 し、下伊那地区 147

遺跡、上伊那地区 112遺跡、諏訪地区90遺跡計 349遺跡 を確認する。その後ルー ト発表に伴い補足調査を

実施 し、中央道用地内には、下伊那地区で63遺跡 (含斜坑広場)、 上伊那地区83遺跡、諏訪地区44遺跡の

計 190遺跡の存在を知る。分布調査では埋蔵文化財を除く文化財についても調査 しているが、その取扱い

については
゜
「覚書」に触れられていないこともあって、関係市町村教育委員会にその交渉が任せられてい

る。「覚書」にもとづいて、埋蔵文化財包蔵地 (以下「遺跡」という♪の取扱いについては、その下交渉

及び発掘調査は各県教育委員会が当ることになっており、文化庁の指導もあって、長野県が中心となり愛

知・岐阜・山梨の 4県で「中央自動車道関係県文化財対策連絡協議会」を持ち、この会には日本道路公団

関係者も加って、昭和42、 43、 44年 に開催されたが、管轄公団支社の業務進展がまちまちであり、各県の

取 り組み方も一様でないため、充分な連絡調整もできないうちに、愛知・山梨・岐阜県の順で、路線内の

遺跡発掘調査が開始されていった。

遺跡の取扱いにつし`ては、「覚書」の中で、A・ 劇線計画からはずすもの、B・ 路線計画の中に入れる

が保護するもの、CO路線計画の中に入れ、事前に発掘調査をし記録 して保存するものの 3区分されてい

る。それに基づいて、中央自動車道地内遺跡についても、A・ BOCの 3区分されていたが、路線決定の

後では、その変更が容易でなく、結局 190遺跡すべてCと なった。この最終決定は、県教育委員会の意見

聴取に基づいて文化庁でなされる。これらの遺跡の発掘調査は、日本道路公団が費用負担して、県教育委

員会と契約して実施するように「覚書」できめられている。しかし、県教育委員会では、直営の発掘調査

体制を組織することが困難であるとの立場から、「長野県中央道遺跡調査会Jを結成し、その中に遺跡調

査団をおいて業務を遂行することにし、そこへ指導主事を調査主任として出向させることにした。

この調査体制が確立する前の昭和45年 3月 に、飯田市上飯田地区の 2遺跡 (さつみ・古屋垣外)の発掘

調査が行なわれた。この調査は、年度末も迫っているため県教育委員会が受託することは困難なためと、

試み的な意味もあって、「長野県中央道遺跡調査会」を結成し、同調査会が受託 して実施 した。暫定的な

措置であったが、長野県下最初の中央道用地内埋蔵文化財包蔵地の発掘調査である。

同年 4月 から、本格的な発掘調査体制確立のために、県教育委員会社会教育課 (後に文化課に独立)で

は、担当指導主事を 2名増員し、 4名 とする。一方では、各地区の関係市町村教育委員会との打合せ会を

持ち、日本道路公団名古屋支社との協議も具体化し、 6月 と7月 の現地協議によって昭和45年度の調査地

区も決定した。そこで、 7月 には「長野県中央道遺跡調査会」を整備充実した。

昭和45年度は、 8月 に下伊那郡阿智村地内 7遺跡 (調査費 179万円)、 9月 に飯田地内その 1地区10遺

跡 (調査費1590万円)の発掘調査委託契約を相次いで結び、 9月 2日 には、下伊那郡阿智村川畑遺跡にお

いて、長野県下中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査の鍬入式を挙行 している。翌 9月 3日 から2班編成の調

査団によって発掘調査を開始 している。10月 に上伊那郡宮田村地内その 1地区 6遺跡 (調査費 500万円)

の発掘調査委託契約を結び、昭和46年 3月 45年度の業務を完了した。

昭和46年度は、 4月 に、上伊那郡飯島町内その 1地区 (調査費1224万円)、 8月 に下伊那郡高森町内そ

の 1地区 (調査費3120万円)、 9月 l手下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1杉の本平遺跡 (調査費 730万円)
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あ発掘調査委託契約が結ばれ、上伊那郡中田切川橋梁工事先工に伴 う上伊那郡飯島町内その 2、 久根平遺

跡 (調査費 123万円)の発掘調査委託契約 も、9月 に結ばれ、昭和47年 3月 この年度の業務を完了してい

る。

昭和47年度になると、用地買収業務も進展 し、上下伊那郡ともに各工区ごと工事発注が続出する年とあ

って、県教育委員会においては、担当指導主事 3名を増員し、4班の調査団を組織 した。飯田・下伊那地

区に2班、伊那・上伊那地区に2班づつ常駐 させて発掘調査に当ることにした。 4月 に、飯田市内その 2

地区17遺跡 (調査費2367。 5万円)、 上伊那郡飯島町内その 3地区 8遺跡 (調査費 677.1万円)、 伊那市西

春近地区18遺跡 (調査費3361。 6万円)が、 7月 には、下伊那郡高森町内その 2地区 5遺跡 (調査費2002万

円)、 下伊那郡松川町内12遺跡 (調査費1864.3万 円)、 駒ケ根市内8遺跡 (調査費 5“。5万円)が、8月

には、上伊那郡南箕輪村内その 1地区 5遺跡 (調査費1051.5万 円)のほか、飯田市山本地籍石子原遺跡 にお

いて、多量に発見された石器群は、中期ローム層包合の旧石器としてその重要性が認められ、第 2次調査

の協議が成立し、飯田市その3(調査費410万円)と して発掘調査委託契約が結ばれているもさらに10月 に

入って、上伊那郡南箕輪村内その 2地区 4遺跡 (調査費514。 4万円)と 辰野町内その 1地区 3遺跡 (調査費

497。 2万円)等10地区81遺跡、調査面積 132,180ぽ の広範囲にわたって発掘調査委託契約が結ばれている。

昭和48年度は、調査地区の主体が上伊那郡から諏訪郡に移動するため、長野県中央道遺跡調査団本部を

辰野町に移設し、伊那市に作業場をおいてこの業務に当ることにした。調査地域も3郡 にわたって広範囲

にわたるため、県教育委員会においては、担当指導主事をさらに1名増員 し調査に万全を期 している。 4

月に、伊那市内その 2地区 4遺跡 (調査費2121。 6万円)、 箕輪町地内 3遺跡 (調査費1214.4万 円)、 辰野

町内その 2地区14遺跡 (調査費3480万 円)、 富士見町内その 1地区 5遺跡 (調査費1588.8万 円)の発掘調

査委託契約が結ばれ、伊那市から富士見町にわたる広域内の調査が開始されている67月 においては、下

伊那郡阿智村斜坑広場その 2杉の本平遺跡 (調査費 989万円 )、 諏訪市内その 1地区 7遺跡 (調査費1588。 8

万円 )、 10月 には、諏訪市内その 2地区 2遺跡 (調査費 888万円)の発掘調査委託契約が結ばれている。

ウ 中央道関係の経過一覧

この経過一覧は、前項のものと重複するものも多いが、10数年にわたる道路建設の過程と発掘調査の経

過は、将来活用されることがあろうと思われるので記載 した。中央自動車道建設法案とそれに基づく機関

県の対策機関設置、ルー ト発表の経過、文化財保護のための諸協議・諸会合、発掘調査に関する経過につ

いては全部載録 した。用地買収契約および工事着工については、最初のものだけ記載 した。

3204016 国土開発縦貫自動車道建設法の公布 (施行同年 7月 31日 )
ク07025 中央自動車道予定路線を定める法律制定

3906016 国土開′難 貫自動車道建設法の一部改正により、中央自動車道予定路線は諏訪回りに改正

4107・ ′25 五縦貫道整備計画決定、道路整備施行命令が日本道路公団に出る

多08012 長野県中央自動車道対策協議会開催
″・ 8012 恵那山 トンネル立入測量開始
ク・ 9・ 22 中央 自動車道長野県建設協力会開催

〃・ 0・ 30 下伊那郡阿智村の一部、飯田市、鼎町 (14km)ルー ト発表
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41・ 11016 長野県中央道建設対策本部設置、県企画部に中央道課および飯由中央道事務所設置

〃 012015 中央自動車道関係県文化財主管課協議会開催 (東京 )

4202014 中央道建設用地内文化財の取扱いについて関係市町村連絡協議会開催 (下伊那地区 )
〃・ 2・ 21       〃                〃        (上 伊那地区 )

〃 02・ 22     〃            〃      (諏 訪 地 区)

〃・ 3・ 23 恵那山 トンネル (4。 7km)ルー ト発表

〃 03・ 28 下伊那郡上郷町・飯田市座光寺・高森町・松川町 (14。 5km)ルー ト発表

〃 03031 恵那山 トンネル補助 トンネルエ事着]

〃 04・ 15 文化庁で中央自動車道用地内の埋蔵文化財保護対策打合せ会開催

〃 05・ 4 伊那中央道事務所設置

〃 05・ 30 中央道建設地域内埋蔵文化財分布調査費国庫補助申請ヽ

〃 06013 中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会開催 (第 1回  長野県庁 )
〃・ 801 下伊那地区中央道建設用地内理蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 147

～12                       (団 長   大沢和夫 )

〃・1101 上伊那郡飯島町・駒″根市・宮田村 0伊那市・南箕輪村 (36.6km)ルー ト発表

〃 011010 上伊那地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数  112
ん26                        (団 長   林 茂樹 )

〃・11・ 27 諏訪地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 90
～12015                       (団 長   藤森栄一 )

〃 012・ 16 下伊那郡阿智村殿島・智里地区 (5.65h)ルー ト発表

4302・ 27 公団名古屋支社 と中央道埋蔵文化財の保護措置について協議 (43年 の発掘調査について )

〃 0305・ 公団本社 と保護措置について協議 (43年 の発掘調査について )

〃・ 7023 下伊那郡阿智村智里殿島地区、県内の いジプをきって用地買収契約成立

〃・10012 中央自動車道関係県文化財対策連絡協議会開催 (第 2回 松本市 )

4403018       〃          〃   (第 3回 岐阜市 )

″・ 7015 公団名古屋支社 と協議  (飯 田市上飯田地区の発掘調査について )

〃・ 8012 上伊那郡辰野町 (8 km)ルー ト発表

〃 01003 飯田市上飯田地区 3遺跡について公団名古屋支社から意見聴取 (県教委回答 12011)

″ 01008 中央道関係市町村教委連絡協議会開催 (飯 田市 )

〃・10020 飯田市上飯田地区 3遺跡について公団名古屋支社 との現地協議

〃 010・ 31 中央道関係市町村教委連絡協議会開催 (伊那市 )

〃 011011 恵那山 トンネル本線 トンネルエ事起工式

〃 012011 公団名古屋支社 と協議  (45年 の発掘調査について )

4501029 諏訪郡富士見町 (11.2km)ルー ト発表

〃 0202 公団名古屋支社 と協議  (上飯田の 3遺跡と45年度の発掘調査について )

4502・ 23 岡谷市 と諏訪市の一部 (14.7km)ルー ト発表
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4502024 下伊那郡阿智村殿島地区において、県下最初の平地地区本線工事開始

〃 02027 長野県中央道遺跡調査会結成 (飯 田市上飯田地区の調査に限る )

〃・ 302 公団名古屋支社 と長野県中央道遺跡調査会 との間で、上飯田地区 2遺跡の発掘調査委託契約

成立 (委託金額 80万円 )

〃 0305 飯田市上飯田地区さつみ・古屋垣外遺跡の発掘調査開始 (～ 3021)(団 長 大沢和夫 )

〃・ 3031 飯田市上飯田さつみ・古屋垣外遺跡発掘調査報告書刊行

〃 04022 公団名古屋支社 と協議  (45年度の発掘調査について )

〃 04023 上・下伊那地区中央道用地内遺跡視察 (県教育委員会担当者 )

〃・ 508 下伊那郡阿智村～松川町間 (57遺 跡 )埋蔵文代財包蔵地についての意見聴取 (県教育委員会

回答  5026)

〃 05014 中央自動車道西の宮線起工式 (於多治見市 )

〃・ 601 公団名古屋支社 と協議  (発掘調査上の問題について )

〃・ 609 下伊那地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (飯 田市 ヽ

″Ъ6011 下伊那郡阿智村 7遺跡・飯田市 (上飯田・座光寺 )7遺 跡・鼎町 2遺跡・上郷町 1遺跡につ、

～12 いて、公団名古屋支社 と現地協議

〃・ 6   昭和45年度中央道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査予算案 を 6月 県会に提出

″・ 6029 上伊那地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (伊那市 )

″・ 6・ 30 諏訪地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (諏訪市 )

〃・ 708 上伊那郡宮田村地内 7遺跡について、公団名古屋支社 と現地協議 (二 10日 )

'07022 長野県中央道遺跡調査会結成準備会・第 1回理事会開催 (飯 田市 )
08017 下伊那郡阿智村地内 7遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額  179万円 )
0901 飯田地区その 1地内10遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額 1590万 円 )

〃 0902 中央道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査鍬入式挙行 (下伊那郡阿智村小野川川畑遺跡 )

〃 090´ 3 下伊那郡阿智村地内 7遺跡 (川 畑・北垣外・橋場・矢平Ⅱ・杉ヶ洞・宮の脇・坊塚 )発掘調

査開始 (終了 9022)

〃・ 903 岡谷市内中央道建設用地内埋蔵文化財分布調査 (～ 5日 )

〃・ 905 伊沢県教育長、下伊那郡阿智村川畑 e北垣外遺跡視察

〃・ 907 諏訪郡富士見町内中央道建設用地内埋蔵文化財分布調査 (～ 10日 )

〃 0908 田中県教育次長、下伊那郡阿智村川畑・北垣外遺跡視察

〃・ 9022 飯田地区その 1地内10遺跡 (山岸・天伯B・ 権現堂前・さつみ・赤坂・宮崎A・ 宮崎B・ 大

門原B・ 大門原D・ 大久保 )の発掘調査開始 (終了46・ 1018)

〃 010019 上伊那郡宮田村地内 6遺跡 (高河原・釈迦堂 0宮の沢・元宮神社東・天伯古墳・円通寺 )の

発掘調査開始 (終了45・ 12018)

〃・10028 公団名古屋支社総務部長・田中県教育次長、権現堂前・大門原B遺跡視察

〃 010029 公団名古屋支社副支社長こ大門原B・ 大門原D遺跡視察

〃 D l1 0 16 長野県中央道遺跡調査会第 2回理事会開催 (飯 田市座光寺大門原BO宮 崎A、 上伊那郡宮田
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村天伯古墳視察、理事会宮田村福祉センター )

45011017 公団名古屋支社 との協議  (昭和46年度発掘調査地区の選定について )

〃 11028 下伊邦郡阿智村地内発掘調査報告会開催 (下伊那郡阿智村智里東小学校 )

〃 01205 上伊那郡宮田村地内発掘調査報告会開催 (上伊那郡宮田村福祉センター )

〃 012025 茅野市・原村・諏訪市の一部 (12。 4km)ルー ト発表、これをもって県内や く122kmのルー ト

発表完了

4611012 伊沢県教育長、下伊那郡鼎町山岸遺跡視察

〃 0201 公団名古屋支社 と協議  (昭和46年度の発掘調査地区について、飯田市山本 0伊賀良地区用

地内遺跡視察 )

〃・ 202 下伊那郡高森町・松川町・上伊那郡飯島町地内遺跡について、公団名古屋支社 と現地協議 (昭

和46年度発掘調査地区決定 )

〃・ 2028 上伊那郡宮田村地内中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行

〃 03011 飯田地区その 1発掘調査報告会開催(公団・各事務所・市町村教委に対 して )

〃 03015 飯田地区その 1発掘―調査報告会開催 (一般公開 )

〃 03020 飯田地区その 1中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行

〃 0401 飯島町地内その1地区(七久保 )7遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額 1224万 円 )

〃 04012 飯島町地内その 1地区 (七久保 )発掘調査団結団式挙行 (飯島町役場 )

〃 04・ 13 飯島町地内その 1、 7遺跡(鋳物師原・鳴尾天白・鳴尾・尾越・道満 0北原東・小段遺跡 )

の発掘調査開始 (終了4607・ 3)

〃 04・ 26 長野県中央道遺跡調査会第 3回理事会開催 (伊那市上伊那郷土館 )

〃・ 5・ 24 恵那山 トンネル斜坑口および土捨場問題協議会、長野県庁企画部長室で開催 (公団名古屋支

社、恵那山 トンネル東工事事務所、阿智村教育委員会、同建設課、長野県中央道課、飯田中

央道事務所、下伊那地方事務所商工建築課、飯田教育事務所、長野県教育委員会 )

〃・ 6・ 7 下伊那郡阿智村園原杉の本平・児の宮遺跡緊急分布調査 (～ 8)

〃・ 6016 公団本社・同名古屋支社 と協議 (下伊那郡阿智村園原恵那山 トンネル斜坑口と土捨場予定地

の保護措置について )

〃・ 701 公団名古屋支社から恵那山 トンネル飯田方斜坑広場 (杉の木平遺跡)埋蔵文化財について意

見聴取

〃・ 7015 飯島町地内その 1発掘調査報告会開催 (飯島町役場七久保支所 )

〃・ 7・ 20 公団名古屋支社総務部長 と県教育長の協議 (恵那山 トンネル斜坑土捨場問題について )

〃・ 801 下伊那郡高森町地内その 1(10遺跡 )の発掘調査委託契約成立  (委託金額 3120万円 )

〃・ 8・ 6 下伊那郡高森町地内その 1地区発掘調査団結式と打合せ会 (高森町役場 )

〃・ 8・ 10 下伊那郡高森町地内その 1地区、10遺跡 (弓矢・無縁堂・神堂垣外・鐘鋳原 A・ 瑠璃寺前・

大島山東部・赤羽根・出原西部・出早神社附近・正木原 I)発掘調査開始 (9014中 断、10

23再開、終了4701014)

〃 08018 恵那山 トンネル飯田方斜坑広場埋蔵文化財保護措置について県教委回答
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4608030 公団名古屋支社 と恵那山 トンネル斜坑広場 (杉の木平遺跡 )の現地協議
〃・ 8031 公団名古屋支社 と上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )の現地協議
〃 0904 伊沢長野県教育長、下伊那郡阿智村杉の木平遺跡・高森町鐘鋳原遺跡視察
〃 09010 下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1(杉の木平遺跡 )発掘調査打合せ会 (阿智村駒場公民館 )
″ ,9・ 13 下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1(杉の木平遺跡 )の発掘調査委託契約成立 (委託金額730

万円

〃・ 9014 赤尾長野県教育次長、下伊那郡高森町鐘鋳原遺跡視察
〃・ 9016 下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1(杉の木平遺跡 )発掘調査開始 (終了1101)
〃 09017 上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )委託契約成立  (委託金額 123万円 )
〃・ 9020 上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )発掘調査開始 (終了10013)
〃・H018 長野県議会社会文教委員会―行下伊那郡高森町瑠璃寺前遺跡視察
〃 011019 長野県中央道遺跡調査会第 4回理事会開催 (高森町畜産センター )
4701025 飯田市山本・伊賀良12遺跡、下伊那郡鼎町 1遺跡について公団名古屋支社 と現地協議
〃・ 1026 下伊那郡高森町地内 4遺跡、松川町地内10遺跡、上伊那郡飯島町地内 8遺跡、宮田村地内 1

遺跡、駒ヶ根市地内 8遺跡について公団名古屋支社 と現地協議

〃 01027 伊那市西春近地内18遺跡について公団名古屋支社 と現地協議
〃・ 2029 上伊那郡飯島町地内その 1中 央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行

〃・ 2029 上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
〃。3020 下伊那郡高森町地内その 1中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
〃 03020 下伊那郡阿智村斜坑広場その 1中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行
〃 03025 下伊那郡阿智村園原斜坑広場 (杉の木平遺跡 )発掘調査報告会開催 (智里西診療所 )
〃 03026 下伊那郡高森町地内その 1地区発掘調査報告会開催 (高森中学校 )
〃 03027 園原斜坑広場 (杉の木平遺跡 )、 高森町地内その 1地区発掘調査報告会開催 (一般公開 )
〃 0401 飯田市内その 2地区 (17遺跡 )の発掘調査委託契約成立    (委 託金額 2367.5万 円 )
〃 0401 飯島町内その 3地区 (8遺跡 )の発掘調査委託契約成立    (委 託金額  677.1万 円 )
〃 04・ 1 伊那市西春近地区 (18遺跡 )の発掘調査委託契約成立     (委 託金額 3361.6万 円 )
〃・ 403 飯田市内その 2地区発掘調査打合せ会 (飯 田合同庁合 )
〃・ 4・ 10 飯田市内その 2地区ほか下伊那地区発掘調査団結団式挙行 (飯田合同庁舎 )

〃 04010 飯田市内その 2地区、17遺跡 (かぶき畑 0柳 田・山田・石子原・石子原古墳 0よ うじ原 0上

の平東部・寺山・六反田・滝沢井尻・小垣外・三壺淵・上の金谷・辻垣外・大東・酒屋前・

大門原 B)の発掘調査開始 (終了48・ 207)

〃 04・ 24 上伊那地区発掘調査団結団式 と発掘調査打合せ会 (上伊那地方事務所会議室 )

4704・ 25 飯島町内その 3地区、 8遺跡 (う どん坂南 0う どん坂 H・ うどん坂 I・ 山溝・八幡林・石上

神社前・庚申平・大田沢春 日平 )の発掘調査開始 (終了4706028)

〃 04・ 25 伊那市西春近地区 018遺跡 (和手・富士山下・富士塚・菖蒲沢・南丘 A・ 南丘 B・ 名廻南・

名廻東古墳・名廻・白沢原・山寺垣外・細ヶ谷 B・ 百駄刈・北丘 B・ 大境・山の根・城平 0
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城平上)の発掘調査開始。 (終了47012014)

4704026 長野県中央道遺跡調査会第 5回理事会開催。 (伊那市上伊那図書館 )

ク・ 6020 公団名古屋支社 と、上伊那地区橋梁工事に伴 う調査遺跡追加と、飯田市山本石子原遺跡第 2

次調査 について協議 (県庁教育次長室 )

ク・ 6・ 22 公団名古屋支社 と飯田市山本石子原遺跡第 2次調査 について現地協議。

ク・ 703 下伊那郡高森町内その 2地区 (5遺跡)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額2,002万円 )

ク・ 706 下伊那郡松川町内 (12遺跡)の発掘調査委託契約成立。    (委 託金額 1,864.3万 円 )

ク・ 706 駒ケ根市内 (8遺跡)の発掘調査委託契約成立。        (委 託金額 563.5万 円 )

ク 0707 駒ケ根市内 8遺跡 (大徳原南 B。 大徳原南A・ 大徳原北 0横前南・中山原・新田原・女体北・

切石墓地)の発掘調査開始。 (終了470901)

ク 07012 飯田市内その 3(石子原遺跡第 2次調査)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額 410万 円 )

ク・ 7014 下伊那郡松川町内12遺跡の発掘調査打合せ会。 (松川町福祉センター)

ク 07024 下伊那郡高森町内その 2地区 5遺跡 (神田裏・新田西裏・増野新切・増野川子石・鐘鋳原 A)

の発掘調査開始。 (終了4701109)

ク 07024 下伊那郡松川町内12遺跡 (里見Ⅱ・里見 V・ 境の沢・中原 I・ 庚申原 I・ 庚申原 Ⅱ・平林・

や し原・片桐神社東・水上・丈源田Ⅲ・丈源田Ⅳ)の発掘調査開始。 (終了47011011)

ク・ 8015 公団名古屋支社 と上伊那郡南箕輪村内 9遺跡 と辰野町内その 1地区 3遺跡 について現地協議。

ク・ 8017 飯田市内その 3(石子原遺跡)発掘調査団結団式。 (飯田教育事務所 )

ク・ 8・ 17 飯田市内その 3(石子原遺跡)の発掘調査開始。 (終了4709030)

ク 08021 上伊那郡南箕輪村内その 1地区 (5遺跡)の発掘調査委託契約成立。(委託金額 1.051。5万円 )

ク 0901 上伊那郡南箕輪村内の発掘調査打合せ会開催。 (南箕輪村公民館 )

ク 09・ 4 上伊那郡南箕輪村内その 1・ その 2地区 9遺跡 (南原・三本木原・曽利目・在家・大芝原・

大芝東 0南高根・北高根 A・ 北高根 B)の 発掘調査開始。 (終了4701209)

ク 01o09 上伊那郡南箕輪村内その 2地区 (4遺跡)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額 514。4万円 )

ク 01o09 上伊那郡辰野町内その 1地区 (3遺跡)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額 497。 2万金 )

ク 010011 上伊那郡辰野町内その 1地区の発掘調査団結団式 と発掘調査打合せ会。 (辰野町公民館 )

ク 010・ 12 上伊那郡辰野町内その 1地区 3遺跡 (五反田・越道・平出山の神)の発掘調査開始。 (終了

470 11 ・30)

ク・11015 長野県中央道遺跡調査会第 6回理事会開催。 (伊那市上伊那図書館 )

ク 01204 公団名古屋支社 と昭和48年度調査体制 0調査地域 について協議。 (公団伊那工事事務所 )

ク 01205 公団名古屋支社 と伊那市内その 2地区 (4遺跡)0箕 輪町内 (3遺跡)・ 辰野町内その 2地

区)(14遺跡・諏訪郡富士見町内 (7遺跡)について現地協議。

ク 012015 上伊那地区中央道埋蔵文化財包蔵地出土の遺物展示会開催。 (上伊那地方事務所大会議室・

～・16 -般公開 )
ク・12016 上伊那郡辰野町内その 1地区 (3遺跡)の発掘調査報告会開催。 (辰野町公民館 )
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4802028 上伊那郡辰野町内その 1地区 (3遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク・ 3016 上伊那郡飯島町内その 3地区発掘調査報告会開催  (飯島町公民館 )
ク・ 3018 飯 田市内その 2・ その 3、 高森町内その 2、 松り|1町内発掘調査報告会開催  (下伊那教育参

考館 )

ク・ 3019 上伊那郡南箕輪村内その 1・ その 2地区発掘調査報告会開催  (南箕輪村公民館 )
ク 03020 飯田市内その 2地区 (17遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク `3020 飯田市内 その 3(石子原遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク 03020 下伊那郡高森町その 2地区 (5遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク・ 3020 下伊那郡松川町内 (12遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク・ 3020 上伊那郡飯島町内その 3地区 (8遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク・ 3:20 駒ケ根市内 (8遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク「3・ 20 伊那市西春近地区 (18遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク 03020 上伊那郡南箕i輪村内その 1・ その 2地区 (9遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書

干J行

″ 03024 駒ケ根市内発掘調査報告会開催  (駒ケ根市役所 )
ク 03026 伊那市西春近地区発掘調査報告書開催  (伊那市福祉セ ンター )
ク・ 409 昭和48年度長野県中央道遺跡調査団結団式挙行  (上伊那地方事務所会議室 )
ク :4012 伊那市内その 2地区 (4遺跡 )の発掘調査委託契約成立 (委託金額 2121。 6万円 )
″ 04・ 12 上伊那郡箕輪町内 (3遺跡 )の発掘調査委託契約成立  (委託金額1214.4万円 )
ク・ 4・ 12 上伊那邪辰野町内その 2地区 (14遺跡 )の発掘調査委託契約成立  (委託金額3480万円 )
ク・ 4・ 12 諏訪郡富士見町内その 1地区 (5遺跡 )の発掘調査委託契約成立  (委託金額 1065。 6万円 )
ク 04016 伊那市内その 2地区、 5遺跡 (赤坂・ますみが丘・城楽・月見松・山本田代 )発掘調査開始

(終了48・ 7・ 31)

ク 04017 上伊那郡箕輪町内・諏訪郡富士見町内その 1地区発掘調査打合せ会  (各教育委員会 )
ク 04018 上伊那郡箕輪町内、 3遺跡 (南大原 0堂地・中道)発掘調査開始  (終了4808・ 31)
ク・ 4018 諏訪郡富士見町内その 1地区、 5遺跡 (手洗沢・長尾根・足場 0母沢・甲六)発掘調査開始

(終了48・ 7011)
″ 04・ 18 上伊那郡辰野町内その 2地区発掘調査打合せ会  (辰野町教育委員会 )
ク 04・ 19 上伊那郡辰野町内その 2地区、14遺跡 (手長神社旧跡・若宮・荒神社矢沢 0樋国内城館址・

大久保尻・神送・公家塚・牧垣外・大窪 0堂ケ入・藤の森 0沢頭・沢入口・上の原 )発掘調

査開始  (終了48・ 10・ 23)
ク 04023 長野県中央道遺跡調査会第 7回理事会開催  (伊那市上伊那図書館 )
ク゛5・ 22 長野県議会社会文教委員―行、上伊那郡箕輪町中道遺跡視察
ク・ 6° 4 公団名古屋建設局 と、下伊那郡阿智村斜坑広場 と、諏訪市内・富士見町内の発掘調査予定地
～ 6 域について現地協議  (県庁教育次長室、各公団工事事務所 )

ク・ 6020 長野県教育委員―行、上伊那郡箕輪町中道遺跡視察
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480602夕 長野県中央道遺跡調査会一志顧間、上伊那郡箕輪町中道遺跡・諏訪市木熊城址現地指導

ク0702 下伊那郡阿智村斜坑広場その 2(杉の本平 )の発掘調査委託契約の成車 (委託金額989万円 )

ク・ 7・ 2 諏訪市内その 1地区 (7遺跡)の発掘調査委託契約成立  (委託金額1588。 8万円)

ク07020 諏訪市内用地問題について公団・諏訪市・被買収者組合委員と協議  (諏訪市役所 )

ク・ 7021 下伊那郡阿智村斜坑広場その 2地区の発掘調査団結成  (飯田教育事務所 )

ク07023 下伊那郡阿智村斜坑広場その 2地区の発掘調査打合せ会  (阿智村教育委員会 )

ク・ 7025 下伊那郡阿智村斜坑広場その2(杉の本平遺跡)発掘調査開始  (終了48・ 10020)
ク07026 諏訪市内その 1。 その 2地区発掘調査打合せ会  (諏訪市役所 )
ク・7030 諏訪市内その 1地区、 7遺跡 (清水・小丸山古墳・金山北・城山・大熊城址・荒神山・大熊

道上 )、 同その 2地区 2遺跡 (平林・本城)発掘調査開始  (終了48012・ 14)

ク0808 長野県小泉教育次長、下伊那郡阿智村杉の本平遺跡視察

ク010010 諏訪市内その 2地区 (2遺跡 )の発掘調査委託契約成立  (委託金額 888万円 )

ク 010・ 10・ 11 長野県酒井出納次長、辰野町樋口内城館址 0諏訪市大熊城址 0阿智村杉の本平遺跡視察

ク 010・ 14 日本道路公団本社理事・名古屋建設局長等、下伊那郡阿智村杉の本平遺跡視察

ク 010・ 16 恵那山 トンネル斜坑貫通式に伴い、公団名古屋建設局長等下伊那郡阿智村杉の本遺跡視察

ク・11・ 18 長野県中央道遺跡調査会一志顧間、下伊那郡阿智村杉の本平遺跡現地指導

ク01101 長野県中央道遺跡調査会第 8回理事会開催。辰野町樋口内城館址遺跡視察  (辰野町 )

ク011013 昭和49年度諏訪地域用地買収状況について打合せ会  (公団諏訪工事事務所・県高速道課・

県諏訪中央道事務所・伊那教育事務所・同諏訪支所・県文化課、於諏訪合同庁舎 )

ク 011021 公団名古屋建設局と昭和49年度調査体制と発掘調査地区について協議  (諏訪工事事務所 )

2)発 掘調査委託契約

中央自動車道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査は(「 日本道路公団の建設事業等工事施工に伴 う埋蔵文

化財包蔵地の取扱いに関する覚書」によると、事業施行前に、公団は県教育委員会の意見聴取の上、文化

庁との間で協議することになっている。その結果、記録保存と決定され、発掘調査が必要となった場合、

公団は、県教育委員会に委託 して実施されることになっている。そのため、県教育委員会は、公団と現地

協議などの事務接衝のうえ、調査遺跡の発掘面積、調査費、調査期間、調査方法等が決められる。その後、

公団から調査依頼、県教育委員会から調査受託の文書の往来があって、つぎのような発掘調査委託契約が

締結されている。
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ア 発掘調査委託契約書

1 委託事務の名称

2 委 託  期  間

3委 託 金 額

4 委託金支払場所

中央道埋蔵文化財発掘調査  (諏訪市内その 1)、 (諏訪市内その 2)

日召禾日48年 7月 2日 ～日召禾日49年 3月 20日 、日召禾日48年 10月 5日～日召禾日49年 3月 20日

登争15,888,000FtttL、  lF 8,880,000FЧ tL

日本道路公団名古屋建設局

日本道路公団 (以下「甲」とがう。)は、長野県教育委員会 (以下「乙」という。)に頭書の発掘調査

の実施を乙に委託する。

第 1条  甲は、別紙発掘調査計画書に基づ き、頭書の委託金額の範囲内で頭書の発掘調査の実施 を乙に委

託する。

第 2条 甲又は乙の都合 により委託期間を延長 し若 しくは発掘調査計画を変更 し、又は発掘調査 を中止す

るときは、事前 に協議 して書面により定めるものとする。

第 3条 乙は、委託契約締結後、遅滞 なく作業予定表及び資金使用計画書を作成 し甲に提出 しなければな

らない。

第 4条 乙は、第 3条の資金使用計画書に基づ き頭書の発掘調査 を実施するために必要な経費の概算払を

甲に請求することがで きる。

2 甲は、前項の請求のあったときは頭書の発掘調査の進1/1状況を勘案して請求書を受翠した日から15日

以内に所要の額を支払 うものとする。

第 5条  甲は、必要 と認めるときは頭書の発掘調査の処理状況 について調査 し又は報告書及び作業調査 日

誌の提出を求めることがで きる。

2 乙は、甲が期限を手旨定 して中間報告を求めたときは、これに応 じなければならない。

3 乙は、発掘調査の実施 にあたり作業イ固所に作業表示旗をかかげ発掘調査関係者 には、】宛章等を着用さ

せなければならない。

4 乙は、頭書の発掘調査が完了したときは、すみやかに頭書の発掘調査の実施結果に基づ く報告書 (B

5版20部 )を作成し委託期間内に甲に提出しなければならない。

5 乙は、費用精算調書を作成し、委託期間満了後 1箇月以内に申に提出しなければならない。

第 6条  この契約に基づ く報告書、費用精算調書其の花の関係書類の作成事務の取扱は、甲が特に指定し

ない限り、乙の本来の事務取扱に準 じて処理するものとする。

第 7条  乙がこの委託契約に基づき甲の費用をもって取得 した購入物件等はすべて甲に帰属するものとす

る。

第 3条 発掘調査に関する文化財保護法及び遺失物法等に関する諸手続については、乙が代行するものと

する。

第 9条  乙の責に帰する事由により頭書の期間内に第 5条第 4項に規定する報告書を提出しないときは甲

は遅滞損害金として期限満了日の翌日から起算し提出当日までの遅滞日数に応 じ頭書の委託金額に対し

て年8.25%の割合で計算した金額を徴収することができる。
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2 甲の責に帰する事由により第 4条の規定による委託料の支払いが遅れた場合には、乙は、甲に対 して

遅滞日数に応 じて年8.25%の割合で遅延利息の支払いを請求することができる。

第10条  乙の責に帰すべき事由により甲が契約を解除したときは、乙は頭書の委託金額の10分の 1を違約

金として甲の定める期限までに甲に納付 しなければならない。

第11条  この契約を変更する必要が生じたときは、甲乙協議 して定めるものとする。

上記契約の証 として本書 2通 を作成 し、当事者記名の上、各自 1通 を保有
す 。

日召和48年 7月 2日 、 日召禾日48年 10月 5日

委 託 者  名古屋市中区栄 4丁 目 1番 1号 (中 日ビル11～ 12階 )
日本道路公団名古屋建設局

局 長  平 野 和 男

受 託 者  長野県教育委員会

教育長  小 松 孝 志

イ 長野県中央道遺跡調査会

長野県教育委員会では、直接発掘調査する組織を持っていないので、この発掘調査にだけ当る長野県中

央道遺跡調査会を結成し、同調査会に再委託 し、同調査会が組織する調査団が発掘調査に当ることになっ

ている。

昭和45年 7月 22日 に、長野県中央道遺跡調査会が結成 されて以来、年 2回の理事会が開かれている6年
度頭初の理事会において、発掘調査の受託 を決定 し、年度末のそれは、発掘調査結果や現状・対策 につい

て検討 されている。県教育委員会 との委託契約書の内容は、公団と県教育委員会のそれと大差 ないので省

略する。同調査会規約・昭和48年度役員・斜坑広場 その 2地区調査団組織はつ ぎのとおりである。

∽  長野県中央道遺跡調査会規約

第 1条  この調査会は、長野県教育委員会の委託 を受けて、中央道建設及び関連工事用地内遺跡の発掘調

査 を実施 し、その記録の作成、発掘された文化財の保存活用方法を研究することを目的 とする。

(名称 )

第 2条  この調査会は長野県中央道遺跡調査会 (以下「調査会」 という。)と 称する。

(組織 )

第 3条 調査会は、次に掲げる役員をもって組織する。

(1)会長  1名  (2)理 事 若干名  (3)監 事  2名

事務所 )

i第 4条 調査会の事務所は、会長が別に定める事務所内に置 く。

|(会 長及び理事 )

1第 5条 会長は、長野県教育委員会教育長 をもってあてる。
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2 理事は次に掲げるもののうちか ら会長の委嘱 した者をもっであてる。

(1)学識経験者                (2)関 係学会の役員

(3)関係市町村教育委員会連絡協議会の代表者  に)関 係市町村教育委員会の教育長

(5)関係行政機関の職員

(会長及び理事の職務 )

第 6条 会長は調査会の業務 を総理 し、調査会を代表する。

2 理事は、理事会 を構成 し、次の事項を審議する。

(1)調査会の運営に関すること。         (2)発 掘調査の受託に関すること。

(3)規約の改正に関すること。          (4)そ の他必要な事項

3 会長に事故があるときは、理事のうちか ら会長が指名 した者が、その職務 を代行する。

(理事会の招集 )

第 7条 理事会は必要に応 じて会長が招集する。

2 理事会は、理事の半数以上の出席がなければ開 くことができない。

3 前項の場合、当該議事について書面をもってあらか じめ意志表示し、または他の理事 を代理人として |

表決を委任 した役員は出席 したものとみなす。

4 理事会の議事は、出席理事の過半数で決 し、可否同数の ときは、会長の決するところによる。

(顧問 )

第 8条 調査会に顧問若千名を置 くことができる。

2 顧間は理事会の推薦により会長が委嘱する。

3 顧間は会長の諮間に応ずるとともに、理事会に出席 し調査会の業務について助言する。

(監事 )

第 9条 監事は、理事会の推薦により会長が委嘱する。

2 監事は、調査会の会計を監査する。

(役員の任期 )

第10条  役員の任期は一年 とする。ただしその職にあるゆえをもって委嘱されたものの任期は、当該職の

在職期間 とする。

(幹事 )

第11条  調査会に幹事 を置 く。

2 幹事は、県教育委員会事務局職員のうちから会長が委嘱する。

3 幹事は、会長の命を受け調査会の事務 を処理する。

(調査団 )

第12条  調査会に調査団を置 く。

2 調査団の組織及び運営について別に定める。

(事務の管理執行の規定 )

第13条  調査会の事務の管理及び執行にあたっては、この規約ならびに理事会の決定する規定に従って行

なう。
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(経費)   i

第14条  調査会の事業に要する経費は、長野県教育委員会の委託料をもってあてる。

(会計の区分 )

第15条  調査会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始 まり、翌年 3月 31日 に終わる。

2 調査会の会計は、長野県教育委員会 と締結 した委託契約に区分 して行なう。

(出納及び現金の保管 )

第16条  調査会の出納は、会長が行なう。

2 調査会に属する現金は、会長が理事会の議 を経て定める銀行 または、その他の金融機関にこれを預け

なければならない。

(決算 )

第17条  会長は、会計年度終了後 lヶ 月以内に収支決算書を作成し、監事の監査 を経て理事会の認定を経

なければならない。

(財務に関する事項 )

第18条  この規約に特別の定めがあるものを除 くほか、調査会の財務に関してはt長野県の「財務規則」

の例による。

(委任 )

第19条 調査会の業務の運営に必要な事項は、この規約に定めるもの及び理事会で議決するものを除 くほ

か会長がこれを定める。

(付則 )

この規約は、 日召禾日45年 7月 22日 から施イテする。

昭和48年度長野県中央道遺跡調査会役員名簿 (昭和48年 11月 現在 )イ )

顧問 一志 茂樹

会長 小松 孝志

理事 金井喜久一郎

藤沢 宗平

原  嘉藤

1飯島 丁巳
1瀬尾 忠幸

坂井 喜夫

/Jヽ林[   彰

河手 貞則

/Jヽ林  繁 ?台

倉田 利久

藤森 純一

(県文化財専門委員 )

(県 教 育 長 )

(県文化財専門委員 )

(県文化財専門委員 )

(信濃史学会理事 )

(県 文 化 課 長 )

(伊那教育事務所長 )

(上伊那地区教委協議会長 )

(阿智村教育長 )

(箕輪町教育長 )

(富士見町教育長 )

(下伊那教育会長 )

(諏訪教育会長 )

米山 一政

藤森 栄一

小泉兵次郎

馬場  昌人

羽生 保吉

/Jヽ松   穣

松沢 一美

熊谷 大一

中村 文武

木下  衛

林  茂樹

(県文化財専門委員 )

(長野県考古学会会長 )

(県教育次長 )

(飯田教育事務所長 )

(下伊那地区教委協議会長 )

(諏訪地区教査協議会長 )

(伊那市教育長 )

(辰野町教育長 )

(諏訪市教育長 )

(上伊那教育会長 )

(長藤小学校長 )
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監事 岡沢 幸朝   (県 文化課長補佐 )        浦野 孝之   (伊 那市社会教育課長 )
幹事 金井 汲次   (県 文化課文化財係長)      泉 勇一郎   (県 文化課文化係長 )
西沢  清   (県 文化課主査)        浅川 欽一   (県 文化課主査 )
矢島 太郎   (県 文化課主任 )         堀内規矩雄   (県 文化課主事 )
佐藤 文武   (飯 田教育事務所総務課長)    佐藤  陸   (飯 田教育事務所主任 )
下平 久雄   (飯 田教育事務所主事)      矢野 公す   (伊 那教育事務所総務課長 )
松沢 成海   (伊 那教育事務所社会教育課長)  久保田秀明   (伊 邦教育事務所主任 )
麻生 弘明   (伊 那教育事務所主任 )     鈴木 長治   (伊 邦教育事務所主事 )
今村 善興   (県 文化課指導主事 )      桐原  健   (県 文化課指導主事 )
山田 瑞穂   (   ク    )      伴  信夫   (   ク    )
宮沢 恒之   (   ク    )       丸山敵一郎   (   ク    )
岡田 正彦   (   ク    )

ウ)長 野県中央道遺跡調査会 諏訪市内その 10そ の 2地区調査団

調査団長  大 沢 和 夫

調査主任  岡 田 正 彦  伴   信 夫  桐 原   健  今 村 善 興 (総括 )
調 査 員  唐 木 孝 雄  竹 内 三千夫  徳  永 忠 雄  平 出 一 治

細 川 光 貞  松 永 満 夫  木 下 平八郎  郷 道 哲 章
酒 井 幸 則

″
竹 村 和 紀  田 畑 :辰 雄  長 沼 英 光

中 村 龍 雄  三 浦 孝 一  山 岡 栄 子
調査補助員 高 桑 俊 雄  堀   知 哉

工)発 掘調査前の遺跡の状況 と面積

遺 跡 名 現 況 状の跡遺 況 全体面積
内
積
地用
面

査
積
調
面
低
定
最
予

圭
目 畑

台地上の遺跡で、縄文時代中期の遺物包含地である。

中世陶器片も出土している。

m
19,000

m
2,925

ぽ

８０

小丸山古墳 畑

支脚の先端台地を利用した6世糸己代築造と想定される

独立古墳である。
4,065 3,190 2,500

林平 畑

テラス状の台地上にあり、縄文時代中期の遺物包含地

である。
32,000 10,050 2,000

城本 畑

平林遺跡に面した台地上に位置し、縄文時代中期の集

落址の存在が予想される。
22,200 8,525 1,700

金 山 北 畑

野明沢の南に面した台地上にあり、縄文時代中期の遺

物包含地である。
5,000 775 150
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遺 跡 名 現  況 遺 跡 の 状 況 全体面積
内
積
地用
面

査
積
調
面
低

定
最

予

城 山 畑

大熊城址の西側に隣接した遺跡で、糸電文時代の遺物包

含地である。
10,500 5,375 1,070

大 熊 城 址 畑

トイシ沢とオタイ沢の間に張り出したテラス上の城址

である。
3,500 2,125 420

荒 神 山 畑
大熊城址の南東傾1に面した傾斜地で、縄文時代の遺物

包含地である。
7,000 5,375 1,070

大 熊 道 上 畑

オタイ沢をはさんで荒神山遺跡に面する台地上にある

縄文時代中期の包含地である。
8,000 4,175

3) 発掘 調 査 開始 まで の準 備

諏訪市内の発掘調査は、当初、箕輪町内の調査終了後、 7月 上旬頃より開始する予定であったが、遺構

が続出し調査が延長 されたため、富士見町区その 1地区の調査が終了した班が先ず入 ることになり、 7月

30日 を発掘開始 日と決め、その前を準備期間にあてた。

6月 5日  公団名古屋建設局 と諏訪市内の発掘調査予定地域について現地協議を行なう。

7月 18日  今村・伴 0岡 田で調査予定地域内の現況下見をし、上物処理状況をみて当初入 るべ き遺跡を

決める。「諏訪市内その 1地区」の発掘調査 日程及び方法について立案する。

7月 20日  諏訪市内用地問題について、道路公団・市教育委員会・市企画課・被買収者組合役員・調査

団との間で協議する。 (於 諏訪市役所 )

7月 23日  調査 に必要な資材・文房具等の点検をし、不足品を調達する。

7月 26日 「諏訪市内その 1・ その 2地区」の発掘調査打合せ会をもつ、参加者は県教育委員会・伊那教

育事務所・諏訪市教育委員会・調査団である。 (於 諏訪市役所 )

夜、地元被買収者組合役員・道路公団・調査団との間で、発掘調査についての詳細 なる打合

せ会をする。 ヽ (於 大熊公民館 )                 ,

7月 27日  富士見町内その 1地区で使用 した資材を、長尾根遺跡より城山遺跡に運搬する。飲料水・駐

車場等の依頼をし、後、市教委に赴 き調査協力員名簿を貰 うと共に諸連絡をする。午後、今

後の発掘調査 について、調査団内部での打合せ会をもつ。

7月 30日 「諏訪市内その 1地区」の発掘調査を開始する。
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2 調査の実施 と経過

調査の開始 と経過

昭和 48年 7月 30日 、今にも降 りだ しそうな空模様の下、ここ諏訪市大熊の城山遺跡の一角に全員集合す

る。予定 していた人員よりはるかに少なく、精密工業都市諏訪市の人手不足を痛感 させ る最初の出発であ

った。先ず、調査開始にあたっての集会がもたれ、唐本調査員の進行により、県教育委員会桐原文化課指

導主事・諏訪市教育委員会山田社会教育課長・中央道遺跡調査団主任岡田の挨拶のあと、調査員諸氏 を紹

介。続いて今後の発掘調査 日程及び調査方法について説明 した後、テント設営に入 り、諏訪市の調査 を開

始 したのである。

諏訪市の中央道用地内遺跡数は14ケ所、 うち本年度調査遺跡数は 9ケ所である。用地買収等土地問題の

関係から契約 を 2回 にわけ、その 1地区 7ケ 所 (清水・小丸山古墳・金山北・城山・大熊城址・荒神山・

大熊道上 )を先ず調査 し、引続 き、その 2地区 2ケ所 (平林・本城 )に入る予定であったが、出発当初の

人手不足がしばらく続 き、それに加えて各遺跡 における遺構の検出も多く、計画通 りの実施は不可能であ

つた。 9月 3日 から箕輪町区の発掘調査 を終了した伴調査主任以下 6人の有カメンバーが合流 し、また、

作業員も増加 したため、調査はやっと軌道 に乗 りはじめたのであった。この間、大熊城址 を中心 とした 4

遺跡では中世の山城に関する遺構・遺物が検出発見され、山城調査の基本的方法論の確立の必要性を痛感

したのである。その中にあって、調査会顧間の一志茂樹先生、理事金井喜久一郎先生、米山一政先生の指

導を得、また、国学院大学城郭研究会の本沢・高橋両君の協力を得たことは未知の調査だけに幸いであっ

た。 9月 中旬から本年度の調査で最も期待 された小丸山古墳の発掘が行なわれ、桐原調査主任を中心に全

員で調査 にあたったが、すでに徹底的なる破壊攪舌Lに あっていたため、その遺構す ら明確 にすることはで

きなかった。本古墳調査 を見学にこられた調査会理事故藤森栄一先生の元気なお姿に接 したのは、調査 も

終 りに近い 9月 27日 のことであった。これ以来現場で先生に拝眉する機会は三度となかったのである。慎

んで哀1卓の意 を表するものである。荒神山遺跡では、既成概念にある地形上からみたる遺跡の立地がくず

れ、凹地における遺構の埋存状態が問題 になったのである。ちなみに、表土からローム層 まで 3mあ り、
その中間に中世の居館址・住居址・土墳をはじめとし、平安時代・弥生時代・縄文時代の各住居址・土渡

が相次いで検出されている。諏訪市その 2地区 2遺跡の調査も並行 して行なわれ、本城遺跡では約 200ぽ

の範囲に17軒の住居址が重復 して検出された。 しかも用地内に広範囲に遺構が分布 していることが推測 さ

れたため、来年度二次調査をすることで今回は打切ったのである。荒神山遺跡の調査 も、冬将軍の到来に

よる厳寒 と降雪に苦 しめられ、調査止むなきの事情から12月 14日 をもって終了したのであった。

調査団は引続いて、先ず、「富士見町内その 1地区」及び「箕輪町内地区」の整理執筆を終 え、 2月 より

本格的な整理作業に入 り、 7ケ 月を費 し報告書作成に全力を傾注 したのである。

以上が本調査の大略であるが、遺跡調査の経過 については次表を参照されたい。
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月

遺 跡 名

12 1～ 3 主 な 遺 構 主 な 遺 物

?青  ガヽ 目
目

29、す
．
．
一
‥。‥．
・‥・‥
‥・‥。
‐・‥・‥
」

な   し
縄文前期土器片

土師器片

遺

小 丸 山

古  墳
発

‐

掘

諸

準

備

「
―
刊
―
―
「
―
コ
ー
Ｈ
日
――
□
――
―Ｉ
Ｈ
ＩＩ
ＩＩ

17

物

　

整

　

理

図

面

作

成

原

稿

執

筆

玄 室・羨 道

周 溝

小 ホし。鉄 鏃

玉 類

平  林

２

■
■
‥‥‥‥
。・・．‥‥‥‥
■

な   し
縄文中期土器片

縄文中期石器

本  城 ２２岬̈田

縄文中期住居址

″土 渡
平安嘲t側唇址

中 世 配石址

縄文早期。前期。中期吐器

縄文中期 石器
土職 。須恵器片。灰釉陶器片

青 磁 片

金 山 北

■
■
「
司
「
‥‥１
■

な   し し

城  山 ２２熙
２５

頭

」̈
薔

縄文中期住居址     1
平安住居址 ご 土壌  3
中世建築址 1 井戸址 1
近世建築址 1
現代暗梁排水路址    3

縄文前期。中期。後期ヒ器片

弥生中期土器片

土師器・須恵器・灰釉陶器

つばがま。梵字墨書かわらけ

墨書土器2)。 鉄鏃

大熊城址 I難:::

郭。奎豪・土橋

帯曲輸。溝址

土渡墓

内耳ナベ片。天目茶婉片
。

戯

荒 神 山 一̈一一一一一一一一一一一一

２
彗
一． ¨． 轟

IF平F:ri:二■

縄郊嘲t住居址    46
弥生時代住居址   3

1Fポ鯉碓。ご
建築址1溝址3土器集中区1

縄文前期。中期土器。石器
弥生中期土器

以 1男製 熟 4｀禽事 柑
古銭。鉄鏃。石臼1整難華

大熊道上

20 剛 住居址

中世住居 址

中世建築址

縄文中期土器片

土師器。須恵器。灰釉陶器

内耳ナベ片。古瀬戸片・古銭

諏訪市  その 10そ の 2地区発掘調査経過表

2) 発掘 調 査 協 力者

諏訪市内の調査ではあったが、人手不足のため近隣市町村からの応援を得、 7月 30日 から12月 14日 まで

の発掘作業を事故一つおこすことなく無事に完了した。遺跡が点在 していたことと長期間の調査のため、

全期間を通 じて出て載けなかった方が大半である。 しかし、仕事に対する熱意 と学問的探究心の旺盛 さが、

意義深い調査を遂行 し、多大の成果をあげる結果となった。その 1地区・その 2地区の発掘調査協力者は

次のとおりである。   (五 十音順 )
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赤沼 きぬ子

岡田 篤子

笠原 勘治

甲賀 月券雄

清水 史夫

関  喜子

中島  きみ

原   トメ

平林 定義

藤森 栄一

藤森 良枝

宮坂 庄平

毛利 長子

矢島 健二

山崎みつ子

西沢喜美子

赤羽 しげえ

大森 春子

参沢 敦彦

中谷あき子

宮沢 さだえ

山口千代子

有賀二三子

荻原小夜子

笠原 一美

小島  操

下田なつ実

武井ス ミエ

永井  和三ト

平出 林子
ノ

平林 光昭

藤森 清久

藤森 繁雄

宮坂みさ子

毛利 光政

矢島 宏雄

山本 佳子

保坂 四郎

赤羽ちかえ

小笠原礼次

佐久間きくえ

中谷美代子

宮沢 善広

若尾 さと子

有賀 仲人

小口 久輝

金子 哲治

小林扶左枝

白鳥   誠

高林  均

長峰  ウタ

平出 芳郎

平林 久木

藤森 ミツ子

古り|1斗美夫

宮沢 隆義

両角 忠幸

矢島 さだ子

わ斤本寸  不J劇饉

細田 敦子

赤羽みやの

小沢みつ る

城倉けさみ

仁科  うめ

両角 康雄

伊藤 倭男

小坂 真夕

金子 修吉

/Jヽ林  環

白石 明子

高林 重水

花岡 恭子

平林 非6造

平林 きし子

藤森平右衛門

古畑 順子

宮下 勝子

森山 久夫

柳沢 典夫

わ斤オ寸  禾日女子

丸山 優子

旬受里予  ヤTE日

春 日かよ子

竹淵 うけ子

根橋 倉子

栞栞里予    勇

伊藤美智子

/Jヽ沢  タイ

小泉いそ子

/Jヽ林      上

鈴木御恵子

田中 隆彦

原  富子

平林  中子

平林 清人

藤森  てる

増沢 光義

宮本 康雄

矢ケ崎弥太郎

柳沢なかえ

新村 とよせ

板倉たせ子

金子まつ代

竹淵ちか子

松沢つね子

山内志賀子

伊藤 清香
/Jヽ里予塚信雄

小泉ふ じ子

小松 大三

関 ツルギ

田中 文六

原  お志ん

平林 和一

平林登喜子

藤森  泉

松見 こと

宮本 敏男

矢崎つな子

矢花 民次

新保 典子

牛山和歌子

桐原喜代子

茅里予かつえ

丸山 幸子

山山奇とくゑ

岩波やよい

笠原 重幸

小泉 松平

小松  貞男

関  雅一

田中 惇子

原  ヨシ子

平林 忠利

平林 和子

藤森 幸子

丸茂 幸武

向山 利見

矢島 槙郎

矢花 保朗

西沢光之輔

大槻 浅男

桑沢 初子

戸田 幸女

丸山 雅子

山崎 もも子

3) 現地指導・視察者

諏訪工事事務所所長・同副所長・同庶務課長・同工事課係

県文化課課長補佐・同文化係長・同文化財係長・同文化財担当指導主事・伊那教育事

務所所長・同総務課長 0同文化財担当主事・調査会伊那事務所事務員

教育委員長・教育長・社会教育課長・社会教育係長・文化財担当係・市文化財専問審

議委員

一志茂樹・故藤森栄一・金井喜久一郎 0米山一政・原嘉藤・向山雅重・佐藤 甦信・友

野良一・樋口昇一・岩野見司・河西清光・武藤雄六・宮坂光昭・神村透・本田秀明・

佐藤攻・矢口忠良・会田進・国学院大学城郭石汗究会

湖南公民館・豊科高校地歴班・諏訪二葉高校地歴班・地元諏訪市住民の皆 さん多数。

日本道路公団

県教委事務局

諏 訪 市 当 局

者石汗 究

他
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3 発掘調査の方法

中央道用地内の遺跡発掘調査は,工事により破壊 される遺跡 を事前に記録保存することを目的 とした緊

急発掘である。そのため、本調査は用地内にどのような時期の遺構・遺物が あるかをさぐり、それを報告

書としてまとめることが目的 となる。当然のことながら発掘調査は中央道用地内に限定 される。

遺跡の範囲・時期は分布調査 によリー応確認 されている。その遺跡の中において、中央道がいかなる部

分を通過するかによって 4区分 し、遺跡名の略記号の末尾にそれを付 した。 A―遺跡の項部が中央道 にか

かるもの、 B―遺跡の中央部を中央道が横切 るもの、 C―遺跡の先端部に中央道がかかるもの、 D―遺跡

の全面が中央道にかかるものの 4区分がそれである。用地内の遺跡は全面にグリットを設定するのを原則

として、小 さな遺跡や、やむを得ない遺跡は適当に トレンチを入れることにした。グリットの設定は、 2

m間 隔の基準方眼を設定 し、中央道の幅員方向に01～ 99の 2桁の数字 を用い、名古屋方面から東京方面に

向って立ったとき、左から右へ01～ 99と 数 える。但 し、中央道のセ ンターラ
‐
イン (20mお きにセ ンター杭

が打たれている)は 50と する。この幅員方向に直交する長軸方向にA～ Yの 25字のアルフラベ ットを用い、

セ ンター杭の うちの遺跡内で最も名古屋よりを基点 として東京方面へ A・ B・ C……とする。 A～ Yの 25

字で50mを おさえ、その範囲を地区とし、A地区… B地区… C地区……と表示する。これによって、25地

区1250mがとれる。だからそれぞれのグリット地点は「SHJC A C55」 の如 く表示で きる。 これは、

Sが諏訪地区、 H」 が本城遺跡、Cが遺跡の先端部に中央道がかかる、AがA地区、 C55がそのグリッ ト

地点 をさし、本城遺跡のA地区 C55地点を意味することになる。このようにグリットを設定 してから、適

宜それを発掘 し、遺構が確認 されるとその周辺 を拡張する方針 をとった。

調査中の記録としては、「調査 日誌」「発掘グリット図」「遺構 カー ド」「住居址調査 カー ド」等を使

用 した。また、発掘調査及びその結果について調査協力者に理解 して貰 うべ く、毎日r作業終 了後 ミィーテ

ングの時 111を とり、さらに、調査員の努力によって「調査週報」を発刊 して、相互の理解を高めた。

なお、こまかな調査方法については、「長野県中央道埋蔵文化財発掘調査指針」という小冊子 にまとめ、

それをもとにして調査 を進めている。

(岡  田 )
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の訪Ⅱ

諏訪市の環境

『諏訪市は、長野県のほぼ中央 に位置 し、諏訪湖の東南一帯に接 して南北に長 く、中央部 は平坦で諏訪平

の大部分を占めている。東北は霧ケ峯一帯の諸山となって起伏 し、小県郡 に達 している。南は上伊那 と境

し、西は諏訪湖をへだてて岡谷市を望み、西北は下諏訪町、東南は茅野市と隣接 している。

平坦地の東方丘陵に接する湖畔一帯は多量の温泉が湧出 し、平坦地の中央は上川、宮川の諸川が南から

貫入 して諏訪湖に注 ぎ、流域は地味肥沃で農耕に適 している。湖畔水田中からは天然ガスが湧出し、湖周

一帯では漁業 も盛んである。東に広がる丘陵は霧ケ峯、蓼の海があり、天与の景勝 に恵まれて八ケ岳中信

高原国定公園に指定 され、四季を通 じて観光客が絶 えず、東方山地からは建築用材として需要の多い鉄平

石 (輝石安山岩 )を産出 している。』と、市政30周 年記念諏訪市勢要覧に書かれている。面積や く 104,8師
｀

東西や く14.7km,南北 19.5kmの地域で人口は昭和45年現在48,125人 を数 える

市内の行政区域は上諏訪・豊田・四賀・中洲・湖南の各地区に区分 されている。諏訪市のおいたちにつ

いては、「諏訪市勢要覧」に詳 しいが概略はつ ぎのとおりである。諏訪は、洲羽・洲輪 0須波・諏方 など

と書かれた時代もある。その昔、諏訪明神 (建御名方命 )が出雲から入御 して以来永 くその子孫によって

治められたと伝 えられ、鎌倉時代には弓馬にす ぐれた諏訪武士の名も高 く、戦国時代 においては、領主諏

訪頼忠が武田信玄に謀殺 され、その後40年にわたって武田氏の支配下にあった。その後織田氏 に領せ られ

たが、信長の死後諏訪氏の領に復 したが、やがて諏訪氏は上総国に移封され、豊臣秀吉の臣日根野織部正

高吉により統治された。高吉は諏訪湖中の小島 を選び、浮城 として名も高 く、天然の要塞 を誇 る高島城を

築いている。昭和45年 に復興された高島城がそれである。その後 (慶長年間)諏訪氏が再び旧領に帰 り、

明治維新まで続いている。

明治 2年版籍奉還 により高島県となり、明治 4年筑摩県に編入 された。明治 7年城下の下桑原・小和田

・大和の 3ケ村を併せて上諏訪村とし、明治24年に田丁制を施行 している。その後、昭和 16年 8月 には豊田

・四賀の両村 と合併 して諏訪市が誕生 し、さらに昭和30年 4月 には、隣接村中洲・湖南両村を合併 して現

在に至っている。

中央 自動車道は、諏訪湖の西側岡谷市小坂地区から諏訪市有賀 :北真志野 0南真志野・大熊地区の山麓

を横切 り、神宮寺手前から中洲の平坦地 を通 り、茅野市へ抜けているので、諏訪湖 と湖西・湖南地域の地

形について概観することにする。

諏訪盆地は北束の霧ケ峯・八ケ岳火山群 と、西南の守屋・入笠山地 (赤石山脈の北端 )に はさまれた紡

錘形の盆地で、その東翼の塩尻峠付近から岡谷市長地山地・下諏訪町高木・諏訪市大和 0茅野市永明寺山
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に続 く断層線 と、西翼の塩尻峠付近から岡谷市間下 0花岡・小坂 を経て諏訪市有賀、真志野の山地帯から

守屋・入笠山地の東斜面・釜無山脈へ と続 く断層線の二つの構造線で載 られてその中間が陥没 し、両側の

山地が隆起 してで きた地溝帯で形成 されたものである。これは糸魚川から安曇平―松本盆地―諏訪盆地一

甲府盆地―富士川一駿河湾へと続 く中央大地溝帯 (フ ォッサ・マグナ )の一部である。この大地溝帯は大断

層運動で生 じたもので、その西部の飛騨山脈や赤石山脈の東面には大断層崖 が存在 している。 これは幾度

かの断層運動によってその前面の盆地 との間に所によっては2000mに も及ぶ比高を生 じている。諏訪盆地

はこの大地溝帯の中央 に位置 し、この盆地の北西低地 に水をたたえたものが諏訪湖である。

諏訪湖は現在東西に長径 5。 55km、 南北 に短径2.83kmの 長方形状の湖面を示 している。古 くから諏訪の住

民 と深い関係 を持 ち、豊富な魚類や天然氷を供給 し、又重要な水上交通路 ともなっている。その反面対岸

を結ぶ陸路には大 きな障害にもなっている。湖面の大 きさは時 と共に変 り、その水位 も常に変化 している6

周囲の山地から押 し出す土砂や諸河り||か ら流出する堆積物で次第に表面積は縮少の傾向を示 しているが、

諏訪の受水区域の51.2面 に降った水の約60%内 外は湖に流入するとあって、降水量の多少によって、その

水位が大 きく左右 されることにもなっている。

諏訪湖 と、その東南に続 く低湿地 に東面する湖西・湖南地域は、比高300～ 500mの 断層崖 によって湖又

は低湿地 に接 している。この断層崖は、釜無山断層崖 と呼ばれるもので、塩尻峠東麓から諏訪湖西岸・茅

野市を経て富士見町狭陰南部に至る延長や く30kmに及ぶ断層崖である。この断層は逆断層でで きたもので、

崖面には山脚を切 る凹地 と、山脚上の小丘 とが列状に並んでいる。断層崖の基部 には小 さい沢から崩れ落

ちた岩砂が堆積 していくつ もの崖錐が作 られ、そこの崖錐面に列状に集落が形成 されている。峠の沢によ

る有賀、中沢川による北真志野、野明沢川 0砥沢川による南真志野、小田井川 0唐沢川・権現沢川による

大熊の集落はその好例である。湖岸から東 にかけて盆地内低湿平坦地 も上流に行けばいくほど古い集落が

集村状に形成 されていて。小川・文出・田辺・下金子・中金子・中洲等である。

有賀峠・真志野峠・杖突峠を越えて伊那地方を結ぶ陸路も古 くから開かれ、とくに有賀峠越 えの諏訪辰

野線は、屈曲の多い峠路ではあるが、辰野へ抜ける最短コースとして自動車の通行量は多い。これらの峠

路は伊那イ員Jに ゆるやかで、諏訪イ貝」には極端に急な片側峠の形態を見るにつ け、諏訪側の断層崖の急峻さを

うかがい知 ることがで きよう。これらの山脚から北にイ申びる丘陵性の台地が並列 し、殆んどがその先端部

が急崖 となって湖盆低地に接 している。この丘陵上にのぼると、諏訪湖 と湖盆低地が一望 に入 り、東方に

は八ケ岳 とその広大な裾野が、北 に霧ケ峯の連峰が雄姿を見せ一幅の絵である。眼下に広ける低湿地は、

沖積平地で、現在なお諏訪の穀倉地帯であるが、近年工場、諸庁舎、住宅の進出がめざましく、大 きな変

遷の気配 を示 している。諏訪地方の寒気は厳 しいが、湖西・湖南地域は一般に西山地域 と呼ばれ、日照時

間が短 く、俗 に「半 日村」の異称 さえ聞 く所である。

中央 自動車道は断層崖の先端、山脚から伸びる丘陵やその両翼に形成 される崖錐状の小扇冽大地や小河り||

によって深 く浸食された沢を横切 りながら、西から東へ通過することになっているが、急傾斜地で しかも

基盤の不安定 さもあって難工が予想される所 とも言われている。

参考文献

上伊那郡誌編纂会編  「上伊那誌  自然編」

岡谷市史編纂会編   「岡谷史」 上巻
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諏訪湖西・湖南地区の遺跡

諏訪地方は、全国的に見ても遺跡の濃厚 な所 として知 られている。とくに著名な遺跡は東方八ケ岳山麓

に広 く分布 している。諏訪市の場合は、地形的に見て湖盆平地の外郭縁、地溝帯両翼の断層崖下の小丘陵

や崖錐状の小扇イ犬地 に立地 し、列状に分布 している。湖盆地帯の沖積地にも数力所の遺跡 が分布 している

に過 ぎないが、近年建築工事等において 3m以上 も深い所から遺物の発見が報告 されていることから、今

後新発見の遺跡 もあろうかと予想 されている。

湖西 0湖南地区は湖北地区に比較すると過去 における考古学調査の少ない地域で、中央道通過 に伴い年

々調査が進んで きている。 しかし、有賀峠や真志野峠其の他の峠の開発は古 く、また諏訪神社上社にまつ

わる遺跡の多い所である。峠について文献記載のものとしては、中世の頃諏訪神社上社の大御立座神事 に

おいて、神使が外県の地へ巡行に行 く折に用いられており、古代については確たる証拠資料はないが有賀

峠項上の石塚、東麓有賀地区の石製模造品や有孔玉器等注目すべ きものもあり、古道通過地の解明もほど

遠 くはなさそうであろう。諏訪湖盆周辺 には中世の山城の存在が多く、30余ある。地形的 に見て当然とは

いいながら標高900m内 外の丘陵上に直線的に分布 しているのも興味深い。諏訪市湖南地域では、有賀城跡

・真志野城跡・大熊城跡侶η・新城城跡Ga・ 武居城跡にD等が並び、今回の発掘調査 (中央道用地内と諏訪市

による)に よって、大熊城跡の諸郭の解明等は貴重な資料となろう。古 くから諏訪神氏は諏訪大社 との結

びつ きが強 く、領主は幼時 にして大祝 として神 に仕 え、年長 じて諏訪の棟梁となって政治 を司るしくみと

いう。 しかし、年と共に幾多の変遷はあったものの、時には棟梁家の上社大祝が神宮寺ネ申殿辺に、その両

翼の守 りとして安国寺干沢城・神宮寺片山城・大熊城を、向いの固めを上原城 (46)・ 桑原城 (55)と し

た如 く関連的な城址群であろう。その周辺 に館址 も存在 し中世遺物の出土地 も多い。

古墳の築造 を見ると、有賀地区に久保塚 (7)0清 水古墳 (12)・ 北真志野地区に小丸山古墳 (13)の

ほか北山の神 (15),有 賀塚屋 (17)・ 山姥塚 (19)、 南真志野地区に真弓塚 (22)、 大熊地区に双子塚

(31)・ 片山 (34)・ フネ (36)等 が山脚の小丘陵や崖下の崖錐面に立地 し、その分布密度は少なくない。

弥生時代の遺跡は総体的には少ないが、今回の中央道用地内の発掘調査 による本城 (18)・ 荒神山遺跡

(29)か ら中・後期の相当量の土器片と何基かの住居址の発見を見ているので、既発見の遺跡 (30250

28043)と 共に今後 に期待 されるであろう。

縄文時代の遺跡は最も多く、その分布も濃厚である。今回の発掘調査 によって確認 された本城・荒神山

遺跡 においては、早期から晩期にいたる各期各様の遺物の発見と、極めて複雑な遺構の重複が確認 された

ように所によって大複合遺跡の埋蔵も予想 される地域 もあろう。

後載の遺跡一覧表 と、数力所の発掘調査の結果から見て、主たる遺跡は各期の遺物の出土から見て複合

的遺跡の存在が多く、諏訪神社上社にまっわる特殊遺跡や諏訪神氏や他の豪族に関連する申世遺構の存在

される地域 と考えられよう。 (諏訪市の遺跡分布図と遺跡一覧表について諏訪考古学研究所中村龍雄・宮

坂光昭氏のご教示により作成・作図 したものである。 )
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諏 訪 市 都 市 計 画

第1図 諏訪市中央部遺跡分布図 (1:50000)
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跡江退

査

水

Ⅲ 調

?青

位  置

遺跡は諏訪市豊田有賀小字清水3498番地 を中心 とした地域にある (図 2、 写 1の 1)。 諏訪湖の南方有

賀峠の入 []に あたる江音寺から東方約 300mの 傾斜地 にあり、山寄 り50m地メ|、1か ら急峻な山になっている。

東方には′馬鈴・直刀・小札など多量の遺物が出土 した小丸山古墳が横たわり、西方の江音寺を中心 とした

一帯は女帝垣外遺跡 と呼称 され、縄文時代中期から中此にかけての土器片が表採 され、本遺跡 と関連深い

ことが推定 されている。北方には清水遺跡の中心部があり、その地 目は宅地 と桑畑で、標高 750～ 815m

である。分布 :り :¶査の際、縄文時代中期土器片、平安時代の土錘片、中世の内耳破片などを表採 し注目され

たが、中央道は本遺跡の山寄 り、遺跡の項部を東西に通過する。

調査はセ ンター杭 112+00を 基点AAと し、東西AH～ BTま で、それに直交する南北に50～ 59ま でグ

リットを設定 し調査 を実施 した。遺跡は南西から北東へ緩傾斜 しているため、地 |」 Jま での上層は南西が薄

く北西が厚い。その層庁は耕作土、黒色土、ローム層 となっており、第 2層 は礫混在層であると同時 に遺

物包含層でもある。第 1層 から第 3層直上までの厚 さは40～ 70cmで、黒色土層は20～ 50cmの 厚 さで堆積 し

ている。

遺 物

調査の結果、遺構は確認 されず遺物の出土量 もわずかであった。本遺跡の遺物包含層は礫混在黒色土で

あり、その遺物は土器と土製品である。土器は縄文時代前期土器片 2点、中期土器片 3点、平安時代須恵

器甕形土器片 2点、中世内耳破片 3点でいずれも磨滅 している。土製I]は平安時代の土錘破片 2点 と時代

不詳の土錘 1点 (図 2)が ある。

まとめ

本遺跡は中央道用地外宅地周辺部にその中心があり、本調査では遺構の検出はなく、遺物 も少量であっ

た。調査前には、その東方に小丸山古墳があり、西方には女帝垣外遺跡、十二の后遺跡があることから、

2)

3)
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一連の遺跡群 として、場合によっては住居址等の検出も可能かと思われたが、山に近接し日当 りが悪 く、

やや凹地である等の地形的悪条件から期待に反 した結果になった。 しかし、遺物の出土量はわずかであっ

たが、比較的平安時代から中世 にかけての遺物が散布する地籍だけに、清水遺跡及び女帝垣外遺跡は諏訪

地方の古代史及び中世史を考察する上で注意すべ き内容を保持 していると言えよう。特 に女帝垣外遺跡は

その地名や伝承等から推 して、今後の調査 に期待が寄せ られる遺跡である。

ともかく、中央道は遺跡の中心 をはずれた項部を通過す るだけに遺跡破壊の非難をこの地籍 においては

まぬがれたことになる。この周辺 を開発する場合においては、用地外諏訪湖寄 りを特 に注意する必要があ

ろう。 (三  浦 )

0 5cm

=

第 2図 清水遺跡地形図 (1:2000)及 び遺物 (1:2)
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/Jヽ 墳

1)位 置

小丸山古墳は諏訪湖盆西を画する山麓に営 なまれた円墳である (図 3、 写 2の 5～ 7)。 標高は墳丘項

部で 822m、 諏訪湖面との比高差63mを 計る。微地形についていうならば、有賀峠から下 り来たって くる

と右側に江音寺があり、それとほぼ同 じ位置で南へ 400m離 れた舌イ犬台地の先端に立地 している。古墳は

円墳ではあるが単独墳で、古墳からの眺望はすこぶる良い。すなわち、眼下に諏訪湖が見え、それに接 し

て諏訪市湖南の水田が広がる。その中には一条に文出の部落がのび、さらに山裾 には上諏訪から桑原にか

けての集落が遠 くかすんで見えている。

2) 過去に於ける調査

本墳は、規模の大 きい単独墳であるため早 くから村人により崇敬の対象にされてきた。江戸時代後半よ

り平林氏が墳丘上に八幡の御堂を築造 し守護神 とした (写 2の 3・ 4)。 明治維新の折、ある人が墳丘 を

開墾 し石材を採掘 した。平林氏は大変驚 ろき直ちに開墾地 を購入 した。大正 8年 3月 、八幡社の石垣修理

のための石材を墳丘に求めた。この際、多量の遺物が出土 し、その一部は東京国立博物館 に収蔵 され、他

は平林氏が保管 して現在に到っている。その後、大正15年 11月 再び社殿修築の際、大石の下より鈴 3個・

直刀三振 を見出 した。これも現在平林氏が保管 している。

このように、注目されていた古墳であるだけに関係報文も多く、代表的なものとして鳥居龍蔵氏の『諏

訪史第一巻』、両角守一氏の「小丸山古墳出土の鈴について」 (『信濃考古学会誌』 1の 3)、 藤森栄一

氏の「考古学上よりみたる古墳墓立地の観方」 (『考古学』10の 1)が ある。

3)古 墳の築造

前述 したように、本墳は山麓舌イ犬台地の先端に営 なまれている。その台地方向はおよそN20Eで 、北か

ら仰 ぐと高さ15m、 真西からでも4mは ある。土貢丘の大 きさは、理馴犬台地上の
`棄

造であるだけに貧神由径60

m、 短中由径35m乞 :十 る。もっとも人工をもって築いた規模はそれよりはるかに小 さいが、後述する周溝が

台地下方をめぐっていることから、築造者は台地全f本を墳墓として設計 したことが推察 される (図 4の 1)。

実際に土を盛ったのは現在八幡社の境内を示す石垣の範囲内であっただろう。その規模は15× 20mほ どで

ある。平林氏の祀った八幡社は南西隅にあり、その横に樹齢65年 のサワラと20年のケヤキが植 えられてお

古山丸2
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り、また数個の盗掘孔・炭焼 き穴が石室近 くに穿たれていた。

内部主体が横穴式石室であることは大正 8年の発掘ですでに判明 していた。また、石室の規模の大 きい

ことも八幡社の磐石や石垣中の平石から推定 されていた。 さらに、天丼石がすでに欠失 してぃることも想

像で きた。発掘の結果はまさにそのとおりで、向かって左側の側壁石は 1個 もなく、右側のそれも最下の

一列が 4個 あるのみであった。石の抜かれた痕跡 をたどって主軸方向 N56W、 長 さ8m、 巾 2mの無袖式
であることだけがわかった。石室の床面はロームであり、敷石などの痕跡はなかった。羨門前万部につい

て精査 したが、この部分は舌状台地東側の急斜面で後世の攪舌Lが著 しく、特別な痕跡 を見出すことはなか

つた (図 4の 2、 写 3の 8～ 12)。 周溝は多分に形式的なものではあった が一条めぐっていた。墳丘外に

放身わ1犬に トレンチを設けたところ、舌状台地下西方の火田地内に巾1.2m、 深 さ0.6mの レンズ状の落ち込みを

確認 した (図 5)。 南側は舌状台地の基部で平坦面が続いていたが、ここにも巾 3.9m、 深 さ 0.7mの 溝

を検出 した。東側については不明である。溝中には黒土が堆積 していただけで特別な遺物 などの発見はな

かった。

墳丘は台地上に若干の土盛をしただけのものであるが、北 に一本 トレンチを設定 した結果によると少な

くとも 1ケ所に段が造 られていた。それ以外に葺石や埴輪列は見られなかった。

出土遺物

今 1朝の発掘調査で出土 した遺物 についてのみふれ、既出遺物については説明を省略する。出土遺物は玉

類・鉄鏃・馬具・桂甲小札及び土器片がある。いずれも破壊攪乱された土層内から出土 したもので、その

出土地点が原位置とは言いがたいものばかりである。

ア 玉類  (図 7の 10～ 18、 写 4の 13)

4)

ガラス臼玉17点 がある。色はコバル トブルーで、

みかん玉で、縦に丸味をもった八稜が走っている。

の小孔が穿たれている。

大 きなものは径 1.2cmで ある (11～ 17)310は 銀製の

径 l cmを l:十 る。18は 砂岩質の小片で、一端に両えぐり

イ 鋼 激 (図 6の 1～ 9、 写 4の 14)

ウ 馬具  (図 7の 1～ 6、 写 4の 15)

1～ 3は辻金具破片で、 1は径 1.8cmの 円孔外に4つ の枝を出している。それぞれの枝 には 3つ の鋲が

打たれ、それに接 して巾 2 mmの ベル トがしめられている。 2も 同様の破片でこの枝を押える巾狭いベル ト
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には銀箔が施 こされている。 5は東京国立博物館収蔵品例から辻金具に付随するものであろう。 3は カー

ブの )1犬態から異質のものと思われるが、便宜上併せて図示 しておく。 4は ,交具破片で 4つ の鋲が打たれ裏

面には有機質の銹着が見られる。                         l

工 す圭甲JttL (図 6の 10～ 23、 写 4の 16)

800点近 くが発見されている。大正 8年の発掘において鉄片約 1貫 目を箱に納め、再び石室内に埋納 じ

たとの :i己録があるが、そのとおりに 688点が一括出土 した。その外にも 100点 近 くが発見された。小本しは

一端がわずかに丸い巾 2.5cm、 長 さ 8 cm、 厚 さ3 mm程度のもので、中辺両側に 2孔 ない し3孔、丸味 を持

つ先端両側に 2孔づつ穿たれている。大部分は単片となっていたが、中には二重ねの ,1犬態をとるものがあ

る。なお、23は巾4 cmで あるいはオ圭甲小札以外のものかも知れない。

オ 不明鉄製品片  (図 7の 7～ 9)

性格不明の鉄製 IIIi 3片 が出土 している。

力 土器  (図‖の 4～ 15)

マウンド内攪舌L層 より出土 した土器で、いずれ

も破片である。須恵器と土師器がある。

まとめ

本古墳の既出遺物については、藤森栄一氏の論

考中に一部図示 してあるが改めて掲図する。輪鐙

(図 7の 19020、 写 5の 20・ 21)は 全国的に見て

も僅少なもので、轡・杏葉・菱形留金具・辻金具

及び鍼具 (図 8、 写 5の 17～ 19)と 共に東京国立

博物館の好意により実測 させて戴いた。また、直

刀をはじめとする既出遺物 (図 9010011の 1～
第 3図 小丸山古墳地形図 (1:2000)

3)は、平林牧の平林氏所蔵品を宮坂光昭氏が実測 したものを、氏の好意により戴いた。 さらに、馬鈴 3

点 (図 10の 14～ 16、 写 6)は今回実測 したものである。あわせて感謝の意を表 したい。

本古墳の時期及び諏訪盆地 における意義については、すでに先学諸氏が述べ られている。今回の調査結

果はその考察の正 しさを裏付けるものであった。ちなみに、築造時期については 7世糸己初頭 とするのが妥

5)

当であろう。
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小丸山古墳地形図及び石室実測図
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B

I褐色土層
Ⅱ ローム混在褐色土層

Ⅲ 黒色土

Ⅳ ローム混茶褐色土層

V黒 褐色土層L
Ⅵ ローム混在粘質褐色土層

Ⅶ ローム混在砂質褐色土層

Ⅷ 砂礫混在黒色土層
Ⅸ ローム援括L層

xロ ーム層

D

Ⅲ x

O    m

第 5図 小丸山古墳墳丘土層図(11160)
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第 6図  小丸山古墳出土鉄製」l(1:2)

2i

0              5cm

(1～ 23本調査出土)
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23
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第 8図 小丸山古墳出土鉄製品 (1:2)
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第 9図 小丸山古墳出土鉄製品 (1:6)
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5

2

第10図  小丸山古墳出土鉄製品 (1:2)(1～ 19平林氏蔵)
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10               5icm

0                     10cm

第11図 小丸山古墳出土鉄製品及び土器 (1
(1～ 3
:3,但 し 1～ 3 1:2)
平林氏蔵 ,4～ 15 本調査出土)
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林

1)位 置

,遺跡は諏訪市豊田有賀小字平林にある (図 12の 1、 写 1の 2)。 本遺跡は小丸山古墳の南方にひろがるテ

ラスで、ゴL東方向に流下する中沢川に面した緩傾斜地に立地する。遺跡のゴL東 には縄文時代後期の遺跡とし

て著名な大安寺遺跡があり、中沢川の東方台地上には縄文時代から中世にかけての遺物が散布する本城遺

跡が指呼の間にある。本遺跡はこの両者中、特に前者の遺跡との関連性が注目される地域であり、先ず表

採を試みたが遺物は皆無であった。このため、中央道用地内での全面グリット発掘方式は止め、任意な地

点に出来るだけ多くのグリットを設定することに決め、調査を実施 したのである。

調査はセンター杭 115+00を基点にし、中沢川の西側まで、幅は用地内全域を対象としてグリットを35

ケ所設定 し調査を行なった。本遺跡の層序は、耕作土 (黒褐色土)下に砂礫混入褐色土が20～ 50cmあ り、

その下層にローム層が堆積する。上層よリローム層までは40～ 120 cmと 、地籍によりその深さは異なるが

中沢川の氾濫の影響を受けており、一部黒色土の堆積も認められ、砂礫が比較的多くみらIれ る。

2)遺  物

調査の結果、遺構は確認されず遺物の出土量も非常に少なかった。本遺跡の遺物包含層は砂礫混入褐色

土であり、出土遺物は土器と右器のみである。土器は縄文時代中期の破片 4点のみで、うち 1点 (図 12の

2)を除き他は磨滅 した曽利期の土器片である。石器は子L房状石斧 1点 と打製石鏃 1点である。(図 12の 2)。

以上の遺物はいずれも用地内山寄りに点在して出土したものである。

3)ま とめ

本遺跡はその中心が山寄 りにあると言 うものの、中央道用地の下方に大安寺遺跡があることから、一応

の期待をもって調査 に臨んだのであるが、結果は最初の予想通 り、遺構はなく遺物 も数点 しか発見されな

かった。これは用地内の層序 とその砂礫の分布状況 から、中沢川の氾濫原であることが理解で き、磨滅 し

た土器片等はそれを如1実 に物語るものと言えよう。中沢川の東岸台地上の本城遺跡の住居址検出状況から

みて、山寄 りは遺物 も比較的 多く散布すること、及び飲料水が容易に得 られることを考慮すれば、海抜 8

35m以上の中央道用地外山寄 りにその中心があるものと想定 されるのである。

跡遺平

―-41-一
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1.平林遺跡地形図 (1:2000)

莉

嚇

2.平 林遺跡出:土遺物 (1:3)

第12図 平林遺跡地形図及び出土遺物

一-42-一



跡遺城本4

位 置

遺跡は諏訪市豊田北真志野本城7568番地を中心 とした地籍 にある (図 13の 1、 写 7の 25)。 本遺跡は平

林遺跡の東側台地 に立地 し、両遺跡の境界をなす中沢川が北流 して途中より深い谷を作っている。北側 と

東側は急傾斜 になり、南側は尾根状の幅の狭い緩傾斜で、西側が山寄 りの平坦地から中沢川への急激 な傾

斜をもつ舌状台地 となる。この台地は北東に緩い傾斜を持つ海抜 835～ 845mの 桑畑 となっている。表面

採集では、台地全体 より縄文式土器・弥生式土器・土師器・須恵器及び中世陶器片が得 られた。中央道は

この台地の先端部 を西から東へ横切 る。

調査はセ ンター杭 117+80を 基点AAと し、東西AAか らCYま で、それに直交する南北 に40～ 75ま で

グリットを設定 した。この うち今回は第一次調査 として、A地区上段の西側、幅杭 118+20ま での約 250

ぽ を中心におこなった。今回検出された遺構は全てこの範囲内のものである。本遺跡の層序は耕作土・黒

色土・褐色土・ローム層 となり、ローム層までは各20cmの厚 さで堆積 し、遺構は褐色土を切ってローム層

中に検出されている。

遺構 と遺物

今回の調査で検出された遺構は住居址 17軒、土渡35基、配石址 1で ある。(図 13の 2、 写 7の 26)。 遺構

は複雑 に切合っており、 しかも耕作による攪舌Lも あり、確実に遺物がおさえられたのは平安時代の住居址

2軒 (4号・12号住居址 )と 縄文時代中期の住居址 5軒 (2号 03号 05号 08号・11号住居址 )の みで

あった。また、土渡は中央部の台地項部付近に集中 しており、住居址よりも古い時期のものが多い。遺物

で特記すべ きは、押型文土器片が発見されていることである。

詳糸田については第二次調査分 と一括 して報告するため、ここでは省略 しておきたい。

まとめ

本城遺跡の第一次調査では、住居址 17軒、土渡35基,配石址 1が検出されたが、用地内全体の面積から

すれば稀少であり、それだけに二次調査が期待 されるところである。それはともかく、今回の調査は調査

部分の うち上段西寄 りのほんの一部分 を調査 したにす ぎないが、遺構の最も集中 している箇所を調査 した

ものと考えられる。15軒の縄文時代中期の住居址は他の遺跡 と比較 した場合、埋甕を有する住居址が一軒

2)

3)
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もない事に注目された。また、他の 2軒は平安時代の住居址 と推定 されたが、方形であることが確認 され

たのみで、遺物 も少なく詳細は不明である。土墳は35基の うち、 1基は平安時代のものと推定 されるが、

1他は全て縄文時代の土渡である。土渡は住居址よりも古いものが多くみられた。前述 したように、今回
の

1調査区東端部分より押型文土器片が出土 して居 り、次回の調査で何 らかの遺構が検出
されることが期待で

きそうである。

本城の地名については、伝承及びその地形のあり方からみて、中世の山城 として
の性格を考えさせるも

のがあるが、本調査の結果では青磁片 1点 が目下の資料であり、断定はで きかねる。

いずれにしても、遺物の散布状況から推測すれば、用地外をも含めた本遺跡は、縄文時代から中世に至

る複合遺跡であり、今後、この周辺の開発には充分に注意する必要があろう。なお、遺跡の性格から多少

用地外の調査を余儀なくさせられたが、快く調査を承諾して戴いた地主の方々に厚く御礼申し上げたい。

(郷 道 )

幅杭

118+01% 配石址１
ぎ
も
、

2。 遺構全体図 (1:400)

1.本城遺跡地形図 (1:2000)

第13図  本城遺跡地形図・遺構全体図
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山 ゴL

1)位 置

遺跡は諏訪市大字豊田字南真志野 にある (図 14、 写 8の 27)。 諏訪湖の南いわゆる西山地区の山麓から

流出する野明沢川 と南沢川 とにはさまれたやや急傾斜な台地である。分布調査の際、縄文時代中期の土器

片が少量ではあるが採集 されている。地 目は桑畑 と野菜畑である。

中央道は本遺跡の頂部、台地の基部からその背後 にせまる山麓にかけてのかなり急 な東向 き傾斜面、換

言すれば、セ ンター杭 128+20～ 128+60ま で、標高 837m～ 845mの 間を通過する。
調査は地形的状況から、傾斜の方向と平行に 1本、垂直に 3本の トレンチを設定 して実施 した。地層は
いずれの トレ

・ンチにおいても同様で、赤褐色砂礫層の上に約30cmの砂礫混在黒褐色土 (耕作土)層の堆積
が見 られた。

2)ま とめ

調査の結果、中央道用地内では遺構は検出され

ず、また遺物 も全 く採集 されなかった。用地内及

び用地外東方の標高 825mの 台地上について改め

て分布調査 を試みたが、黒曜石の破片 2点 を得た

のみである。当初の分布調査 においても採集 され

た遺物の少なかったことを考え合わせると、本遺

跡 より上方の標高 855m付近の平坦地 に遺跡の存

在が推測 され、そこから雨水などにより小破片が

流出 したものと考えられる。

いずれにしても、中央道が遺跡を破壊 しないわ

けであり、本遺跡の場合に限っては幸いであった。

金山ゴL遺跡はその中心が用地外 810“ 付近 にある

ものと推定 される。

(唐 木 )

第14図  金山北遺跡地形図 (1:2000)

跡遺金
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6 跡遺山城

位  置

遺跡 は諏訪市湖南字南大熊2674～2677番地にある(図 15の 1、 写 8の 28)。 東側 には三 日月状の形態 を有

する大態城址があり、その尾根が本遺跡 をとり囲む形 となっているため、三方ふ さがりの凹地である。凹

地は一時期、畑から水田になり、また後 に畑 となつている。凹地中央には良質の湧水がみられ、梅雨時に

は湿地帯 となることもあるため、ガニ水道 (暗渠排水路 )がつ くられている。遺跡 は小範囲の凹地である

が、 それをとりまく尾根 は、大熊城址 に関連すると思われる遺構のため、地形が人為的に変 えられている。

過去の分布調査では、縄文・弥生・土師器・灰釉陶器の破片が多量 に表採 されている。中央道は、西側の

尾根から凹地 を通 り東側の大熊城址を横断する。遺跡の標高は 800か ら 810mで ある。

調査はセ ンター杭 136+20を基点AAと し東西にAF～ CQま で、それに直交する南北方向に40～ 60ま

でグリットを設定 して実施 した。本遺跡の層序はA地区尾根部から凹地への中段部は、耕作土・黒色礫混

在層・黄褐色角礫層 (地山)で ある。凹地は耕作土・黒色土・褐色± 0黒色土・ローム層である。凹地は

ローム層まで 1～ 2.5mの 深 さで、第 4層 の黒色土は40～ 70cmの厚さに堆積 している。遺物 は第二層の黒

色土層中に土師器・須恵器・灰釉陶器片、第二層の褐色土中に縄文後期・弥生土器片、第四層の黒色土層

中から縄文前期から中期初頭の遺物が出土 している。

遺構 と遺物

今回の調査で検出された遺構は、住居址 2軒・建築址 2軒 0井戸址 1・ 土墳 3基・暗渠排水路址 30土

器集中区 1で ある(図 15の 2)。 建築址・井戸址・暗渠排水路址等の中世以後の遺構は中段 にあり、平安時

代以前の住居址・土渡 はやや凹地に近い所に位置 している。大熊城址の空濠の延長部が凹地の中央を東西

に横断 している。AOB地 区の尾根部は大熊城址関連地区と考えられるが遺構はない。遺物はA・ B地区

の尾根部で中世の遺物が少 し出土 し、他はC地区の凹地に集中している。 C地区でも建築址 など中世以後

の遺構の位置する段 には、遺物の包合は少ない。

ア 住居址

ア) 1号 住居址  (図 15020023e25、 写 9)

遺構 本住居址は遺跡の東側の大熊城址のある尾根の裾部に位置 しており、北側は城址の空濠 に切 られ

ている。遺構は黒色土の厚い土層内で検出され、また床面が軟弱であり、構造・施設について不明な点が

2)
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多い。プランは東西径3.75mの 円形 を呈 し、その主軸方向はN54° Wを示す (図 15の 3、 写 9の 29)。 住居

址の掘 り込みは垂直で床面まで15～ 24cmを 計る。床面は軟弱で炉の西北側に大 きな平石が敷 かれている。

柱穴は 2ケ検出されたのみで、それぞれ深 さ17cm、 27cmを 呈するが明確 に柱穴 とは断定で きない。炉は中

央やや東寄 りに位置 し、その規模は45× 26cm、 深 さ15cmを 計 る長方形石囲炉である(写 9の 30)。 炉内から

深鉢形土器破片が出土 しており、その下から焼土が検出されたが、土器は炉内に敷いたものではない。炉

のゴヒ西に敷かれている平石の壁寄 りの床面下から深鉢形土器が破片で一括出土 しているが、埋甕 とは断定

で きがたいものである (図 20の 1、 写 9の 31)。

遺物 本住居址の出土遺物 には土器 と石器がある。土器は深鉢形土器 (図 20の 1～ 6、 写 9の 31)と 釣

手土器の釣手部分 (図 23の 19020)で ある。石器は打石斧 (図 25の 1～ 3)で ある。特に 3は形態的には

打石斧 と異 なるが、用途 としては打石斧かも知れない。

イ) 2号 住居址  (図 16020・ 21026、 写 10・ 11)

遺構 本住居址は遺跡の東側、大熊城址の西側 に位置 し、 1号住居址の北側 にある。プランは東西径 5.

20m、 南北径 4。 65mの 隅丸方形を呈する竪穴住居址で、その主軸方向は S73° wを示す (図 16の 1、 写 10

の32)。 壁は垂直で床面まで20～ 50cmを 計る。床面はローム及び黒色土の貼床で固 く平担である。柱穴は不

明である。カマ ドは東壁のほぼ中央 とそのやや右寄 りに各 1基構築 されている。いずれも石組粘土竃であ

る(図 16の 2、 写10の 33)。 中央の竃は保存が良好でその形態が明確であり、本住居址の廃絶期まで使用さ

れていたものと考えられる。その規模は焚口部から煙道部先端まで 2.2m、 焚口幅 0。 8mで 、中央部に支

脚がある。右寄 りの竃は小形で破壊 されており、廃絶期が住居址の廃絶 と同 じとは断定で きない。 2基の

竃が同時 に使用されていたのか、右寄 りの竃が廃絶 された後 に中央の竃が構築 されたのかは明確ではない

が、東狽1に一段高 くテラス状の箇所があり、右寄 り竃の構造から考えるとテラス状の面が床面 と想定され

る。つ まり、中央の竃 を構築する際にテラス状の面を残 し、床を深 く掘 り直 して新 しい住居址 とし、この

時右寄 りの小竃 を廃絶 した可能性が大 きい。た 矛ヾ盾するのは西寄 りに一部分貼床がみられたことである。

中央の大 きな竃右側からは鉄滓・フイゴロが出土 し、竃が一般のものより大きく煙道が長い構造であるこ

とから、工房址的性格 をもっ住居址にたて直 しされたと考えることがで きる。

遺物 本住居址出土遺物は土器・鉄製品 0土製品・石製品がある。土器は土師器甕形土器 (図 20の 7～

9)・ 小形甕形土器 (図 20の 11、 写11の 37)・ 鍔釜 (図 20の 10)・ 杯形土器 (図 20の 12～ 17、 写11の 37)、

須恵器甕形土器・灰釉陶器壺形土器 (図 20の 18、 写11の 35)・ 婉形土器 (図 21の 1～ 12、 写11の 36)・ 皿

形土器 (図 21の 13～ 19、 写11の 36)で ある。また、土錘 (図 26の 4、写11の 38)、 フイゴロ (図 26の 607、

写11の 39)、 石錘 (図 26の 5)、 砥石などもあり、フイゴロと共に鉄滓・溶滓 (写 11の 40)、 鉄製ヤス(図 26

の 1、 写11の 38)、 鉄釘 (図 26の 203、 写Hの 38)、 不明鉄製品など鉄製品の出土が多いことに注意され

る。土器はいずれも平安時代後期のものであり、灰釉陶器の皿形土器の 1点は輪花皿である。いずれも遺

物は竃右側のテラス状の面 と床面 とに多く出土 し、住居址西側には少ない。

イ 建 築 址
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ア) 1号 建築址  (図 17、 写 12)

遺構 本遺構は遺跡中央の凹地よりも一段 と高い中段 に位置する。炉址は L字 状 に 3個の炉石が残って

おり、1.3× 1.9m、 深 さ26cmの規模 をもつ方形石囲炉である。炉内には炭化物 と焼土が少曇検出された。

その炉址を中心に挙大の角礫 を含むロームで築いた柱跡状の不整方形遺構が 4ケ所確認 された。この柱跡

状の遺構はロームでマウンド状 に築いてあり、柱の土台 と考えられる。耕作による攪舌Lも あるため、柱跡

を全て検出することは出来なかったが、一応、柱間 2間 1間 を確認 し得た。建物の主軸方向は N70° Eで

あり、長軸の柱間は曲尺で真々10尺 (3m)、 それに直交する短軸は20尺 (6m)を 計る (図 17の 1、 写 12

の41)。 炉址の南西lmに 、隅丸方形に平石で囲み、底に粘土 を貼 った竪穴状遺構がみられ、その規模は、

2.4× 1.4m、 深 さ20cmを 計った(写 12の 42)。 この遺構の覆土上面には炭化物が少量含まれていたが、焼土

は認められなかった。性格不明ではあるが、検出イ犬況からすれば、この建築址の付属施設 と言 えそうであ

る。

遺物 本遺構 に確実に伴 う遺物は皆無である。

イ) 2号 建築址 (図 18021、 写 12)

遺構 本遺構 は遺跡中央凹地よりや 高ゝい中段 にあり、 1号建築址の南東に位置する。挙大の礫 を幅30

～40cmに敷 き、ほぼ方形 に配置 している6石列は地山を10～ 20cm掘 り中に石を入れている (図 18の 102、

写12の 43)。第 1列東側の方形配石は地山に敷いてあるだけである6そ の石の間には少量ではあるが砂がみ

られる。第 3列の南側半分は石列の上にロームがかぶ り、そのローム中から黄瀬戸・カワラケが出土 して

いる(写 12の 44)。 第 4列西側の円形配石は柱穴状のプランであり、底にも平石が敷かれている。第 5列 は

他の石列と異 なり暗渠排水路址の破壊 されたものと思われる。第 1列南端から西側 にはロームのマウン ド

があり、炭化物・焼土が検出された。ロームマウンドの位置 から考えて石列に伴 う施設 1と 考えられる。全

体的に石列のあり方からみて、建築物の土台的配石 'と 考えたい。 しかし、ヽその規模・柱間等については明

確ではない。

遺物 本遺構 に伴 う遺物はカワラケ (図 21の 20く 写12の 45)と 黄瀬戸の壺破片各 1点のみである。特に

カワラケの内側 には梵字が中央部に一字、それをとりまいて八字、都合九字の梵字が記されており、遺構

の性格 と時期を決定する好資料である。梵字についてはまとめの項にて後述する。

ウ 井戸址  (図 17、 写 13)   |

遺構 本遺構は遺跡中央の凹地よリー段高い中段の 3号暗渠排水路址の東横 に位置する。本遺構は遺跡

内に丼戸あるいは池 があり、最近までその付近が湿地であったという話を得て、その場所 と推定 される地

点を掘 ったものである。地元の伝承では「首洗い井戸」あるいは「首洗い池」 とよばれている所である。

プランは直径80cm、 深 さ90cmで硬いローム層まで掘 り込み、自然石を使用 して円形 に石積みされている (

図17の 2、 写13の 46047)。 いわゆる円形石組井である。石は下部まで積んではなく、先ず底から55cmの と

ころで杉材を四角形 に組み、側壁に杭 を打ち込んで押 えている。その本枠の上に持送 り的に平石を三段 に

積み、平面円形のプランを形成 している。木材の下はロームの壁で、直径 50× 70cmの 底部は石 により壁を
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補強 している。水はローム層 と,中積層 との間の透水層を通 して上から流れ込み、 9月初旬の頃です晩に約

40cmの 高さまでに達する。これから推測すれば、常時石組 'の 中段 まで水がきていたと思われる。井戸址内

の土壌堆積状況は実沢1図 を参照 されたい。

遺物 本遺構の出土遺物は少なく、室町期 と想定 される陶磁器の破片 と骨片のみである。

工 土墳

ア) 1号 土渡  (図 19021、 写 13)

遺構  本土墳 は遺跡中央に位置 している。プランは1.6m× 1。 5m、 深 さ40cmの方形である(図 19の 1、 写
13の 48)。黄色砂礫層から褐色土層まで掘 り込み、覆土の中層に土師器鍔釜・灰釉陶器各 1個体 が出土 して

いる。明灰黄色 を呈する灰状のものも共にみられたが、骨紛 とは断定で きない。覆土上層には挙大から頭

大位の石が数個入っており、初め竃 を想定 したが、石に焼 けた痕跡 も焼土もなく、結局土渡 としておさえ

たわけである。覆土下層には少量の炭化物が検出された。

遺物 本土墳の出土遺物は、土師器鍔釜 (図 21の 21、 写13の 49050).と 灰釉陶器の高台婉形土器 (図 21

の22)で ある。鍔釜は完形品で土墳からの出土は珍 しい。いずれも平安時代後半の土器である。

イ) 2号 土渡  (図 19・ 22)

遺構 本土渡は 1号住居址の東側に位置する。プランは1。 85× 1.15m、 深 さ10cmの 長楕円形 を呈する土

墳である(図 19のД )。 黒色土内に掘 り込まれ褐色土が覆土となっている。覆土中には挙大の石が数個入っ

ていた。

遺物 本土墳の出土遺物は土師器の杯形土器 (図 22の 1・ 2)と 灰釉陶器の婉形土器 (図 22の 3～ 6)

のみである。ぃずれも破片であるが平安時代後期の土器である。

ウ) 3号 土渡  (図 19022、 写14  )

遺構  本土墳 は遺跡のほぼ中央の凹地内にあり、土器集中区のほぼ中央に位置する。プランは50× 60cm、

深 さ25cm?小形方形土琴である(図 19の 1):黒色土中に褐色土の落 ち込みがあり、覆土中には多量の骨片

と炭化物が発見され、土渡のほぼ中央に須恵器の完形杯形土器 1点 が出土 した (写 14の 51)。

遺物 本土墳出土の遺物は土師器の杯形土器片 と須恵器の杯形土器 (図 22の 7)で ある。いずれも平安

時代後期のものである。なお、多量に人骨 と思われる焼骨片が出土 している。

オ 暗渠排水路址  (図 19、 写 14)

遺構 本遺構は遺跡中段 に位置 しており、 3箇所検出されている。 1号 02号暗渠排水路址は幅40cmの

溝冽犬の掘 り方をつ くり、一辺 30c面程の平石を側壁にたてて土崩れを防ぎ、内部に円礫 をつめて上に平石を

置
/き

蓋 をしている(図 19の 2、 写14の 52～ 55)。 3号暗渠排水路址は側壁に平石を使用せず、溝状の掘 り方

内に円礫だけを敷 きつめ、上部に平石の蓋 をして水路 としたものである(図 19の 3、 写14の 56)。 一時期水
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田に改田した際に構築 されたものであり、特に 3号址は湿気抜 きのため十数年前につくつたものである。

地元ではガニ水道 と呼称 している。

遺物 本遺構出土遺物は皆無である。

力 土器集中区  (図 15022026)

遺構 造跡の中央の凹地 にあり、 3号土渡 を中心 とした地点 にある。最初黒色土層内の約 5× 5mの範

囲内に遺物が比較的集中 して発見 されたため、住居址の可能性を考えたがプランは掴めず、また竃 など住

居址 としての施設が検出で きなかったため、土器集中区としておさえたものである(図 15の 2)。 この地区

には黒色土層の下に 2～ 3 cmの 黄褐色土層が一杯入っており、その下に褐色土層が堆積 している。土器は

この黄褐色土層までに集中 しており、下層の褐色土層中には少ない。黒色土層中には焼土 も 2ケ所みられ

たが、竃 としての痕跡は認められなかった。

遺物 集中区から出土 した土器は、土師器の杯形土器 (図 22の 8)・ 皿形土器、須恵器の甕形土器、灰

釉陶器の壷形土器・土宛形土器 (図 22の 10～ 13)0皿形土器 (図 22の 14～ 19)で ある。ほかに土錘が 2点出

土 している(図 26の 8・ 9)。 土師器の杯形土器の出土量は比較的多く24点出土 しているが、完形品は少なく

くいずれも破片である。遺物は全て平安時代後期のものである。

キ その他の遺物  (図 22023024025026、 写 15)

本遺跡のA・ B地区では中世以降の陶磁器片がみられ、 C地区で縄文時代・弥生時代・平安時代の遺物

が出土 している。本遺跡の包含層出土の縄文式土器は、早期の押型文土器 (図 22の 20)、 前期の諸磯 c式土

器 (図 22の 21～ 29)、 中期初頭の土器 (図 22の 30～ 34)、 中期後半の土器 (図 23の 1～ 18・ 21)及 び後期の

土器 (図 24の 1～ 5)が出土 している。弥生式土器は少なく中期の土器片のみである (図 24の 6～ 11、 写

15の 58)。 土師器 (図 24の 12～ 14)・ 須恵器 (図 24の 15)・ 灰釉陶器 (図 24の 16～ 24)は いずれも平置時代

後期のものである。灰釉陶器の うち三点 (図 24の 22～ 24、 写15の 59)は底部に墨書 されている。中世の遺

物にはカワラケ(図 24の 25)、 内耳ナベ (図 24の 26)があり、近世以降のものとして各種の陶磁器がある (

図24の 27～ 33)。 石器は打石斧 9点 (図 25の 4)・ 横刃形石器 1点 (図 25の 5)・ 凹石 6点 (25の 6・ 7)

・磨石斧 2点 (図 25の 8、 写15の 57)・ 石鏃12点 (図 25の 9)～ 20、 写15の 57)・ ドリル 2点 (25の 21022、

写15の 57)・ スクレイパー 1点 (図 25の 23)・ 石皿 3点 (図 251の 25～ 27)・ 敲打器 1点
0砥石 2点・海

浜石 2点が出土 している。他 に平安時代の土錘 2点 (図 26の 10・ 11、 写15の 60)も 出土 している。また鉄

釘 6点、キセル 3点、火打金具 1点 (図 26の 12、 写15の 61)、 刀片 1点 (図 26の 13、 写15の 61)、 古銭 6点

(図 26の 14～ 19)及 び鉄滓が出土 している。

3) まとめ
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今回の調査で検出された遺構は住居址 2軒 (縄文中期・平安後期 )・ 建築址 2軒 (室町期 0江戸期 )0

中世の井戸址 1・ 平安期の土渡 3基・現代の暗渠排水路址 3で ある。以下若干の考察 を加 えておきたぃ。

縄文時代中期後半の曽利Ⅳ式に比定 される 1号住居址は、炉の周辺 に部分的に平石を敷いた敷石住居址

と考えたい。平安時代後半の 2号住居址は普通の竃 よりも長大な構造で、 しかもフイゴロ・鉄洋・溶洋の

出土等鉄製品に関係する工房址的性格が強 く、この畑 を地元の人達は「かじ畑」 と言い伝 えている。また

遺跡の中央 に鍛治師の神様 といわれる金山様の祠 があり、過去にその祠下より古い薙鎌 1点 が出土 してい

る。 2号住居址 とこれらの伝承や祠 を結びつけることは出来ないが、興味がもたれる事実である。銀蔵屋

敷 と言われる地点からは 1号建築址が検出され、伝承 と発掘調査の結果 とが表裏一体 をなした点に興味が

もたれ、その人名や土地の古老の話を総合 して、先ず江戸時代中期以降の建築址 と考えられる。

2号建築址は石列内から出土 した梵字墨書カワラケに重要な意義がある。高野山大学教授の宮坂宥勝氏

の教示 によれば、「書体は鎌倉未期から室町中期にかけてのものであ

り、中央の梵字は不動明王の種子 を表 し、周囲の八字はこれをもっ

て光明真言の全文を表 したものと解 される」 とのことである。また

「この土器の梵字の配合は種子安鎮曼茶羅の構成であって安鎮法の

本尊 として用いるものであり、換言すれば鎮宅法 (家宅を建築する

ときに行なう密教の修法で俗 に言 う地鎮祭 )に使用されたも1の と推

察 される。普通、将軍・大名 0豪族などが居館 を建立する時、安鎮

曼茶羅 を本尊 として不動安鎮法が修せ られる。そして別に伴像なる

ものを一幅掛 けて、それを結願の日に居館の梁の上に収めた。伴像

を安置 した梁の部分は建物のほぼ中央 に相当する。おそらくこの土

器は伴像の代 りに用いられたと思われる。特に地方にあ。っては当時、

略式化された伴像としてこのような土器が使用されたのかも知れない」との教示を得た。つまり、梵字解

読の結果得られたことは、①先亡の慰霊・鎮魂のために光明真言による土砂加持法をおこなった際に用い

られた土器、②城址の居館建立をしたときに安鎮法をおこなった伴像としての土器、の二説が考えられる

のである。 2号建築址は居館までいかなくとも、それに相当する家屋 を建築する時、後者の説の如 くに

安鎮法 をおこない、その土器をそこに置いたものと解 し、大熊城址 に関係する遺構 と考えてさしつかえあ

るまい。

次に地元の人達が首洗い井戸 0首洗い池 と伝承 してきた井戸址は、最近までその地点が湿地帯であり、

遺構確認に手間どったが、言い伝 え通 り井戸が検出された。その構造からみて室町期まで さかのぼらせて

もよく、大熊城址 と直接関係あるものと断言 しても良い地形 にある。本遺跡の中世遺構はいずれも大熊城

址 に関係することは明白である。土渡は平安時代のものであるが、特 に 1号土墳の出土遺物中鍔釜は注 目

すべ きもので ある。暗渠排水路址は明治以降に造 られたものであるが、この地域では比較的多くつ くられ

ており、農業関係の資料 として一応測量 し載せてある。

いずれにしても本遺跡 は凹地ではあったが、縄文時代から現代に至る資料が豊富で、また大熊城址 とも

密接 な関係を有|し ており、中央道用地外の開発 にあたっては、十分なる調査が必要である。 (竹  内 )
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1)位 置

大熊城址は諏訪市湖南南大熊2662番地にある(図 15の 1、 38の 1、 写16の 62)。 本城址は赤石山脈の北端

に位置する守屋山の一支脈で、諏訪湖の沖積地帯に三日月状に伸びる海抜 816mの丘陵上にあり、丘尾切

断利用の山城である。丘陵の西側の凹地は城山遺跡であり、東側は荒神山遺跡である。その東側に小田井

沢川をはさんで大熊道上遺跡がある。本城址の東側を十数年前つ くられだ道路が通 り、急傾斜地には雑木

が繁茂 している。城址の地目は畑である。三日月状の城址は、真北に主郭 (I之郭)があり、その北西に

主郭を廻る空濠 Iを境にしてⅡ之郭、それよリー段下がってⅢ之郭がある。主郭より真南に一段下がって

Ⅳ之郭、一段上がってV之郭、さらに南端にⅥ之郭が存在する(図 27)。 Ⅵ之郭に隣接する南側が丘尾切断

となり凹地になっているが、ここを地元では「 トイクチ」と呼んでいる。城址の各郭には地名の面での伝

承は特別ないが、主郭は「本丸」、Ⅱ之郭とⅢ之郭を「二の九」、Ⅳ之郭・V之郭・Ⅵ之郭を合わせて「三

の丸」 と言い伝えている。また、城址の西側の凹地である城山遺跡内に、「カジ畑」・「首洗い井戸」 。「銀

蔵屋敷」 。「立小路」・「サムライ石」・「鎌倉街道」の小字名及び地名伝承が残っている。本城址の西

2.7kmに 中世の山城有賀城址が、南東 2肺 に武居城址があり、平担地をはさんで北北東 4bに桑原城址が、

東 4 kmに上原城址がある(図 1)。

中央道は大熊城址のⅣ之郭の南半分、V之郭・Ⅵ之郭の北半分を西から東へ通過する。V之郭に現存す

る二等三角点は海抜 816.81mで あり、諏訪湖面 (759m)と の比高差は 57。 81mで ある。

調査は用地内のⅣ・Ⅵ之郭の項部各半分、V之郭項部全面を掘 り、さらに各郭斜面にトレンチを設定し

て、空濠その他の遺構を検出した。用地外については、諏訪市教育委員会の主催により発掘調査がなされ、

一応、大熊城址の全容を掴むことができたのである。用地外の調査についてはそちらの調査報告書を参照

されたい。

2) 遺構 と遣物

今回の調査で検出された遺構は、郭・空濠・土橋・帯曲輪・溝址及び土渡墓である。そのあり方から見

ると空濠により各郭が独立 し、V之郭とⅥ之郭は土橋 により連繋 している。本住居址は自然地形 を利用 し

ているが、この種の山城 としては比較的大規模 な土木工事をしたと考えられる (図 28の 1、 30の 1、 写 16

の63)。

址城大

ア 郭  (図 27028029030、 写 16020)
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大熊城址は三 日月状の自然丘陵を利用 して、主郭を中心に 6筒所の郭から構成 されている(図 27)。 主郭

(I之郭)は ,空濠 Iを境 にして北西にⅡ之郭・Ⅲ之郭を見下 し、真南にⅣ之郭・ V之郭 OⅥ 之郭を見る位

置 にある。主郭の北側は急傾斜 をなし、北西の空濠 Iと 主郭の平担面 との比高差は約 2 cmで ある。Ⅱ之郭

と主郭 との比高差は lmを 計 り、Ⅱの郭 とⅢ之郭 とは 2mの差で順次下がっていく。主郭 をとりまく空濠

Iは、北斜面に両側 から急激 に落 ち、その東傾I下方に段曲輪の痕跡 がいくつかみられる。主郭には建築址

が検出され、主郭の南側 には高さ 3m、 長 さ約20mの土塁が東西に走向 し、その項部 に大熊城主千野丹波

守房清の霊祠 がある(写 20の 82083)。 後孫の千野源五郎房儀が建立 し、千野儀正が再建 したと裏面に刻ま

れている。その土塁の東側、主郭の東端部に約 5 cm幅の平担地があり、空濠 Iへ緩傾斜 を保 ってつながる。

現在は主郭への農道 として利用されているが、往古 もあるいはこれに類似 した機能 をもつ場所であったか

も知れない。主郭の面積は 1,000r、 Ⅱ之郭は 450r、 Ⅲ之郭は 680ぽ であり、空濠 Iは上端幅で10mを

計る。また、Ⅱ之郭 とⅢ之郭の北西斜面中腹 に空濠Ⅵが地形 と平行に走 り、両者を独立 させてぃる。

中央道用地内における郭は、前述 した如 く主郭の南側に位置 している。Ⅳ之郭は 375ぽ で、その項部が

主郭の土塁 と同 じ高さにあり、 V之郭との比高差は 3mと 低い。調査で きた範囲内には遺構は見あたらず、

V之郭 との境 に空濠 Ⅱが検出されたのみである。表土であり耕作土である褐色土は丘陵頂部であることか

ら、地山である礫混在明褐色土まで20～ 30cmと 浅 く堆積する(図 29の 10)。 しかし、東側斜面になると幾分

厚 くなり、その堆積 も50cmを 計る (図 29の 9.)。

V之郭は一部破壊 されているものの全面調査出来たが、郭項部に建築址的痕跡 を見出すことはできなか

った。南北径22m、 東西径13m、 面積 286ぽ の長方形 を呈する郭である。西側の凹地に対 しては最も急な

斜面をつ くり、郭直下 lmに 等高線に沿 って帯曲論を構築 している。 V之郭とⅥ之郭との間には土橋があ

り、これによって両者は連繋 されているが、Ⅳ之郭との間には何もなく木橋的なものと考える必要があろ

う。Ⅵ之郭との比高差をみると当時は lmく らいであったが(図 28の 2の 1、 30の 1)、 現在は 1.5mの差

が等高線により読みとれる。Ⅵ之郭から土橋 を通 り_V之郭の西端部を南北に通過する溝址が、V之郭にみ

られる口佳一の遺構 と言える。この溝址は空濠 Ⅱまで続いている。

Ⅵ之郭は大熊城址の最南端の郭であり、主郭に次いで規模の大 きな郭である。南北径40m、 東西径19m、

面積 760ぽ で、西側 に帯曲輪が残 り、東側は急斜面 となっている。東側の石垣は明治以降に積んだもので

あり、直接、城址 とは関係のないものである。南側は自然地形 を切断 して弧立 した丘陵とし、外敵防禦の

意味で幾分空濠的な凹地 を形成 している。市教委の調査結果によれば、凹地ではあるが空濠的な痕跡 を認

めることはで きなかったとのことである。Ⅵ之郭の平担面には建築址及び土塁的な痕跡 はなく、溝址がや

や中央部に検出されたのみである。IV o V之郭の地山が礫混在明褐色土であったのに対 し、Ⅵ之郭の地山

はローム含みの粘質黄褐色土である。また、耕作土である褐色土の堆積 も60cmと 比較的厚いことが知 られ

ている (図 29の 16)。

以上、主郭からⅥ之郭までその遺構 を中心にみてきたが、郭内出土の遺物については、丘陵項部であり、

比較的その面積 も狭いことから、皆無 と言って良いほど稀少であった。中央道用地内のⅣ・ V・ Ⅵ之郭の

包含層遺物は、内耳土器片 2点、土師器小片 1点、縄文時代中期土器小片 1点のみである。また、主郭よ

り鋳物用鉄皿 0天目茶婉片、中世陶器片・鉄釘等の発見がみられた。
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イ 空濠  (図 28029030031、 写 17018)

大熊城址の発掘調査で明確 に検出された空濠は 6本であり、荒神山遺跡側に空濠 とは言い難いが溝址が

検出されている。空濠 I・ Ⅵは前述 した如 く諏訪市教育委員会の主催により調査 され、空濠 Iは主郭をと

りまくものであり、
1空
濠ⅥはⅡ之郭 とⅢ之郭の側壁面中腹を走向 し、その断面形状 は空濠 Iに類似する。

主郭をとりまく空濠 Iはく現地形で上端幅約10m、 深 さ2mで あったが、調査の結果、深 さ4m σV字形

を呈するいわゆる片二段の箱薬研掘であることが半j明 した。この空濠は主郭を巡って北斜面に急角度で落

込み、等高線でみる限 り山裾 までその掘 り込みが続いている。出土遺物 には人骨・馬骨・内耳土器・中世

陶器・カワラケ及び古銭がある。やはり主郭に関係する空濠だけにその遺物 も豊富である。

他 の空濠 ⅡからVについては用地内検出のものであり、以下順 を追って説明 していく。空濠 ⅡはⅣ之郭

とV之郭との間を東西に走向する空濠であり、東側は荒神山遺跡 に、西側は城山遺跡の凹地中央部に向っ

て走 り、Ⅱ之郭、Ⅲ之郭を防禦する形で浜氏宅の方向に北走する(図 28の 1)。 郭項部における上端幅は 2

m、 東斜面 Iト レンチにおいて、 4m、 西斜面 Gト レンチ 3m、 同 じく13014地点 2.5m、 凹地中央部の

15地点で 2mの幅員をもち、深 さは平均 して 1.3mを 計 り、検出された長 さは55mで ある (図 29の 9～ 15、

写17の 64～ 66)。空濠ぽν字形 を呈する二段の箱薬研掘である。濠内の土層を13・ 14地点でみると 5層から

なり、砂礫層の堆積層が 4層みられる。 しかも、最下層は砂質明黄褐色土で水の流れた痕跡が明瞭であり、

上層のⅡ層・Ⅶ層は地山の礫 が水とともに流出 してきたきらいがある。中腹のGト レンチにおいては空濠

Vと 交わる (図 29の 12、 30の 1、 写18の 71)。 空濠内出土遺物は天 目茶碗 1点 (図 31の 2)、 内耳土器小破

片、鉄製品 1点 (図 31の 3)、 祥符元賓 1点 (図 31の 4、 写17の 67)の みである。祥符元費 はゴヒ宋の真宗の

大中祥符元年 (1008年 )に鋳造 されたものである。

空濠ⅢはV之郭 とⅥ之郭を連繋する土橋の両側にある(図 28の 1、 30の 1)。 両側 とも土橋の付近はやや

浅 く、次第に深 くなり最深で 5m以上の箇所 もみられる。東側の空濠の幅員は 6mで、V之郭側は垂直的

に落 ち、Ⅵ之郭側はやや緩やかである。空濠の深 さはⅥ之郭側東1端 にて約 5m、 5地点にて 2mで あり、

その断面形態は片側垂直を呈する片薬研掘である(図 29の 5、 写17の 68)。 空濠最下層には砂礫 が堆積 し、

水の流れたことを如実に物語っている。遺物は縄文時代の石皿 1点が出土 したのみである(図 31の 1)。 西

側の空濠は幅員 6m、 深 さ2mで あるが、土橋から10m下方では幅員 3m、 深 さlmと なり、V字形のい

わゆる薬研掘である(図 28の 1)。 Eト レンチの第 8地点から下方については、城山遺跡内でグリット掘り

をした結果、明確 な溝址は検出されなかったが、石垣に沿 って浜氏宅の方向に北走することがそのレベル

から推定 された。第 6地点の断面は比較的明瞭であり、土層の堆積状況が明確 に見 られた一列 として特記

される (図 29の 6、 写17の 69)。 遺物は皆無であった。

空濠IVはⅥ之郭中腹から地形 に平行 して南北に走向 しているが、空濠Ⅲとの関係は不明である (図 30の

1)。幅員 2m、 深 さlmの 断面 V字形 を呈する薬研掘で、傾斜面の粘質黄褐色土を掘 り込み、谷側に黒色

土を盛上げている (図 28の 2の 2、 写18の 70)。 遺物は出土 しなかった。

空濠 Vは V之郭の西斜面、空濠Ⅲ付近から空濠 Ⅱに接続する全長21mの比較的小規模 な濠である。第 2

トレンチ第 3地点のセクションでみると、幅員 1。 5m、 深 さ0.8mで 、断面u字形を呈する空濠である (図
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28の 2の 3)。 また、空濠Ⅲと接続するGト レンチにおいては、その規模 もやや大 きくなり幅員 2mt深 さ
lmを 計 り、その最下層には少量ではあるが砂層が認められる(図 29の 12、 写18の 71)。 遺物は皆無である。

ウ 土橋  (図 28030、 写 18)

大熊城址は 6の郭からなっているが、各郭を連繋する構造物で明瞭 に検出されたのは、 V之郭 とⅥ之郭

をつなぐ土橋である。土橋は両郭の西端部 に近 く、凹地である城山遺跡 寄りにつ くられている。土橋の幅

は 3m、 長 さ 8m、 両側は空濠Ⅲにより掘撃 され、地山が計画的にとり残 されたものである。土橋の東側

はⅥ之郭からVの郭に走向する溝址があり、そのため実際の通路 として利用された幅員は 2mで ある (図
28の 1、 30の 1、 写18の 72～ 74)。 溝址が土橋の東側から土橋 を交差 して、 V之郭に至る土橋部分の箇所

は、何の施設の痕跡 もなく、その部分は本蓋 をしたものと推定 される。土橋検出部分においては遺物は皆

無であうた。ちなみに、土橋直下の空濠Ⅲの深 さは50cmで ある。

工1帯曲輪  (図 28030、 写 19)

ここで帯曲輪 と称すのは帯状 に細長 く郭の側面を囲む曲輪 を指す。帯曲輪は VO・ Ⅵ之郭の西側 にみられ

る。V之郭西側 にみられる帯曲輪は犬走 Iり 的なもので、郭から 1.2m下 にあり、地形 に平行 に南北に20m

走向 し、その幅は60～ 80cmで ある (図 28の 1・ 2の 3、 写19の 78)。

これに対 し、Ⅵ之郭西側に南北 に全長45m、 幅員 3mで走向する帯由輪は、腰曲輪 と言 うべ きものであ
り、郭より1.8m下に削平されて構築 されている (図 28の 102の 2、 30の 1、 写19の 75076)。 この帯曲
輪の郭側直下に幅 lmの 集石が検出された (写 19の 77)。 その断面をみると約15cmの 凹地 を掘 り、そこに挙

大から頭大の河原石や山石を、比較的整然と置いている。北傾jに は土橋がありそのためか集石はみられな

い。石は土留石かあるいは戦闘用の投石かも知れない。帯曲輪には柱穴 らしき痕跡 も土塁 も認められなか

った。

オ 溝址  (図 28029・ 30、 写 :9)

溝址 はⅥ之郭からV之郭にかけて検出され、Ⅳ之郭にはその遺構の痕跡は認められなかった (図 28の 1)。

Ⅵ之郭においては、中央道用地内幅杭 に平行 して Jト レンチを設けたところ、郭の中央部 より西側で幅が

1。 5m、 深 さ60cm、 Kト レンチ内にて幅 2m、 深 さ80cmの遺構が確認 され、いずれもその下層に砂礫混在褐

色土がみられた(図 29の 16)。 空濠Ⅲに近いⅥ之郭の北傾j9mを 全面はがした結果、郭中央部 に幅 4m、 深

さ 1.4m、 全長約10mの貯水的性格 を有する遺構 が検出され、溝址はこれにつながることが半j明 した (図

29の 17・ 18、 30の 2、 写19の 80)。 Jト レンチ内で10cmほ どの砂層もKト レンチではや 増ヽ加 し、貯水地で

は深いところで80cmも 砂利の堆積がみられる。この貯水池で水の流れは挙大の石列土手により分岐 して、

幅60cmの溝址 となり、土橋を経てV之郭の西端部を北に走向 し、空濠 Ⅱに至 り消滅する(写19の 79)。 分岐

したもう一方は貯水地から空濠Ⅲの東側 に流下する。その直下の堆積は30～ 50cmと 比較的厚 く、水の流れ
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たことを如実に物語っている。貯水地の堰堤は溝底に挙大の石 とともに頭大の石もみられることから、あ

るいは石等により簡単に構築 し、溝址内に常時水を流 した余水を空濠Ⅲに落 したとも考えられる。土橋 か

らV之郭内を通過す る溝址の幅は60cm、 深 さは土橋で10～ 25cm、 V之郭では40cmを 計る。土橋 とV之郭最

北端の両者の溝底の レベル差は42cmと ゆるやかであり、そのためか砂利と砂の堆積度が顕著であった。溝

址内の出土遺物は内耳土器ノJヽ破片 と鉄片である。

力 土墳墓  (図 30031、 写 20)

大熊城址 と直接関係をもつ土墳墓は、V之郭西側斜面中腹の空濠 Ⅱ内にて検出された 1基のみである。

本遺構 は空濠 Ⅱがすでに機能を停止 した時点でつ くられたらしく、空濠 Ⅱの底部より50cm上方にて検出さ

れ、土墳墓の上面には礫混在黒褐色土層が覆 っていた。土墳墓は直径2× 1.5m、 深 さ40cmの長方形 を呈 し、

挙大から頭大の山石 を集石 している(図 30の 3、 写20の 81)。 集石の中には本炭片・炭化物・人骨片 (焼骨 )

が多量 に出土 し、その中から高熱のため形がくずれた古銭 などが発見され、火葬場 と墓地 とを兼用 した土

墳墓 と推定 された。

土墳墓内出土遺物は古銭 5点のみである(図 31の 5～ 9)。 高温 にあっているため判読不可能なものもあ

るが、開元通宝 2点 、至道元宝 1点が読みとれる。開元通宝は唐銭であり、至道元宝は北宋太宗の至道年

間 (995～ 997)に 鋳造 したものである。

キ その他の遺物  (図 31)

大熊城址の包含層出土遺物は比較的少量である。土器は縄文時代前期・中期・弥生時代中期・後期・平

安時代土師器・須恵器・灰釉陶器、中世及び近世の陶磁器片が若干発見されている(図 31の 10～ 13)。 また、

土師器の墨書土器小破片が 1点 ある。石器は特殊磨石 1点 (図 31の 16)の みであり、他 に寛永通宝 2点 が

出土 している (図 31の 16)。

大熊城址の植生

大熊城址は一地方の一豪族の山城ではあるが、いざ戦闘 となつた場合に籠城 と言 うこともあり、自然環

境を最大限に利用する必要性が生 じる。その意味で当時 と現在とでは時間的・景観的な差異はあるが、一

応、大熊城址の植生を記録 し今後の参考に供 したい。本調査は諏訪教育会自然研究部植物委員会の坂本圭

司・森山久夫・保坂四郎・毛利光政の四氏にお願いし、昭和48年 10月 20日 に実施 したものである。科の配

列は大井次二郎著「 日本植物誌」、種は本田正次著「日本植物名彙」 により記載 した。※印は薬用植物であ

る。但 し、調査時点の関係のため、草本類は春から初夏のものが大部分姿を消 し記録に留め得なかった。

3)
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と く さ 科   スギナ ※利尿

お し だ 科  ヘビノネコザ   イヌワラビ

い ち い 科   イチイ

ひ の き 科   サワラ

い  ね  科   ヤダケ (写 20の 85)  ミヤコザサ  アオカモジグサ  カモジグサ  ヌカボ

トダシバ   ノガリヤス  カモガヤ  メヒシバ   アキメヒシバ   イヌビエ

オヒシバ   カゼクサ   アシボソ  チガヤ  ススキ  ネズ ミガヤ

チヂ ミザサ   ヌカキビ  チカラシバ   キンエノコロ  オオエノコロ

ムラサキエノコロ  オオアブラススキ

かやつ りぐさ科   ミズガヤツリ

さ と い も 科   アオマムシグサ

つ ゆ く さ 科   ツユクサ ※利尿

ゆ  り  科   ヤブカンゾウ ※淋病   アサツキ  アマ ドコロ ※打撲・強 )1士斉J  シオデ

タチシオデ  キマガシュウ  サルマメ

やまのいも 科   ナガイモ (逸出) タチ ドコロ

や  な ぎ 科   イヌコリヤナギ  バ ッコヤナギ

く る み 科   オニグル ミ (野化 )

ぶ  な  科   クリ

に  れ  科   ケヤキ

く  わ  科   クワクサ   カナムグラ  カラハナソウ

い ら く さ 科   クサコアカソ  アオミズ

た  で  科   ツルソバ  イシミカワ  サクラ・タデ  ヤナギタデ  イヌタデ ※ (駆虫剤 )

アキノウナギツカミ  ミゾソバ ※止血   ミチヤナギ  イタ ドリ ※ (利尿 )

エゾノギシギシ  ミズヒキ  キンミズヒキ

あ か ざ 科   シロザ  アカザ ※ (歯痛・解毒 )

ひ  ゆ  科   ヒナタイノコヅチ  イノコヅチ ※ (利尿・外傷 )  イヌビユ

や ま ごぼ う科   ヨウシュヤマゴボウ

す べ りひ ゆ科   スベ リヒユ ※利尿・解毒

な で し こ 科  ナンバンハコベ   フシグロ  ウシハコベ  ハコベ

きん ぽ うげ科   ボタンヅル  クサボタン  カラマツソウ ※ (下痢止 )

あ け び 科   アケビ ※利尿 0鎮痛・排膿   ミツバアケビ

く す の き 科  ダンコウバイ

け  し  科   クサノオウ  タケニグサ

あ ぶ ら な 科   ナズナ ※下痢・腹痛   イヌナズナ ※利尿

ゆ きの した科   ウツギ  チダケサシ  ザ リゴミ

ば  ら  科   ヤマブキ  ノイバラ ※下剤・利尿  ニガイチゴ  ナワシロイチゴ
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ま  め  科   ヤブマメ  ヌスビ トハギ  イタチササゲ  ヤマハギ  クズ ※解熱剤

クサフジ  ヨッバハギ  ナンテンハギ   フジ

ふ う ろそ う科  ゲンノショウコ ※整腸剤

か た ば み 科  エゾノタチカタバ ミ

み か ん 科   サ ンショウ ※駆虫剤・健胃・整腸剤

に が  き 科   ニガキ ※胃・駆虫剤

とうだいぐさ科   エノキグサ

う る し 科  ヌリレデ

に し き ぎ 科   オニツルウメモ ドキ  ニシキギ  マサキ  ツリバナ

みつばうつ き科   ミツバウツギ

つ りふねそう科   キツリブネ  ツリフネソウ

くろうめもどき科  クロツバラ

ぶ ど う 科   ノブ ドウ ※洗眼

す み れ 科   タチツボス ミレ  ヒカゲス ミレ  ケマルバス ミレ

あ か |ゴ な 科   アレチマツヨイ

う こ ぎ 科   ヤマウコギ  ウ ド ※頭痛・中風   タラノキ ※糖尿・腎臓

せ   り  科   シラネセ ンキュウ  ミツバ  ヤマゼリ  オヤブジラミ

み ず  き 科   ミズキ

つ つ じ 科   レンゲツツジ

え ご の き 科  エゴノキ

く まつ づ ら科  コクサギ

し  そ  科   クルマバナ  ナギナタコウジュ ※利尿・脚気   カキ ドウシ  ヒメジソ

な  す  科   クコ ※解熱・強壮剤   セ ンナリホウズキ

ごまのはぐさ科   キリ (逸出 )

お お ば こ 科   オオバコ

あ か ね 科   ヤエムグラ  ヨツバムグラ  クルマムグラ  ヘクソカズラ  カワラマツバ

アカネ ※利尿・止血・解熱剤

す い かず ら科   スイカズラ ※利尿・健:胃   ミヤマウグイスカグラ  ニワ トコ (写 20の 84)

※利尿・解熱剤

き き ょ う 科   ツリガネソウ ※健 胃・強壮剤   ヤマホタルブクロ  バアソブ

き  く  科 ´ ヨモギ   アメリカセンダングサ   ノコンギク  タイアザ ミ  ノアザ ミ ※

利尿・胃  ヒメジョオン  ヒメムカシヨモギ   ヒヨドリバナ

オオジシバ リ  ユウガギク  アキノノゲシ ※解熱剤・タムシ  フキ ※鎮

咳剤・健 胃  コウゾリナ  アキノキリンソウ  エゾタンポポ

セイヨウタンポポ  ヤクシソウ        (以 上57科 167種 )
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4) まとめ

調査の結果、今まで不明であった大熊城址そのものの全貌が明 らかになったばか りか、その周辺遺跡 に

おける中世遺構 が、大熊城址 と密接な関係を有することが明確 になり、中世山城の研究に寄与す ること大

であ″った。ここでは大熊城址 とそれに関連する周辺遺跡の遺構 について述べ、簡単な所見を付 しておきた

い。

大熊城址は守屋山の一支脈の三 日月状 を呈する自然丘陵を利用 した南北 200m、 東西40m程の小規模 な

山城である。郭は主郭 (第 I之郭 )を 中心に 6の郭から構成 され、空濠 によってそれぞれ独立 している。

すなわち、主郭は空濠 Iに よって囲続 され、その平担部に柱間 1.8mの 土台が長方形 に並ぶ建物が存在 し、

その南側に土塁が構築されている。主郭の北西方向に一段 と低 くⅡ之郭 とⅢ之郭があり、両者は空濠Ⅵに

よって分けられる。主郭の南側 にはそれぞれ一段 と高 くIV・ VOⅥ 之郭がみられる。Ⅳ之郭 とV之郭の間

に空濠 Ⅱが、 V之郭とⅥ之郭との間に土橋 をはさんで空濠 Vが検出されているが、Ⅵ之郭と南側 に隣接す

る自然の尾根 との間には空 ,豪はみあたらない。主郭を除しヽた他の郭はその平担部面積からみても小 さく、

特記すべき遺構 を残 していないが、 V・ Ⅵ之郭に検出された溝址は注意すべ きである。市教委の調査結果

によれば、南側の中央道用地外の尾根 には、用地内と同様の水の流下 した砂利層の痕跡 が認められている。

それもⅥ之郭 との間の凹地 には確認で きず途中で消滅 しているが、Ⅵ之郭内の溝址 とのレ
ベル差からみて、

また、この地点周辺の小字名「樋口(ト イクチ )」 から推察 して、先ず同一の溝址 とみてさしつかえあるま

い。ちなみに、この山城の伝承 に「隠 し水道」 があり、今回の調査はそれを裏付けたことになる。 しかし、

この溝址の性格 を単に飲料水確保のものだけとした場合、その遺構 がⅥ之郭から土橋 を経てV之郭に至 り、

その最北端で消滅 して空濠 Ⅱに注 ぎ込むなど比較的問題点が多いのである。 しかも、Ⅵ之郭中央部には貯

水的な性格 をもつ遺構が残 り、空濠 Ⅱ及びⅢに多量の砂利層が堆積する事実は、主郭までの引水方法を樋

乃至はサイフォン方式を用いたのか、あるいは主郭まで到達 させる必要がなかったのかいずれであろう。

郭以外の平坦地 としては山城の東傾1斜面に段曲輪の痕跡がいくつか認められ、西側斜面に帯曲輪が検出さ

れている。V之郭直下の帯曲輪はその幅が狭 く犬走 り的なものであり、Ⅵ之郭の帯曲輪は幅員 3mを 計 り、

西側のみにあることを考慮すれば腰曲輪 と言 うべ きものである。また、その付根の集石は土留石 と言 うよ

り戦闘用の投石 として用いられた公算がより濃厚である。特に帯曲輪が西側斜面にのみ設けられたことは、

城址をとりまく地形 に起因 し、空濠Ⅳ・ Vと 同様 に外敵防禦 をより効果ならしめるものと考えたい。本城

址の空濠は 6本検出されている。このうち空濠 I・ Ⅱ・Ⅵは片二段の箱薬研掘であり、ⅣはV字形を呈す

るいわゆる薬研掘である。また空濠Ⅲはその東側が片側垂直を呈する片薬研掘であるのに対 し、土橋 をは

さんだ西側はⅣと同 じ薬研掘である。この断面の相違はその構築の時間差 を示すのか、あるいはその防禦

位置 によつて異 なるのか目下のところ不明である。

次に、本城址 に関係する周辺の中世遺構 について触れておきたい。中世 におけるこの時期の山城は、常

時人がそこで生活するのではなく、いざ合戦の場合に限って山城 に入 り戦闘するのであり、普通は山城の

直下の平坦地 に居館を建てて生活 し、山城 には見張 り人を残すのが原則であった。大熊城址は千野氏の持
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城 と言われ、諏訪大社上社の勢力圏に所属するものであり、下社の動静 を監視するのが当面の課題 となっ

ていた。その意味で郭頂部の建築址が諏訪湖畔を眼下にみる主郭のみにあることも納得で き、一連の上社

方の山城のあり方もこれまた意味 をなしていると言えるのである。本城址の居館は山を越 えた西側 に設け

るより、上社寄 りの東側平坦地のいずれかにあるものと推定 したのであるが、予則 した如 く、大熊城址東

側斜面下の荒神山遺跡 において、南北 9.5m、 東西 6.5mの建築址が検出され、 しかも、その遺物中には

中国竜泉窯の青磁 をはじめとし、黄瀬戸 0古瀬戸の天 目茶士宛・小皿・内耳土器・カワラケなど良好な資料

が発見されている。 このため、建築址は室町時代の千野氏の居館址 と想定 し、山城 に対する根小屋的性格

を持つ ものと考えたのである。ちなみに、この周辺の中世住居址は、居館址付近には台石を有する高床住

居が多く、小田井沢川の東側の大熊道上遺跡では竪穴住居址が検出されている。中世竪穴住居址例は県内

でも最近相次いで発見され、飯田市小垣外遺跡・上金谷遺跡、下伊那松川町的場遺跡 など、その構造・規

模 に近似性が認められる。おそらく、千野氏の居館 を中心 とした集落がこの周辺一帯に形成 されていたも

のと推定して先ず間違いなかろう。さらに、大熊城址西側の平坦地城山遺跡 にも中世建築址が検出され、

その出土品中のカワラケは梵字が墨書されており、その書体から室町時代中期に比定 されたのである。九

字からなる梵字の内容によってこの遺構の性格が示唆 され、注目すべ き事実が半J明 している。すなわち、

室町中期頃、大熊城主が合戦による死者を供養 し、あわせて城址の八方守護の安鎮 を天台系の密教僧 に依

頼 し修 した際、伴像 として用いたのがこの土器であり、それはとりもなおさず、この建築址が信仰的意義

を有するものと考えられ、草堂的な建物が想定 されたのである。特に梵字墨書土器に示 された安鎮法は、

禁裡・親王 0将軍・大名等が行なうもので、一般では修 さない不動鎮宅法である。この ことから推 しても

相当な有力氏族がこれにかかわっていることが理解 されるのであり、当地方では諏訪氏かその一族 をおい

ては外に考えられないのである。大熊城が文献 に登場する最初は、上社の内証 として著名な文明15(1483)

年の政変である。『ネ申長官守矢満実書留』によれば、「文明十五年二月十九日上宮湯腰□□□上宮ヘロ討取遠

江守 クヒヲ大熊城二二夜懸置候」 とあり、下社大祝金刺興春 (遠江守 )が諏訪統一の野心からこの政変に

加担 し、桑原城 を守っていた矢崎肥前守たちと湯之上で戦い大敗し、さらに下社は焼かれ興春は殺 され、

その首が大熊城 に二夜 さらされたと記 されている。この事変により大熊城が当時存在 していたことは明確

であり、また、「首洗い井戸」の伝承が今日まで残 り、それと直接かかわりあるか否かは別としても、Ⅵ之

郭西側斜面下の凹地 に中世井戸址が検出されている事実は非常に興味深いのである。井戸址の位置は城山

地籍内ではあるが、山城 との比高差及び山城での飲料水確保等々から推測すれば、大熊城址 に密接 な関係

を持つ ことは先ず疑いないであろう 。

さて、本城址の起源 とその終末については、山城の発掘調査が全国的にもす くなく、資料の比較検討 を

要せねばならず「 しかも文献資料が稀少のため、ここでは結論をさし控 え、後 日、多くの類例 をまって考

察を試みたいと考えている。ちなみに、終末問題の一資料 として鉄砲の発見と、金子城築城 (天正12年 )

の件 を付記 しておく。また、大熊城主千野氏及び中央道用地外の遺構詳細 については、諏訪市教育委員会

発行の報告書を参照 して戴 きたい。最後に、本調査のため多忙の中を視察 されご指導下 さった一志茂樹先

生、用地外発掘担当者 として調査 に協力を惜 しまれなかった宮坂光昭氏に衷心 より感謝の意を表す ととも

に、この報文が今後の山城研究の一助 となることを祈念 したい。
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1)位  置

遺跡 は諏訪市湖南字南大熊に所在する(図 32の 1、 写21の 86)。 小田井沢川をはさみ荒神山遺跡の東側 に

位置する小台地で、台地の南側は急峻な山である。北側はわずかに低 くなり、一段 さがって北寄 りに南方

御社宮司社があり、東側は急斜面 となっている6台地は45× 30m位のひろがりがあり、標高は 792mで あ
る。台地上からは東に諏訪大社上社、さらに盆地 を越 えて八ケ岳・蓼科・霧ケ峰・和田峠・高ボッチ 0美

ケ原、そのゴヒ西.に北アルプスが一望のもとに見わたせる。

調査はセ ンター杭 139+60を AAと してAQま で、35～ 56に グリッ ドを設定 した。層序は台地中央から
北西にかけて、耕作土・その下に礫混在砂質褐色土があるが、南側から山寄 りにかけてはこの二層の間に

lmを こす黒色土がみられた。この黒色土に 3号住居址が構築 されている。

2) 遺構 と遺物

本遺跡の調査区では、平安時代の住居址 3軒、中世の竪穴式住居址 2軒、中世の建築址 1軒 とこれらに

伴 なう遺物が検出された (図 32の 2)。 また、少量ではあるが縄文時代中期の遺物 も発見 されたが遺構は存

在 しなかった。

ア 住居址

ア) 1号 住居址  (図 32、 写 21)

遺構 台地中央西寄 りで建築址 に近接 して礫混在砂質褐色土を掘 り込んで検出された。プランは3.60×
4。 10m、 深 さ50cmの 方形竪穴住居址であり、その主軸方向はN33° wで ある (図32の 3、 写21の 88)。 床面

は地山を掘 り込んだままであり、床面付近に多量の石が並ぶ中世住居址に多くみられる特徴 を持 っている。

覆土には全体的に少量の炭化物が散在する。壁はわずかに傾斜するが明確である。また、西隅の壁が他の

3ケ 処 に比較 してゆるやかな傾斜 となっている。床面には石のほかに柱穴が 4ケ所検出された。また壁外

にも住居址の短辺にそって 3ケ所ずつ 6ケ 所の柱穴が検出された。このことは上屋構造を知る手掛 りとな

るであろう。

遺物 本住居址出土の遺物は内耳土器片・天 目茶婉片・カワラケ片・鉄滓・鉄片等である。これら遺物
はすべて少片であり、住居址覆土の I層下部・Ⅱ層上部からの出土であるが、地点的な集中性はみられず

量 もきわめて少なかった。
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イ) 2号 住居址  (図 34036037、 写 21・ 22)

遺構  台地中央部 に位置する。礫 が多く、また黒色土層中の遺構のため検出は困難 を極めた。 しかし、

北西半分が褐色土を切っていたので一応プランの確認がで きた。形状 は東西径
4.05mの や |や ゆがんだ方形

竪穴住居址である(図 34の 1、 写21の 89)。 覆土は黒色土で主軸方向は N35° Wを はかる。壁高は残存 した

高さで10cm内 外であり、ほぼ垂直に立ち上がる。南東壁は確認で きなかつた。竃は北西壁中
央部やや北寄

りに位置 し、その形状 は石組粘土竃であり、煙道は壁外に出さず、壁にそうて立ち
上がらせてものである

(図 34の 2、 写21の 90)。 床面は竃周辺では硬い面がでたが、南東 4分 3程は床面 らしき様子はほと
んどな

かった。本住居址の東隅に4号住居址の竃 を破壊 したと思われる焼土が残存 していた。 4号住居址 との関

係は一部員占床面もみられるので、本住居址が新 しいと考えている。主柱穴は 3ケ所確認で きた。
この うち

2ケ所は住居址西傾1で、竃の両側 に壁をやや切 り込んで存在 した。また他の 1ケ は東隅にあつた。東隅の

柱穴は南東壁の位置 を推定する資料 となるであろう。

遺物 本住居址出土遺物は土器の他に土製品と鉄製品がある。土器は土師器鍔 釜 (図 36の 1)・ 甕形土

器片・杯形土器 (図 36の 2～ 8)、 須恵器甕形土器片・杯形土器片、灰釉陶器士宛土器 (図 36の 10)・
皿形

土器 (図 36の 11～ 15)で ある。また墨書土器が 2点 みられた(図 36の 7・ 8、 写22の 92)。 他 に不明鋼製品

(図 37の 1)と 鉄製品 (図 37の 2)及び土錘 8点 (図 37の 3～ 10、 写22の 93)が ある。        ′

ウ) 3号 住居址  (図 33:36037、 写22)

遺構 台地南東隅に位置する。黒色土層中の遺構であるため検出は困難 を極めた。形状 は隅丸方形で、

東西 4。 55m、 南北3.70mを 呈 し、その主車由方向はN53・ Wである (図 33の 1、 写22の 94)。 壁高は南側で30

cm、 北側で15cmを 計 りほぼ垂直な壁である。床面は全体に硬 く、北西側が
ロームの貼床となる。また北側

隅は特に硬い。この隅は他の隅と異なり、やや大 きく緩やかに曲って
いることから、床面の硬 いことも合

わせて出入口であったことも考えられる。竃は南狽1隅にあり、石組粘土竃であるがほとんどくず
れている

(図 33の 2、 写22の 95)。 竃東側の壁は石が積んであり、土留めの性格 をも
つものと考えられる。 さらに、

この付近の床には石が散在 しており、こちら側の土が軟弱であったとも考えられる。竃
の西側 に隣接 して

40× 60cm、 深 さ20cmの、底に平石を置いた長方形 を呈する穴があり、貯蔵穴と推定された。住居
tlL西隅に

はピッ トがみられ、この上面に 3～ 5 cmの 厚さで焼土が存在 した。焼土の上面は床面 と一致する。この
こ

とから竃の移築があつたも
｀
のと想定される。床面上に柱穴 と思われるものも存在 したが、黒色土の床の部

分のため、すべてが確認で きたとは言い難 く、柱穴の配置状態は不明である。

遺物 土器 と鉄製品がある。土器は土師器の杯形土器 と皿形土器があり(図 36の 16～ 20)、 また灰釉陶器

の壺片・婉形土器片・段皿 2点 (図 36の 21022、 写22の 96)が ある。金属製品としては釘が発見 されてい

る (図 37の 11)。

工) 4号 住居址  (図 34036)

遺構 台地中央で 2号住居址 に切 られて東側に存在する。形状は一辺が 4.8mで他辺は不明であるが、

隅丸方形 を呈するものと思われる(図 34の 1)。 壁高は15cm前後で北東壁のみ確認 された。床面
の状態は北
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東半分が礫混在砂質褐色土で良好であるが、他は明確でない。主柱穴は 3ケ所確認で きた。これらの柱穴

内に礫 がわりあい多く入っており、根固めに用いられたものと思われる。竃は東壁の中央 と推定 される部

分に焼土が残存 しているが、 2号住居址構築時に破壊 されたため、痕跡 しか認められない。

遺物 本住居址出土遺物は土器のみである。土師器の杯形土器 (図 36の 23024)と 須恵器の杯形土器 (図
36の 25)の破片である。

オ) 5号 住居址  (図 34036037、 写23)

遺構  台地中央北寄 り、建築址の東側 に発見 された中世の住居址である。形状は方形で規模 4.20× 6。 10
mを 計 る。主軸方向はN36° wである (図 34の 3、 写23の 97098)。 壁高は50cm内外で、ややなだらかであ
り、北壁は硬 く良好であるがその他は軟弱である。床面は硬 く良好であるが、南東側半分は石が敷 きつめ

てあり、住居址内の利用目的の差異 をあらわしていると考えられる。竃 も炉址 もなく、また柱穴 も明確 に

検出す ることはで きなかった。

遺物 本住居址出土遺物は、内耳土器片・かわらけ片 (図 36の 26)・ 陶器片 (図 36の 27)と 鉄製品であ
る。鉄製品には釘 (歯 37の 12)・ 刀子 (図 37の 13014)・ 永楽通宝 (図 37の 15、 写23の 99)がある。

建築址  (図 35036、 写 23)

遺構  台地北寄 りに検出された中世の建築址である。規模はおよそ 9× 13mで あり、その主軸はN40°
Wを示す (図 35、 写23の 101)。 この中に長軸の方向に 8条、短軸の方向にも数条のにぎり挙大乃至は人頭

大の礫 の帯状石列がみられる。これらは比較的浅 いために、耕作の影響 を受けており、その規模・形状の

正確 な把握はで きなかった。ましてや、帯状石列内に柱跡 と想定で きる痕跡 はなく、円形的配石も平石の

柱台的なものも検出で きなかった。

遺物 本建築址出土遺物は、中世のかわらけ片 2点のみである(図 36の 29、 写23の 100)。 特に29は 、配
石址の上部にほぼ完形で発見され、その上部には土が盛 ってあり、城山遺跡の 2号建築址 と類似する性格

をもつ ものと考えられる。

ウ その他の遺物  (図 36037)

包含層出土遺物には土器・石器・鉄製品がある。土器には土師器杯形土器 (図 36の 30)、 灰釉陶器士宛形土

器 (図 36の 31)・ 皿形土器 (図 36の 32)、 中世以降の内耳土器片・かわらけ片・陶磁器片がある。また、縄

文時代前期及び中期の土器片 もある。石器は石鏃 5点 (図 37の 19～ 23)、 ドリル 1点 (図 37の 24)、 敲打器 2
点 (図 37の 25)、 凹石 2点 (図 37の 26)、 磨石 1点 (図 37の 27)、 砥石 2点がある。また鉄製品として、鉄砲

玉 1点 (図 37の 16)、 刀子 2点 (図 37の 17・ 18)、 釘 2点、古銭 (寛永通宝)1点 、鉄滓等がある。
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まとめ

大熊道上遺跡 は小田井沢川の南側に位置する小台地である。中央道はこの台地全体をその用地 としてい

る。本遺跡 の中心部は下方の扇状地にあるが、一台地の全体を掘 り上げた点に意義がある。

今回の調査 によつて判明した当台地上における時代相は、縄文時代前期
0中期、平安時代、中世、近世

であるが、検出された遺構は平安時代住居址 3軒、中世住居址 2軒、中世の建築址 1軒である。この うち

特に注 目されるのは中世の遺構であろう。 2軒の中世住居址はその形状 からみて、飯田市伊賀良の小垣外

遺跡検出の竪穴住居址 と類似 している。今後 とも同種の遺構が増加すれば新知見が得 られるものと思われ

る。建築址は城山遺跡 2号址の建築遺構 と類似 し、その配石及び列石のあり方、遺物の出土)1犬況 など特に

考慮する必要があろう。列石の性格については雨落 し用のものと柱の土台置 き用のものとの二説が考えら

れるが、先ず土台用と考えるのが妥当かと思われる。本遺構の検出された小台地そのものについてみても、

南側、山寄 りの斜面と東側の斜面を含む台地全体 を削平 したと推定で き、西に続 く荒神山遺跡の中世遺構

・居館址、大熊城址、城山遺跡の中世遺構 と関連 し、中世山城の一区画を構成するものと考えられる。こ

れらのことから、中世山城は一般 に考えられているよりも、かなり広範囲なものであることがうかがわれ、

今後の城郭研究に問題を提起するものと言える。また、中世の竪穴住居址 と建築址の時間的差異について

少 しくふれておきたい。 5号住居址 と建築址 との関係をみると、 5号住居址の 3分 2が建築址の下にあり、

換言すれば、永楽通宝を床面より発見 した 5号住居址の上部に建築址が建立 していたことになり、中世の

遺構はともに室町時代 と想定 して先ずまちがいないであろう。最 も建築址は場合によっては、江戸時代ま

で使用されていたかも知れないが、その建立は出土かわらけよ り室町後代末期 と考えている。

平安時代の住居址は 3軒検出されているが、小田井沢川西側の荒神山遺跡の同時期の住居址 とも考え合

わせ、両遺跡は川こそ間にあるものの非常に関連深いものと考えている。 2号住居址出土の土錘 8点 は下

諏訪町の殿村遺跡 よりも多量の土錘がでており、諏訪湖周辺の平安時代の生産様相を知る一つの手がかり

として、貴重な資料を提供 したと言えよう。また、縄文時代について言えば当遺跡 を縄文時代の独立 した

遺跡 と考えるよりは、荒神山遺跡の一部 と理解すべ きであり、それが遺物の散布のみであることから推察

で きるのである。

いずれにしても、本遺跡は中央道により項部が確認 されはしたが、その中心部が用地外ゴL側 にあり、こ

の地域での開発 には今後充分なる調査が必要かと思われるのである。         (松  永 )

3)
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1.3号住居址 (1:80)
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芳七 ネ申 山 遺 跡

1)位  置

遺跡 は諏訪市湖南字南大熊小字荒神山2531、 2537-41番地 にある (図 38、 写24の 102、 103)。 守屋山塊か

ら諏訪湖へ北流する小田井沢川の西岸に立地 し、大熊道上遺跡 と相対する。小田井沢川の浸倉虫谷は中央道

用地南方で次第に谷幅を広め、下方では崖錐状の小扇状地 を形成 し、扇端部には南大熊部落が存在する。

今回の調査地点は、その扇項部 に位置 し、西は大熊城址 となる舌状台地を背に、南は小規模 な段丘崖 を背

にするか、それに続 く斜面である。調査区西半は東への緩傾斜面、東半は北東への相当の傾斜 を持つが、

その上下に狭いテラス部が存在 し遺構が集中する。標高は794～805mを 示 し、畑、桑園、果樹園となって

いた。

9

第38図 荒神山遺跡地形図 (1
(× 印 1。 荒神社祠跡 2.御頭畑

:2000)

3.御射宮司社跡碑

一-88-一

4。 大熊城址第Ⅵ之郭 5。 鎌倉街道 )



遺跡地地名の荒神山は調査区南東隅の急斜面に荒神社が祠 られていた (38図 xl)に 由来するものと考

えられ、北束の用地 に接する畑は御頭畑 (同図 X2)と 呼称 され、北西用地外の 段 郭 と考えられるテラ

スには御射宮司社跡の碑が建立 されている(同図 x3)。 鎌倉街道 と呼ばれる古道 も存在する ((同図 5)。

荒神祠跡の南西用地外では十数年前耕作中に炉址 を確認 しているといわれ、調査区上段では縄文土器、青

磁片等を表採 している。従って、遺跡 の範囲は上下に相当の広 さを持つ ものと考えられる。

グリットはセ ンター抗 138+20を起点AAと して、東西方向にAA～ AYま で、それに直交す る方向に

34～ 54ま でのA区 に設定 した。A区 グリット南壁の層序は耕土層 (15～ 35cm)、 西では褐色土で東するに従

い黒褐色土 となる近世～中世遺物包含層 (最大90cm)、 御射宮司社跡碑のある段郭削平時に運ばれたかと推

定 される移動ローム土層をはさみ、黒土層が上層より平安時代、弥生時代遺物包含層、下層が縄文時代遺

物包含層となる(57図 1～ 3)。 ローム層までは非常に深 く、遺構の重複 も多く、調査期間が限られている

ため、ブル トーザーによる表土はぎをした。排土量が多く何回も土を移動 させねばならず、用地全体を調

査することが出来なかつた。また、ブル トーザによる排土が深す ぎ、遺構 を破壊 しす ぎて しまったものも

ある。記 して、お詫びしておきたい。

遺 構 と 遺 物

今回の調査 (第一次)で検出された遺構は住居址 66軒 (縄文時代46軒、弥生時代 3軒、平安時代 8軒、

中世 9軒 )、 中世建築址 1、 溝址 3、 縄文時代～中世の土墳 174、 縄文時代土器集中区 1の 多数 にのぼる。

遺構は黒土層及びローム層に掘 り込んでいるが、黒土層中の遺構 も多く、また、切 り合いが多いため検出

には苦心 した。なお、周辺の地形、遺物の散布範囲からみて、調査区北方のテラスや上段の谷間一帯にま

で広がる大遺跡の一部 と考えられる。

本報文には、今回調査 した遺構の内、住居址、中世建築址 とその出土遺物のみを記載 し、土渡及び土器

集中区等は第二次調査報告書へまわすことにした。また、切 り合 う住居址では住居址番号の若いものが新

しいとは限らない。いわゆる「平出第Ⅲ類 A」 と呼ばれる土器は平出第Ⅲ類 Aと 略記する。

ア 縄文時代の住居址

ア) 1号 住居址 (図 40060077078079・ 1120124・ 129、 写26)

遺構  A区 の最西端、大熊城址第V之郭の東斜面テラス部で検出された。プランは半竪穴住居址で東側

を欠 くため、東西方向は把握できなかつたが、南北5.85mの ほ 円ヾ形 を呈するものと思われる。主軸方向

は不明である(図 40の 1)。 壁は口ニムでほぼ垂直に立ち上がり、西壁は55cmの 高さを計る。床面は東へや

傾ゝ斜 し、西壁下の柱穴周辺は硬いが他は軟弱である。周溝は存在 しない。炉は中央や 南ゝ寄 りに焼土が

確認 され、その周囲には石が散乱 しているので炉址 と推定 した。この炉址 と西壁に接 して出土 した深鉢の

出土 )1犬況から、この面を一時期の生活面と考えてみたが、下層18号住居址 との同心円上重複 と考えられる。

本址は19号住居址 (曽利Ⅲ古 )に切 られ、26号住居址 (曽利Ⅱ古 )、 61号住居址 (曽利 Ⅱ)、 54号住居址 (

2)
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曽利 I)を 切 っている。

遺物  出土遺物はあまり多くない。土器は縄文中期後葉曽利Ⅱ式である。深鉢 (図 60の 1～ 4・ 77078

・79の 1～ 8、 写26の 106～ 108)の他・図示 しなかったが有孔鍔付土器の小破片 も出土 している。石器は

打製石斧 5点 (図 112の 1・ 2)、 粗製石匙 2点 (図 112の 3・ 4)、 凹石 3点 (図 112の 5)が あり、スク

レイパー 1点 (図 124の 1)は片面に自然面を残す両面加工で図下辺は鋸歯状加工をし刃部 としている。

使用痕のある景J片 (図 124の 2)は縦長の景J片の一辺 に刃つぶ しを施 し、鋭利な対辺を刃としている。

他に、石鏃 (同図 3)が ある。土製品では土器片使用の土錘 (以下、土器片錘 )(図 129の 1)が ある。

イ) 3号 住居址 (図 40060079080・ n301240129、 写27)

遺構  B区 南寄 りの急斜面下に検出された。プランは東西4.25m、 南北4.00mの ほぼ円形 を呈 し、主軸

方向は N49° Eを示す (図 40の 2、 写27の 116)。 黒土中に構築 された竪穴住居址で、壁は軟弱であるがほ

ぼ垂直 に立ち上がり、壁高は西30cm、 東20cmで、床面は黒土層に薄い平担 な貼床 となり、硬 くたたかれ良

好である。なお、埋甕 から南東部は黒土の床面となり軟弱である。周構は幅20cm程で深 さ20cmの ものが全

周する。柱穴は 9コ 検出されたが、 Pl～ P5が主柱穴 と考える。 P2が や 浅ヽ ぃ。炉は中央南寄 りで、

109× 105cm、 深 さ42cmを 計る方形切 り姫撻状石囲炉である。埋甕 は南東壁 ぎわに正位で埋設され (図 58

の 1060の 6・ 写27の 113)、 底部を欠いているが平板 な蓋石を持 っている。その内部に充満する黒土中に

は微量の骨片 と炭化物が認められた。また、埋甕の西側床面直上には握 り挙大から人頭大の礫集中部があ

り、その礫直上で深鉢 (図 60の 7、 写27の 114)が出土 した。

遺物 出土遺物は多く、土器は縄文中期後葉曽利Ⅲ式でⅡ式的要素も残存する。深鉢 (図 60の 5～ 100

79の 9～ 17080)と 小形台付土器 (図 129の 22)があるが、後者は丹彩 されている。なお、図示 してない

が、有孔鍔付土器片 も出土 している。石器は石鏃 2点 (図 124の 4・ 5)、 小形石匙 2点 (同図 7)が あり、

異形石器 (同図 6)は台上で長軸方向より加撃 し、鋭利な一辺に使用痕 を残すコア様の石器である。他 に、

スクレイパー 1点がある。土製品では土器片錘 1点 (図 129の 2)が ある。

ウ) 4号 住居址 (図 42・ 60～ 62・ 81・ 82・ 1120124・ 129、 写22028・ 29)

遺構  B区 上段のテラス部で検出された。プランは北側が 5号住居址 に切 られているが、東西5.10mの

楕円形 を呈 し、主軸方向は S78° Eを示す (図 42の 1、 写28の 119～ 122)。 壁は傾斜 し、良好 な遺存状態の

南壁は53cmで、北するに従い低 くなり床面 と一致する。東壁部には地山の巨石があり、床は炉より南がロ

ーム、北東部が黒土でともに軟弱である。黒土の床の多くは後世の攪乱 を受けている。周溝は存在せず、

柱穴はローム部で 4コ 検出したが、 Pl～ P3が主柱穴 と思われる。中央の方形石囲炉は45× 55cmで、内

部には完形 に近い深鉢 (図 61の 2)が出土 した (写 28の 121)。

遺物の出土状況は図60の 13が床面より浮いているが、他は床面のものが多く井戸尻パターンの出土形態

を示す。

本址 は 5号住居址 (平安後期 )、 32号住居址 (曽利Ⅱ)に切 られ、55号住居址 (藤内 I古)を切っている。

遺物  出土遺物は多い。土器は縄文中期中葉藤内 I式である。深鉢 (60の 11～ 13061の 1～ 10・ 62・

81の 1～ 13・ 15～ 17082、 写29の 125～ 128)があり、図60の 13061の 3062の 1は完形である。浅鉢 (図
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61の ■・81の 14)は 2点 ある。図61の 1082の 14γ 21は 平出第Ⅲ類 Aで あり、図60の 11・ 12、 61の 2は そ

の系統 に入る土器であろう。石器は打製石斧12点 (図 112の 7～ 14)あ るが、14は礫 の一部 を磨 き刃部を

作 り出 した部分磨製石斧である。他 に、横刃形石器 1点 (図 112の 15)、 凹石 3点 (同図16～ 18)、 自然面を

多く残 した縦形粗製石匙 1点 (図 124の 11)、 石鏃 (同図 809)が あるが、 8は 刃部を鋸歯状 に整形 した。

片面加工に近い雑な作 りの有柄石鏃である。スクレイパー 2点、使用痕ある景J片 (図 124の 10)が ある。

土製品では土器片錘 2点 (図 129の 3～ 4)が ある。

工) 6号 住居址 (図 440630830124・ 129、 写 31)

遺構  B区 上段のテラスで 4号住居址の西に位置する(図390写 25の 104)。 プランは東西 3。 40m、 南北

3。 40mの 円形 を呈する半竪穴住居址であったと推定 されるが、55号住居址検出中に本址の存在 を気づいた

ため北部を破壊 して しまった。従って、主軸方向は不明である (図 44の 1、 写31の 138)。 南西壁はローム

でほ 垂ゞ直に立 ち上がり、壁高55cmを 計る。床面を後世の場形変化で生 じたと思われる湧水が西壁にれり、

口

「

ムのタタキ床であるが軟弱 となっている。また、ゴヒ東部は55号住居址上に黒土の貼床 しているが、こ

の部分は沈下 し傾斜が大 きい。周溝は存在 しない。柱穴はローム床面で 4コ 、黒土貼床部で 1コ検出され

ている。焼土或いは炉址 と断定で きる部分は確認で きなかつたが、中央や 北ヽ寄 りに集石があり、これが

炉址であらた可能 1生は大である。

本址は55号住居址 (藤内 I古)を切 り、その上に貼床 している。

遺物 出土遺物は比較的多い。土器は縄文中期中葉藤内 正式で、深鉢 (63の 1～ 7083、 写31の 1340

136・ 137)、 浅鉢 (図 63の 8)の他に図示 しなかったが台付土器片がある。図63の 1～ 3、 83の 9～ 14は平

出第Ⅲ類 Aで ある。なお、浅鉢は補修子Lを 両面からあけ始めているが貫通 していない。石器では石錐 1点

(図 124の 12、 写31の 135)、 スクレイパー 1点があり、土製品では土器片錘 2点 (図 129の巧 06)が あ

る。

オ) 7号 住居址 (図440630840113・ 129、 写32033)

遺構  B区 上段のテラス部、 6号住居址の北側 に検出された (図 39、 写25の 104)。 プランは東西4.20m

で、北半は傾斜地のため耕作により失われているが、円形を呈する半竪穴式住居であつたと考えられるも

主軸方向は不明であるが、ロームの壁はほ 垂ヾ直に立ち上がり、西壁高は30cmを 示す。南壁は不明瞭にな

るが25cmを 計 る。床面は南側でロームをたたいているが、他は黒土に多くの礫 が撮入 し軟弱である。周溝

は存在 しないo柱穴は Pl～ P3が検出され主柱穴であろう(図 44の 1、 写33の 145)。 中央の方形石囲炉

|は 60× 60cmの規模で、底に10～ 15cmの礫 を敷いているが、焼土は殆んど認められなかった (写 32の 141)。

本址は55号住居址 (藤内 I古)を切 り、同址より新 しい。

遺物 出土遺物は多くない。土器は縄文中期中葉藤内 正式である。深鉢 (図 63の 9～ 13084、 写32の 139

0140)と 図示 していないが浅鉢 /Jヽ破片がある。図63の 9010は平出第Ⅲ類 Aで、13に は補修孔がみられ

る。石器では打製石斧10点 (図 113の 15～ 19)、 磨製石斧 1点・(同図20)、 凹石 4点 (同図21～ 23)、 スクレイ

パー 2点 がある。土製品では切 りこみが不明瞭なため土製円板 と考えるもの (図 129の 708)が ある。
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力) 8号 住居址 (図 43058064065・ 85・ 86・ n40125・ 129、 写32～ 34)

遺構  B区 下段のテラス部で検出された (図 39、 写25の 105)。 プランは東西5.65m、 南北5.85mで 、束
西壁は直線の方形に近い楕円形 を呈 し、主軸方向は s41° Eを示す (図 43の 1、 写33の 147)。 壁はローム

でほ 垂ヾ直に立 ち上がり良好な遺存状態で、壁高 |よ東 15cm、 西34cm、 南71cm、 北29cmを 計る。床面は平担

なロームのタタキ床で硬 く良好である。周溝は全周 し、周溝内の東壁下には小 ピットが 3コ 並び、南壁下

には 5コ 並んでいる。柱穴は四隅に4コ の主柱穴 と補助柱穴 4コ がある。また、東壁上には深 さ39cmの柱

穴 2コ が検出され、その柱穴間の壁高は低 くなり入口施設であろうか。炉は中央西寄 りに90× 100cm、 深

さ39cmの方形切 り姫撻状石囲炉があり(写 34の 149)、 西側の石以外は内部 に落 ち込むか抜 き取 られている。

炉底部 には厚 さ5 cm程の焼土があり、内部からは少量の骨片 が認められた。埋甕 は東南壁下に正位で埋設

されているが、底部は欠かれ底には平石がしかれ、蓋石はや 北ゝ側 にず れていた。

本址 は土渡 79に貼床 している。従って土墳79は 本址 より古い。

遺物  出土遺物は多量で、土器は縄文中期後葉曽利Ⅲ式でⅡ式の要素も強 く残す。深鉢の個体数は多く
(図 64065の 1～ 5085086、 写32の 142～ 144)、 図64の 1は北関東の加曽利 E式 に近い土器であり、関東

との交流を知る上で重要な資料であろう。なお、本址出土土器は地文に縄文をもつ ものが多く、伊那谷の

土器との近縁性 も示 している。他 に小形土器 (図 129の 21)がある。

石器では打製石斧 1点 (図 114の 1)、 磨製石斧 9点 (同図 203・ 10、  125の 10708`12013、 写
33の 148)の 内、小形磨石斧 5点 を数え、 P2内 とその西側周溝中より各 2点 が出土 している。その形態
には差があり用途に応 じたセ ット化と小形磨石斧の出土状況 が注意されよう。凹石 8点 (図 114の 4～ 9)、

敲打器 1点 (図 125の 9)メま自然石の両端 に打撃が力「 えられており、全体 に強い擦痕が認められる。小形

石匙 3点 (同図 405)、 石鏃 7点 (同図 203010)、 不クレイパー 5点 (同図 14・ 15)、 使用痕ある景J片 1

点 (同図11)が ある。

キ) 10号新住居址 (図 43058065・ 87・ 88・ n40H50124、 写34035)

遺構  B区 下段のテラス部、 8号住居址の西側に検出された(図 39、 写25の 105)。 プランは東西5.35m、

南北 5.10mで 壁の一部が直線 となる不整円形を呈 し、主軸方向は s15° Eを示す (図 43の 2、 写34の 151)。

壁はロームでほ 垂ヾ直に立 ち上がり、壁高は東 19cm、 西21cm、 南31cm、 北28cmを 計る。周溝は深 さlocm内

外で全周 している。床はほ 平ヾ担 なロームのタタキ床で良好である。なお、10号 旧住居址の周溝く柱穴及

び埋甕 にはロームの貼床をしている。主柱穴 Pl～ P4と 補助柱穴が検出された。西壁上 に検出された 2
コの柱穴は本址の壁柱穴 と推定 される。中央北寄 りの方形切 り姫撻状石囲炉は120× 120cm、 深 さ29cmの規

模で石は抜 き取 られている。埋甕 は東西壁下に正常で埋設 され (図 58の 4-b・ 65の 11、 写34の 150035。
の .152)、 底部は欠損 していて蓋石はない。

本址 は63号 (曽利Ⅲ )、 64号住居址 (曽利 Ⅱ)に貼床されておりより古い。

遺物  出土遺物は多くない。土器は縄文中期後葉曽利Ⅱ式である。深鉢 (図 65の 6～ 9011087088)

と有孔鍔付土器 もしくは両耳付壺 (図 88の 17)がある。石器では打石斧 3点 (図 114の 14015)、 敲打器 (

同図■ )、 凹石 4点 (同図12013016)、 磨石 1点 (図 115の 1)、 石棒欠品 1点 (同図 2)(ガ 形ヽ縦形石匙 1

点 (図 124の 13)、 石鏃 2点 (同図14015)が ある。
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ク)10号 旧住居址 (図 43054065、 写34035)

遺構 上記、10号新住居址 と同心円上重複の住居址である。プランは東西4.00m、 南北 3。 60m程 の楕円

形 を呈する竪穴住居址であったと思われ、新住居址 より小 さい。主軸方向は同址 と同 じく s15° Eと なろ

う(図 43の 2、 写34の 151)。 床面は新住居址より僅 かに高かったようで、周溝は深 さ 3～ 4 cmで 3分の 2

程検出された。柱穴は新住居址に貼床 されているが、検出洩れがあるためか不規則 な配置である。本址の

埋甕 aは ロームの貼床下に正位で埋設 されていた (図 54の 4-a・ 65の 10、 写35の 152、 153)。

遺物 埋甕 の深鉢 1点だけであるが、口縁部を削 られており網代底である。縄文中期後葉曽利Ⅱ式土器

で新住居址 との時間差はあまりない様である。

ケ)12号 住居址 (図 45058066・ 89090011501240128、 写 35036)

遺構  B区 下段のテラス部で 8号居址の南側 に検出された (図 39、 写25の 105)。 プランは東部 を中世25

号住居址 に破壊 されているが、南北 4。 80mの円形 を呈する竪穴住居址で主軸方向はN83° Eを示す (図 45

の 1、 写35の 156)。 西壁は含礫 ロームで高さ48cm、 北壁高は19cmで ある。床面は平担 なタタキ床で硬 い。

周溝 も残存部 に深 さ 3～ 7 cmで検出されているため、構築時には全周 していたものと推定 される。柱穴は

床残存部で 2コ 、25号住居址内で 2コ 検出されたため 4柱となる。中央西寄 りの方形切 り姫撻状石囲炉は

62× 72cm、 深 さ50cmで、石は抜 きとられている。内部には焼土が厚 く推積 し、この下層から獣骨 と思われ

る小量の骨片 が検出されたの東壁 ぎわと推定される25号住居址貼床下からは底を欠いた埋甕 が正位で埋設

されていた。25住床面|は本址より10cm程低 くなるため上部を削 られている (図 58の 5・ 66の 6、 写36の 160)。

炉址北東隅外床面直上には深鉢が伏せ られていた (図 66の 4、 写36の 159、 161)。

遺物  出土遺物は多い。土器は縄文中期後葉曽利 Ⅱ式である。深鉢 (図 66の 1～ 406・ 89・ 90の 1～

11、 写36の 161)と 補修孔のある浅鉢 (図 66の 5)、 有『 L鍔付土器の退化 し始めたもので鍔 に孔があけられ

たもの (図 89の 9)が ある。石器では打石斧 1点、磨石斧 1点 (図 115の 3)、 凹石 6点 (同図 4～ 9)、 石

皿 3点 (同図10～ 12)が ある。H012は P3出土の小形品で、12に は凹、穴が多数あり凹石 としての機能 も

持つ。スクレイパー 2点 (図 124の 16017、 写36の 162)の 内、16は黒耀石の転石の一部 に片刃をつけた

ものである。土製品では板状土偶胸部 (図 128の 1、 写36の 158)がある。

コ)16号 住居址 (図 47・ 58・ 66・ 90091・ 1160124、 写 38)

遺構  A区 にある中世建築址の下層で検出され、 3号住居址の東にある(図 39)。 プランは東西4.30m、

南北4.30mの 方形 に近い下整円形 を呈 し、主車由方向はN60° Eを示す (図 47の 1、 写38の 174)。 ロームの

壁は良好で垂直に立ち上がり、西壁高は62cmで東は低 くなるが東壁はブル トーザーで破壊 されている。床

面はロームのタタキ床で硬 く、その 1～ 3 cm下 層に古い床面があり、土墳80上 にも二重の貼床が認められ

た。周溝は全周 していたと思われるが、南壁下の一部は二重の周溝 となっている。主柱穴 Pl～ P4の深

さは一定 しない。中央や 西ゝ寄 りの方形切り姫燿状石囲炉は100× 110cm、 深さ36cmで、石は抜 き取 られて

いる。炉址内部には本炭片 を含む焼土が厚 く残存 し、土器片が出土 している。埋甕 は東壁 ぎわに正位で埋

設されているが蓋石はない(図 58の 6・ 66の 13、 写38の 1720173)。 この内部には黒土が充満 し、石器 1点

と礫 が検出された。なお、本址は上記の発掘所見に加え、補助柱穴の多い事からして改築が行われている
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様である。

遺物 出土は遺物は多い。土器は縄文中期後葉曽利Ⅲ式でⅡ式の要素を残す。深鉢 (図 66の 7～ H、 90
の12～ 15091、 写38の 172)、 内外面に朱塗 りする浅鉢 (図 66の 12)が ある。図91の 18は 曽利 V式土器片で

混入遺物である。石器は打石斧17点 (図 116の 2～ 9)、 磨石 2点 (同図10011)、 凹石 5点 (同図 116の

12～ 15)、 粗製石匙 1点 (同図 16)、 石鏃 8点 (図 124の 18～ 20)、 スクレイパー 1点 (同図 124の 21、 写38

の 170)は 両刃加工の自然面を残すものである。

サ)17号 住居址 (図 47・ 67092・ 116・ 125・ 128、 写 39)

遺構  A・ B両区にかけて位置 し、16号住居址の東側に検出された (図 39)。 プランは遺構の大部分が排

土盛土の下にあリー部調査のみのため、祥細 は二次調査に待 ちたい。検出 した西壁は傾斜 しているが壁高

65cmを 計 り、床面はロームのタタキ床で硬 く周溝がめぐらされている (図 47の 2、 写39の 117)b

本址 は41号住居址 (曽利Ⅱ古 )を切っていてより新 しい。

遺物 出土遺物は多いが全て覆土遺物である。深鉢 (図 67の 102、 92の 1・ 4～ 7)、 は曽利Ⅱ式、深

鉢 (図 67の 3、 92の 203)、 蓋 1点 (図 128の 6、 写39の 175)は 曽利V式 に入るものと考えられ、両式

の遺構 が重複 している可能性が強い。石器は打石斧 1点 (図 116の 17)、 スクレイパー 1点 (図 125の 16)

がある。

シ)18号 住居址 (図 47・ 58・ 67・ 920116、 写 39・ 40)

遺構 調査区の最西端、大熊城址第V之郭の東斜面テラス部に位置 し、配石 1、 1号住居址の下層にな
る。プランは傾斜地で平竪穴式住居となるため東壁部が明確でないが、南北5.60mの ほ ゞ円形 を呈 し主軸

方向は s55° Eを示す(図 47の 3、 写39の 180)。 壁はロームで固 く良好、壁高は東が低 く、西89cmを 計る。

床面は東へ 4° 傾斜 し、ロームのタタキ床で硬 い。なお、東壁附近は貼床となり床が落 ち込み荒れている。

周溝は 5 cm内 外で全周 したものと思われる。主柱穴 6コ の内、南側の 4コ は重複 しており、 1号住居址の

検出洩れのものと考えられる。中央西寄 りの方形切 り姫撻状石囲炉は 120cm方、深 さ40cmで 、大 きな平石

を使用 し、内部からは土器片が出土 している(写 39の 179)。 炉址 より60cm程北西寄 りに内外面朱塗 りし底

部穿孔 された壺形土器が逆位で埋設され、口緑部は地山の石と土圧で破損 しているが、ほ ゞ完形である、

(図 58の 7・ 67、 4・ 写40の 181～ 2)。 伏壺の形態であるが、どのような意味 を持つものであろうか。

本址 は 1号住居址 と同心円 上重複で、同址の床面より本址床面は30cm程低 く、19号住居址 (曽利Ш古 )

に切られ、61号 (曽 利Ⅱ )、 54号住居址 (曽 利 I)を 切っている。

遺物  出土遺物は少ない。土器は曽利Ⅱ式で深鉢 (図 67の 5、 92の 8～ 22、 写39の 178)、 壺 (図 67の 4)

の他に図示 していないが、浅鉢小破片がある。石器は凹石 1点 (図 116の 18)の みである。伏壺は肩部の

低 く細 い隆帯 を半載竹管で上下交互の連続刺突 し、胴部は箆の刺突文で埋めている。

ス)19号 住居址 (図 39・ 48・ 67・ 93・ 940H6・ 125、 写 40)

遺構 調査区最西端、大熊城址第V之郭の東斜面のテラス部にある配石の 下層に検出された (図 39)。

部は傾斜地で表土が浅 く耕作により攪占Lさ れ、南部は18)ナ住居址 に貼床するのが部分的に認められた。

東
　
西
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壁も僅 かに数cm残 るだけであるが、床面残存部 には音5分的に硬い筒所が認められた。

本址は 1号・61号住居址 を切 り、18号住居址 に貼床 し曽利Ⅱ式期の 3軒より新 しい。

遺物 出土遺物はや ヽ多い。土器は縄文中期後葉曽利Ⅲ式でⅡ的要素が残る。深鉢 (図 67の 607093

094の 1～ 4)片 があるが、図93の 15は勝坂期、図93の 2012014は 明 らかに曽利V式で混入遺物である。

石器は打石斧 3点 (図 116の 19020)は破損品であるど凹石 4点 (図 116の 21022)、 スクレーパー 2点 (

図 125の 17、 写40の 184)がある。

セ)21号 住居址 (図 39:48・ 067、 写40の 185)

遺構  B区 下段のテラスにあり用地北境 に検出された (図 39)。 黒土層中の住居址で、プランは38号住居

址 (曽利Ⅱ)及びび土墳78に攪乱 されていて壁部 を把握で きなかった (図 48の 3)。

床面は黒土で軟弱であるが、炉石 2コ を残す石囲炉があり浅い火床には薄い焼土が認められ深鉢 (図 67

の 8)が出土 した。

遺物 出土遺物は極めて少なく、炉内出土の深鉢 1点である(図 67の 8)。 縄文中期中葉勝坂期の土器で

ある。

ソ)22号 住居址 (図 500670117、 写25041)

遺構  B区 下段のテラス部で、 8号住居址の東側 に検出された (図 39、 写25の 105)。 プランは曽利Ⅱ式

期の31号 035号住居址に切 られ残存部は 3分の 1程であるが、ほ 円ヾ形 になるものと推測 される。規模、

主軸方向は不明である(図 50、 写41の 186)。 壁は北西部が残存するだけで礫混入ロームで傾斜 を持 ち壁高

は10～ 30cmで ある。床面はロームのタタキで硬 い。なお、31号住居址の床面とのレベル差はない。周溝は

存在 しない。主柱穴 と考えられるもの 2コ とその間に小 ピット3コ が確認 された。ゴヒ壁下の礫 の多かった

ピットは柱穴か貯蔵穴か判定できなかつた。炉はほ 中ヾ央 に埋甕炉がありに熱1の 187)、 内部には焼土が

充満 し、その南側 には焼土塊が認められた。

遺物 出土量は少ない。土器は埋甕炉に使用された深鉢 (図 67の 9)の みで、縄文中期中葉務沢式であ

る。石器は打石斧 4点 (図 117の 1)があるが、図示 したもの以外は小破片である。

夕)26号 住居址 (図 39048・ 67・ 120)

遺構 調査区の最西端、大熊城址第V之郭の東斜面テラス部で18号住居址北側に検出された。プランは

表土が浅 く耕作 により攪乱 され、南側は19号 (曽利Ⅲ古 )、 61号住居址 (曽利Ⅱ)に切 られているため、西

壁 と僅 かな床面が残存するのみである。円形 を呈する竪穴住居址になると思われるが、規模等は不明であ

る(図 48の 1)。 壁はロームで20cmの 高さを持 ち、床面はロームの軟弱 な床である。周溝は存在 しないが柱

穴 1コ が確認 された。

本址は19号 (曽利Ⅲ古 )、 1号・18号 061号 (曽利Ⅱ)住居址に切 られ、57号住居址 (新道 )を切る。

遺物 出土遺物は少ない。土器は縄文中期後葉曽利Ⅱ式でも古い様相を示す。小形円筒形土器 (図 67の

10)、 深鉢 (同図11012)‐ がある。土製品では土器片錘 1点 (同 129の 10)が ある。
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チ)31号 新住居址 (図 50059・ 68095・ 9601170126、 写 43・ 44)

遺構  B区 下段のテラス部にあり、 8号住居址の東側 に位置 している(図 39、 写25の 105)。 プランは東
西6.10m、 南北6.00mで、壁の一部が直線的となる大形の円形 を呈する竪穴住居址である。主軸方向は s

88° Eを示す (図 50、 写44の 199)。 壁はロームでほ 垂ヾ直に立 ち上 り良好である。壁高は南Hcm、 西74cm

を計る。床面西半はロームのタタキ床で硬いが、東半は33号住居址上にロームの薄い貼床 をしている。こ

の貼床部はその後の沈下で10～ 20cm低 くなり、西側床面とは30～ 40cmの レベル差が見られる。周溝は南壁

下で途切れるが、深 さ5 cm程でほ 全ヾ周するようである。柱穴は旧住居址のものと明確 に区分で きたもの

は Pl～ P3・ P5で あるが、配置からみて Pl～ P7を主柱穴 としてォ巴握で きよう。中心西寄 りの方形
切 り姫撻状石囲炉 (図 50F l)は lm方、深 さ54cmで、一部の石を残 し他は抜 き取 られている。埋甕 は東
壁 ぎわに正位で埋設 され (図 59の 2068の 9、 写43の 194-右 0193)、 土器底部は欠かれ蓋石はない。

本址は31号旧住居址 と同心円上重複でより新 しいが、や 西ヽへず らして建て直 された公算が強い。22号

住居址 (務 沢式 )を切 り、33号住居址 (曽利Ⅱ)に貼床 し、これらより古い。

遺物 出土遺物は多い。土器は曽利Ⅱ式である。深鉢 (図 68・ 94の 5～ 16095・ 96の 1～ 2、 写43の 193
・196～ 7)と 両耳壺 (図 68の 6)、 有孔鍔付土器の退化 した無孔のもの (同図 7)が ある。図96の 1は曽
利Ⅲ式、同図 2は中葉井戸尻式と考えられ、ともにP2出土である9石器は打石斧 (図 117の 3)、 乳棒状
磨石斧 1点 (同図 2)、 凹石 3点、敲打器 2点、石鏃 1点 (図 126の 1)、 スクレイパー 1点 (同図 2)が あ
り、 P2か らは使用痕ある剥片 1点 (図 126の 3)が 出土 した。

ツ)31号 旧住居址 (図 50・ 59068、 写 43・ 44)

遺構  31号新住居址 と同心円上重複で、遺構の殆んどは破壊 されている。プランは柱穴配置からみて新

住居址 とほ 同ヾ大であったと思われる。主軸方向は S88° Eで ある(図 50、 写44の 199)。 床面は新住居址

西床面下 5～ 10cmに 部分的に残存 したが、周溝はない。柱穴は P8ん P14が本址のものと考えられる。炉
F2は ほヾ中央にあり、新住居址炉 Flに切 られているがロームの貼床が上にある。95cm× 95cm、 深 さ30
c面の方形切 り矩撻状石囲炉であるが、一部の石を残 して抜 き取 られている。埋甕 aは正位で埋設され、上

部 に新住居址の貼床がされていた (図 59の 1・ 68の 8、 写43の 193-左 0195)。 本址は新住居に建て直 され

たもので、切 り合いは新住居址同様である。

遺物 埋甕 として使用された深鉢のみであるが、口縁部を欠失する(図 68の 8)。 縄文中期後葉曽利Ⅱ式
の土器である。                           /

テ)32号 住居址 (図 42・ 67096・ H7、 写 44)

遺構  B区 上段のゴLへ傾斜するテラスで、 4号住居址 に隣接 して検出された(図 39、 写25の 104)。 プラ
ンは東西 4。 40m、 南北4.25mで 、方形 に近い楕円形 を呈 し、その主軸方向は s57° wを示す (図 42の 1)。

壁はロームで東と南が良好であるが北は低 くなる。壁高は東33cm、 南40cmで、南部床面はロームの硬いタ

タキ床であるが北側は黒土層に貼床する。周溝はない。柱穴は 4、 炉は中央北西よりで120× 120cm、 深 さ

28cmの 方形切 り矩撻状石囲炉であるが石は抜 き取 られている。南壁隅には壁外へ延びる横穴があり、遺物

は出土 しない力瀬宇蔵穴かも知れない。
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本址は4号住居址 (藤内 I

遺物 出土遺物は少ない。

96図 304:・ 6は本址より新

台石 として使用され、ダメー

)を切つており、同址 より古い。

土器は縄文中期後葉曽利Ⅱ式で深鉢 (図 67の 13・ 96の 3～ 19)がある。なお、

しい遺物で混入 したものであろう。石器 (図 117)は 打石斧 7点 (4～ 6)、

ジ痕のある定角石斧 1(9)、 乳棒状石斧 (10)の他に凹石 1(7)が ある。

卜)33号 住居址 (図 39049・ 59・ 69・ 970117・ 126、 写 25・ 45・ 46)

遺構  B区 下段のテラスにあり、一部31号住居址の貼床の下になつていた (図 39、 写25の 105)。 プラ
ンは

東西 4。 95m、 南北 5。 80mの ほ 楕ヾ円形 を呈 し、主軸方向は S80° Eで ある(図 49の 2、 写46の 205)。 壁
は

ロームで良好 な遺存状態、壁高は東24cm、 南36cm、 西は31号住居址 に切 られない部分で49cmを 計
る。床面

は一部48号住居址への貼床となるが、硬いロームのタタキ床である。周溝は北側
が不明瞭であるが、深 さ

10cm程で全周 していると考えられる。 Pl～ P6が主柱穴、 P9、  P10は補助柱穴、 P7( P8は 入口施

設の柱穴であろう。中央西寄 りの方形切 り姫撻状石囲炉は120× 120cm、 深 さ43cmで、焚
口部は栗石の上に

大 きな平石が置かれ (写 45の 201・ 202)、 内部の焼土は多く多数の骨片
が認められた。東入口部の埋甕 は正

位で埋設され蓋石を持 ち、内部には黒土が充満 していた (図 59の 3069の 10、 写45の 201・ 203)。

本址は31号 035号住居址 (曽利Ⅱ)に貼床 され、48号住居址 (藤内Ⅱ新 )を 切っている。

遺物 出土遺物は多い。土器は縄文中期後葉曽利Ⅱ式で、深鉢 (図 69の 1～ 10・ 97、 写45の 2030204)

がある。なお、図69の 405は 曽利Ⅲの要素を持 ち、69の 9・ 97の 3は 曽利 正式である。覆土出土の97の

14～ 17は井戸尻式の縄文 と思われる。石器は打石斧 6点 (図 117の 11～ 13)、 定角形磨石斧 1点 (同図 14)、

凹石 5点 (同図15～ 18)、 凹石としても使用された小石皿 1点 (同図 19)、 石鏃 2点 (図 126の 405)

がある。住居址は曽利Ⅱ式期の新 しい方に所属するものであろう。

ナ)35号 住居址 (図 39050069・ 98・ 117・ 写25046・ 47)

遺 構  B区 下段のテラス部の31・ 33号住居址 に隣接 して検出された(図 39、 写25の 105)。 プランは中

世20号住居址 に遺構中心部を破壊 され、西壁部が残存するのみである(図 50、 写46の
207)。 壁高は20cm程

である。床面に地山の大 きな石が張 り出しているが、ローム及び黒土のタタキ床
が部分的に残 るだけで全

‐
般に軟弱である。

本址は20号住居址に切 られ、33号住居址 (曽 利Ⅱ)に貼床 し、22号住居址 (務沢式 )を 切って
いる。

遺物 出土遺物は極めて少ない。土器は縄文中期後葉曽利Ⅱ式で、深鉢 (図 69の 11012、 98の 1～ 4、

写47の 209)が ある。石器は凹石 1点 (図 117の 20)、 磨石 1点 (同図21)が ある。

二)37号 住居址 (図 39051・ 59・ 67・ 98・ 118・ 126、 写25047)

遺構  B区 を上段のテラス、調査区東端小田井沢川に臨む低い崖上に検出された (図 39、 写25の 104)。

プランは北半部 を耕作で攪舌Lし ているが、東西4.45mの 不整円形 を呈 し主軸方向は S61° Eを 示す (図 51

の 1、 写47の 212)。 壁は含礫 ロームで南17cm、 西15cmの 残存高である。床面は含礫
ロームのタタキ床であ

るが、あまり硬 くなり、周溝 はない。柱穴は南に 2コ 検出されたが、本来は4柱であったと思われる。中

央西寄 りの方形切 り姫撻状石囲炉は80× 90cm、 深 さ22cmで、北側の石は抜 き取 られて
いる (写47の 212)。
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埋甕 は東壁下に底部穿孔 され正位で埋 められ、石蓋 として平板 な石が使われていた (図 59の 4・ 67の 16、

写47の 37)。

本址 は同時期の39号住居址 (曽利 Ⅱ)を切っており、同址 より新 しい。

遺物 出土遺物はあまり多くない。土器は縄文中期後葉曽利Ⅱ式が本址 に伴 うもので、深鉢 (図 67の 14
～16098の 5～ 14)が ある。図67の 14は 35号住出土 (図 619の 12)に 類似 し、東海地方からの影響 を受けた

ものである。98の 6・ 11は 曽利 V式で耕作時混入 したものであろう。石器は打石斧 1点 (図 H8の 1)、 磨
石斧 1点 (同図 2)、 凹石 3点 (同図 304)、 石鏃 1点 (図 126の 6)が ある。

ヌ)38号 住居址 (図39051・ 75・ 990H8、 写 25・ 47)

遺構  B区 下段テラス部の21・ 35号住居址の間に位置 して いる(図 39、 写25の 105)。 プランは東西5.35
mで楕円形 を呈 し(主軸方向はN63° Eを示す (図 51の 2、 写47の 216)。 壁はロームでほ 垂ヾ直に立 ち上
がり、北壁 と壁上部はブル トーザーにより破壊 されているが、残存高東 17cm、 南22cmと なる。床面は西へ

や 傾ゝ斜 し、炉西寄 りには 3二 5 cmの 段差がみられ、炉周辺はロームの硬 いタタキ床であるが、東壁より

は軟弱である。周溝は 3～ 5 cmの 深 さで全周 していたと考えられ、柱穴は 3コ 検出された。中央西寄 りの

方形切 り姫撻状石囲炉は70× 70cm、 深 さ17cmで t石 は一部抜 き取 られていた (写 47の 214)。

本址 は21号住居址 (勝坂期 )を切っていたものと推定 される。

遺物  出土量は多いがブル トーザーによる混入遺物 もあると考えられる。本址 に伴 う土器は縄文中期後
葉曽利 Ⅱ式である。深鉢 (図 75の 1～ 3、 写47の 215)の うち、図75の 1は 南壁に落ち込んだ状態 (写 47

の 213)で出土 したもので藤内Ⅱ式である。石器は打石斧 3点 (図 118の 5～ 7)、 凹石 3点 (同図 8～ 10)

がある。

ネ)39号 住居址 (図 39・ 51・ 99、 写25047)

遺構  B区 上段のテラス、調査区東端の小田井沢川に臨む低い崖上 にある(図 39、 写25の 104)。 37号住居
址 (曽利Ⅱ)に プランの北寄 りの主要部を切 られているが、東西4.85mの 壁に直線部を持つ不整円形にな

ると思われる (図 51の 1、写47の 212)。 壁は含礫 ロームで南は50cmの 壁高を持つが北は低い。床面も含礫

ロームのタタキ床で軟弱である。周溝はない。柱穴は 3コ あり、中央西よりに焼土が認められているので

炉址音5を ここに考えたい。

遺物 極めて少量の土器片があるが、縄文中期後葉曽利Ⅱ式の深鉢である (図 99の 1～ 9)。

ノ) 40号住居址 (図 39・ 51099・ 100・ 118・ 126、 写 48)

遺構  B区 、中世建築址の東に検出された(図 39)。 プランは北部を41号 住居址 に切 られ、東半は未調査
であるが、壁の一部に直線 部を持つ不整円形になると思われる(図 51の 3、 写48の 217)。 壁は傾斜 し南壁

は65cmで ある。床はロームで:F_R弱 である。周溝は北壁下に幅20～ 25cm、 深 さlocm程のがあるが部分的に存

在するものの様である、c柱穴は 3コ 。中央西寄 りに95× 70cmの 浅 い方形石囲炉がある (写 48の 218)。

本址は41号住居址 (曽 利Ⅱ古 )に切 られており、同址より古い。

遺物 本址 に伴 う土器は縄文中期後葉曽利Ⅱ式でも古い様相を持 っている。土器では深鉢 (図 99の 10～
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21、 100の 1～ 7):がある。石器では打石斧 6点 (図 118の H012)、 凹石 3点 (同図13014)、 石鏃 1点 、

(図 126の 7)が ある。

ナ)  41)ナ tLム嗜士|11(|ヽ×1390 51 ・70 ・ 100・  101 ・ 118・  1190 123 ・ 126、  1弄 48049)

遺構  BIえで17040号住居址 と重複 して検出された(図 39)。 プランは東側 を17号住居址 (曽利Ⅱ)に切

られているが、東西 5。 10m、 南北 5。 15mの円形 を呈 し主軸方向は S63° Eを示す(図51の 3、 写49の 223)。

壁はロームでほ 垂ヾ直 に立ち上がり、壁高は南54cm、 北 24cm、 西39cmを 計る。床面はロームの硬 いタタキ

床で、周溝が一部途切れるが深 さ8 cm程でほ 全ヾ周 したものと思われる。柱穴は17号住居址 との重複部の

1コ が本址のもので、等間隔に 6本の柱 をたてたと考える。中央西寄 りの方形切 り姫燿状石囲炉は 170×

110cm、 深 さ35cmで、炉石の一部を残 して他は炉内に落込むか抜 き取 られていた (写 48の 222)。 なお、覆

土中には炭化物が多く火災に会っていることも考えられる。遺物の出土も多い (写 48の 220)。

本址は17号住居址 (曽 利Ⅱ )、 土墳 122、 123に 切 られ、40号住居址 (曽利Ⅱ古 )を 切 り土渡 132～ 135、

139～ 143、  168止1に員占床する。

遺物 本址 に伴出する土器は縄文中期後葉曽利Ⅱ式の古い様相を示す。深鉢 (図 70・ 100の 8～ 200101

の 1～ 7、 写48の 2190221)の うち、図70の 14は藤内Ⅱ式の混入覆土遺物である。石器は打石斧 5点 (図

118の 15～ 17)で あるが、17に は凹石的なダメージ痕がある。磨石斧 5点 (図 118の 180H9の 5・ 70

126の 15)あ るが、.18は破損品を敲打器に転用 したものである。凹石15点 (図 118の 19～ 22・ 119の 1～

3・ 8～ 11)が あり、19は磨石斧破損品を敲打器及び凹石 として再利用 している。磨石 1点 (図 119の 7)、

石皿 3点 (同図 4012、 123の 10)があり、 4は裏面を台石 として使用 したものか凹石より少 し大 きい穴が

多数あり蜂の巣石 ともいえる。また、この石皿 4の一方は壁 ぎわの覆土中、他方は炉南側床面直上出土で、

その レベル差は30cmあ り、興味ある出土状態であった。小形石匙 1点 (図 126の 18、 写49の 225)、  石鏃

15点 (同図 8～ 14016017)、 石錘 1点 (図 119の 6)と 石器の豊富 さが注 目される。

二)42号 住居址 (図 39・ 52059・ 750101・ 102・ H9012001260128・ 129、 写 49・ 50)

遺構  A区 の中世建築址の下層から検出された(図 39)。 プランは東西4.55m、 南北4.70mで 、壁の一部

部に直線部を持つ不整円形 を呈 し、主軸方向はN59° Eを示す (図 52の 1、 写50の 232)。 壁はロームで荒

れており、壁高は南西55cmと 高 く北東が36cmと 低 くなる。床面は凹凸があり中心部は硬いが周辺は軟弱で

ある。周溝は深 さ5 cm程で全周する。 4柱で炉は中央西寄 りに70× 75cm、 深 さ29cmの 方形切 り姫撻状石囲

炉があり、一部の炉石を残すが他は抜 き取 られている。底部を欠いた埋甕 が東壁下に正位で埋設 され、内

部 10cm程が中空 となり平石を蓋 としていた(図 59の 5075の 8、 写49の 229)。 南壁隅には平石の上に深鉢

(75図 6)が横になり、台石に密着 し硬玉製垂玉 (図 128の 4・ 写 50の 230)が置かれていた。西壁下に

は浅い凹穴があり貝宇蔵穴 と考える。

本址は火災を受けている。覆土は床面に炭化丸太材とカヤかススキと思われる木本科植物茎の炭化物が

あり、床面直上 5～ 10cmは 炭化物を多量に含む黒土、その上層は焼土で特に南北壁 ぎわは厚 さ20～ 30cmの

層 となり多量な焼土は単なる火災とは思えなぃ程であつた。

壁から床面にかけて土墳 145、 146、 149、 162、 164が検出され、本址の貼床が上部に認められた。
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遺物 本址 に伴 う遺物は意外に少なく、土器は深鉢で縄文中期後葉曽利Ⅱ式である (図75の 4ん 80101

の 8～ 16、 102の 1～ 12、 写49の 206～ 7)。 石器は打石斧 2点 (図 119の 16)、 磨石斧 (同図 17)、 凹石11点

(同図 18、 120の 1～ 5)、 磨石 (図 120の 6)、 石皿 (同図 7)、 使用痕 ある景U片 (図 12.6の 19)が ある。他

に土器片錘 1点 (図 129の 11)と 前記の垂玉がある。

ヌ)43号 住居址 (図 39・ 52010201190126)

遺構  A区 の中世建築址南部の下層に検出された (図 39)。 プランはブル トーザーで破壊 され痕跡 を残す

のみである。漸移層中に残 る周溝からみて南北4.80m程の円形 を呈する竪穴住居址であったと思われる。

床は黒土及び漸移層上にあり部分的にタタキ床が残 る。柱穴は 4コ あるが不規貝Jな 配置である。炉は中央

北寄 りに礫 2つ に囲まれた焼土部が確認 されており、径50cmの石囲炉か地床炉 と思われる (図 52の 2)。

遺物 出土遺物は極めて少ない。深鉢は縄文中期中葉藤内 正式である(図 102の 13～ 16)。 石器は打石斧

(図 119の 13)、 凹石 (同図 14)、 石鏃 (図 126の 20)各 1点 がある。

ネ)45号 住居址 (図 39・ 52・ 75・ 103・ 119、 写 50)

遺構  A区 の中世建築址北西隅下層で検出された (図 39)。 プランは東西 4。 15mの円形 を呈する竪穴住居

址であるが、南側はブル トーザーで破壊 している。北壁の現存高は1lcm、 床面ば黒土中にあり炉址の北は

一部貼床 しており全般 に軟弱である。周溝はない。柱穴は 2コ 検出されている(図 52の 4、 写50の 234)。

炉は中央西寄 りに60× 74cmの方形石囲炉があり、一部の石は抜 き取 られている(写 5oの 223)。 この東側貼

床下に焼土が認められたが、本址に伴 なうものかは把握で きなかった。

本址は土墳 167に 切 られ、53号住居址 (藤内 I)を 切っている。

遺物 出土遺物は少ない。深鉢は縄文中期後葉曽利Ⅱ式である(図 75の 10・ 103の 1～ 11)。 他には凹石

1点 (図 119の 15)が ある。

ノ)48号 住居址 (図39053071072・ 1030104012001260129、 写 51)

遺構  B区 下段のテラス部で33号住居址 に隣接 して検出された(図 39)。 プランは黒土層中にあり検出に

は苦心 したが、南JL4.80mの ほ 円ヾ形 を呈 し主軸方向は S9° Eを示す (図 53の 2、 写51の 241)。 南から

西壁が残存するが、西壁で20cmの 高さがある。床面はほ 平ヾ坦であるが漸移層及び黒土で軟弱である。な

お、東側は49号住居址上に貼床する。周溝はない。柱穴は 6コ 検出されたがPl～ P4が 主柱穴と考えら

れる。炉は中央北西寄 りに径80cmの 円形石囲炉があり、底には礫が並べ られていた (写 51の 240)。 また、

炉南側及び南壁下の柱穴間には焼土が認められ、炉南側から炭化材も出土 している。

本址は33号住居址 (曽利Ⅱ)に貼床され、49号住居址 (藤内 I)に貼床 している。

遺物  出土遺物は大変多く、特に炉址南側周辺 に集中した。出土状態はいわゆる井戸尻パターンの様相

を示 している(写 50の 236051の 239)。 ほ 完ヾ形の深鉢 7点 を含め深鉢片は多い (図 71、 72の 1～ 5・ 7

～ 10、 103の 12～ 18、 104の 1～ 13、 写51の 237～ 8)。 71の 1は ブル表土剥 ぎで ミミズク把手を破損 してい

る。71の 2は 3種類の縄文を使い分け変化をつけている優品である。104の 9～ 12は平出第Ⅲ類 Aである。

他 に台付土器台部 (72の 11)と 有孔鍔付土器片 (同図 6)が ある。
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石器は打石斧 H点 (図 120の 8014015)、 横刃形石器 3点 (同図 9～■ )、 粗製石匙 1点 (同図16)は

撮みを作るた めトリミングがカロえた雑 な景J片 、凹石 3点 (同図12013)、 石鏃 3点 (図 126の 21～ 23)、 石

錐 1点 (同図 24、 写51の 242)、 三角柱状景J片 に撮みを作 りだした異形石器 1点 (同図 25、 写51の 242)が

ある。土製品では土製円板 (図 129の 12)がある。

本址の所属時期は図71の 2、 72の 1は井戸尻 正式であるが、他は藤内Ⅱ式であることから縄文中期中葉

藤内Ⅱ式の新 しい時期である。

ハ)49号 住居址 (図390530730104～ 106・ 121・ 126、 写 52)

遺構  B区 下段のテラスで48号住居址 に切 られて検出された (図 39)。 プランは未調査部 もあり規模、主

軸方向は不明である(図 53の 3、 写52の 243)。 壁は軟弱で壁高は西36cm、 北37cmを 計る。床面はローム混

入の黒土層にロームの貼床をしているがあまり硬 くない。周溝はない。柱穴は Pl～ P3が あるがPlは

中心部へ傾斜 を持 っている。 P5も 配置から考えて本址のものであろう。従って、主柱穴はP20P30

P5と 考えられる。他は補助柱穴か65号住居址の壁外柱穴 となるものであろう。西壁寄 りに50× 80cmの方

形石囲炉址があり石は抜 き取 られている。壁 に近接 しす ぎる点で疑間は残 るが本址の炉 と考えたい。覆土

には焼土が多く火災にあった住居址である。

本址は48号住居址 (藤内Ⅱ新 )に切 られ、65号住居址 (新道式 )に貼床する。

遺物  出土遺物は非常に多い。土器は縄文中期中葉藤内 正式である。深鉢 (図 73の 1～ 4・ 6～ 80104

の14～ 1701050106の 1～ 13、 写52の 244)に は図73の 1～ 3の平出第Ⅲ類 Aに属する土器が含まれる。

他に浅鉢片 (図 105の 10)、 両耳鉢 (図 73の 5)が ある。石器では打製石斧23点 (図 121の 1～ 9・ 15～ 17)

と多く、横刃形石器 2点 (図 121の 10)、 子L棒状磨石斧 5点 (同図 8・ 9019)、 粗製石匙 1点 (同図 11)、

凹石 3点 (同図12～ 14)、 敲打器 1点 (同図 18)、 石鏃 4点 (図 126の 26～ 28)、 スクレイパー 1点 (同図

30)、 石錐 1点 (同図31)が ある。

ヒ)50号 住居址 (図 39・ 540740107・ 1220127・ 129、 写 52)

遺構  B区 下段のテラスの調査区最東端 に検出された (図 39)。 プランは傾斜地で北東部は不明であるが、

南北5.30mの 円形 を呈する黒土中の竪穴住居址である(図 54の 1)。 壁は傾斜 し軟弱、西壁最高部で37cmを

を示すが東は低い。北西壁部には地山の巨石がある。床面は壁 ぎわはや 、硬いが、他は礫混入黒土で軟弱

であるO周 溝と柱穴は確認で きなかつた。中央や 南ゝ東寄 りに埋甕炉 (図 74の 2)が あるが、焼土は比較

的少ない。

本址は60号住居址 (藤内 I)を 切 り、62号住居址 (新道 )に貼床をしている。

遺物  出土遺物は多い。土器は縄文中期中葉の新道式の要素を残す藤内 正式である。深鉢 (図 74の 1～

10・ 13～ 15、 107)が あり、74の 3～ 5、 107の 1～ 3は新道式、74の 60107の 18は平出第Ⅲ類 Aで ある。

有孔鍔付土器 (図 74の 11・ 12)、 浅鉢 (同図16)も ある。石器は打石斧18点 (図 122の 1～ 7)、 横刃形石

器11点 (同図 8～ 14)、 磨石斧 5点 (同図15016・ 127の 5)、 凹石 9点 (図 122の 17～ 20)、 石匙 1点 (図

127の 6、 写52の 246)、 石鏃 4点 (同図 1～ 4)、 横刃形石器ともみれる異形石器 (同図 7、 写52の 247)

と多い。土製品では土器片錘 4点 (図 129の 13～ 16)が ある。
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フ)51号 住居址 (図 39・ 53)

遺構 A区 の中世建築址の下層で検出された (図 39)。 プランはブル トーザーによる排土の際削 りす ぎ詳

細 は不明である。床面は黒土から漸移層にかけてで、炉址周辺が硬い。柱穴は 5コ 検出され、炉址は55×

50cm、 深 さ28cmの地床炉で、内部より焼土 と土器片 が検出された (図 53の 4)。

遺物 深鉢 (図 106の 14～ 21)は縄文前期末葉である。浅鉢 (図 75の ■)は縄文中期中葉で排土の際の

混入遺物 と考えられる。住居址は縄文前期末葉 に属する。

へ)52号 住居址 (図39053075)

遺構  B区 下段のテラスの東部にある(図 39)。 プランはブル トーザーによる排土で攪乱 され、東側は中

世土渡 54に切 られ不明である。ローム層直上の住居址で床は軟弱だが平坦である。柱穴は小 さいものが多

数検出されたが、表土が浅いため一部耕作による攪舌しも含まれていると思われる。埋甕炉が検出されたが

焼土は多くなかった (図 53の 5)。

遺物  出土遺物は埋甕炉 として使われた深鉢口緑部 (図 75の 12)の みで、縄文中期中葉藤内 正式である。

ホ)53号 住居址 (図 39044・ 108・ 1220127、 写 52)

遺構  A区 の中世建築址北西隅の下層で検出された (図 39)。 プランは黒土中の住居址で45047号住居址

に攪乱 されていて、炉 を中心に床面2.50m程を確認出来ただけである。床は平坦であるが軟弱である。炉

は40× 55cmの 方形石囲炉で深 さ12cm、 焼土が認められた (写 52の 248)。

本址 は47号 (弥生中期 )、 45号住居址 (曽利Ⅱ)に貼床されており、これらより古い。

遺物 出土遺物は少ない。土器は縄文中期中葉藤内 正式である。深鉢 (図 108の 1～ 5)の うち、 3は

平出第Ⅲ類 A系統の土器である。石器は打石斧 2点 (図 122の 21)、 凹石 4点 (同図22～ 25)、 小形石匙 1

点 (図 127の 8、 写52の 249)がある。

マ)54号 住居址 (図390480108)

遺構  A区 の西端、大熊城址第 V之郭の東斜面テラス部にある(図 39)。 住居址の重複が多く残存するの

は西壁 と僅かな床面だけである。ほ 円ヾ形の竪穴住居址 となると思われ、壁はロームでほ 垂ヾ直に立 ち上

り壁高は40cmで ある。床面はロームの硬 いタタキ床で、周溝は西壁下に認められた。柱穴 は 1コ検出 した

(図 48の 1)。

本址は 1号、58号 、61号住居址 (曽利Ⅱ)に切 られ、57号住居址 (新道式)に貼床 している。

遺物 出土遺物は少ない。土器は縄文中期後葉曽利 正式で深鉢 (図 108の 7～ 12)が ある。同図 6は曽

利Ⅱ式で重複する住居の多い所であるため混入 したものであろう。
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ミ)55号 住居址 (図 39・ 4407501090123、 写 52・ 53)

遺構  B区 上段のテラスにある(図 39)。 プランは東西 5。 60mの円形 を呈する竪穴住居址で、東半は表土
が,夫 いため耕作で攪乱 された り 5号・ 7号住居址 に切 り取 られている(図 44の 1、 写52の 250)。 切 られて
いない西壁最高部は59cmで ある。本址床面は 6号住居址貼床より18cm低 く、南側はロームのタタキ床で硬
いがゴL側 は黒土で軟弱である。周溝はない。柱穴は建て直 しされたものか多く検出された。炉 は中央部に

あり、60× 35cm、 深 さ 5 cmと 浅い地床炉に近いものであろう。この周囲は広範囲に焼 けてぃた。本址は 6

号住居址 (藤内 I)に貼床 され、 5号 (平安後期 )、 4号、 7号住居址 (藤 内 I)に切 られている。
遺物 出土遺物は多い。土器は縄文中期中葉の新道式の要素を残す藤内 正式である。深鉢 (図 109の 1
～17)に は平出第Ⅲ類 A系統 (同図 6)の ものもある。有孔鍔付土器 2片 (図 75の 13・ 14)がある。石器
では打石斧 4点 (図 123の 108、 写53の 251)、 先端 に使用痕 を残す局部磨石斧 (同図 2)、 子L棒状磨石
斧 (同図 9)、 粗製石匙 (同図 3)各 1点、横刃形石器 (同図 4～ 7)が ある。

ム)56号 住居址 (図 39・ 530108・ 121)

遺構  B区 下段のテラスにある。用地内ではあるが未買収の果樹園 との境に遺構が存在するため一部を
調査 したのみである(図 39)。 境には石垣がありこの造成時に遺構の一部は破壊 されてぃると思われる。円

形プランになると思われ、黒土中の住居址で調査区の壁 には住居址の断面が観察 された。床面は細礫混入

褐色土のタタキ床で硬い。
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本址は49号 (藤内 I)、 65号住居址 (新道式 )上 に貼床 しており、これらより新 しい。

遺物 出土遺物は少ない。深鉢 (図 108の 13～ 18)は縄文中期後葉曽利 Ⅱ式である。石器は打石斧 1点

(図 121の 20)だ けである。

メ)57号 住居址 (図 39・ 4801090121)

遺構  A区 西端、大熊城址第V之郭の東斜面テラスにある(図 39)。 プランは円形 になると思われるが、26

号住居址 に切 られ西壁部 を残すのみで詳細 は不明である。残存壁は54号住居址床面より4 cmあ るだけ、床

面はロームの硬 いタタキ床で周溝が検出されている (図 48の 1)。

本址は19号 (曽利Ⅲ古 )、 26号住居址 (曽利Ⅱ古 )に切 られ、54号住居址 (曽利 I)に 貼床 されていた。

遺物 出土遺物は僅少である。土器は深鉢 (図 109の 18・ 20～ 24)と 浅鉢 (同 19)があるが、21と 24は

藤内式の混入であろう。石器は磨石斧 1点 (図 121の 21)、 石錘 1点 (同22)がある。新道期住居で ある。

モ)58号 住居址 (図 39・ 48・ 110)

遺構  A区 西端、大熊城址第V之郭の東斜面テラスの段郭部で検出された (図 39)。 傾斜面であることと

表土が浅いため、西の一部を残すのみである。プランは円形 を呈する竪穴住居址で、北壁はF― ムでほ ヾ

垂直に立ち上がり壁高は30cmを 計 る。床面残存部は少ないがロームの硬 いタタキ床である。浅い周溝があ

る。柱穴 Pl～ P3は ローム、炭粒混入褐色土が落 ち込んでいた。なお、覆土の黒褐色土 には炭化物、焼

土が多く、本址が火災に会っていることを示すものであろう。

本址は54号 (曽 利 I)、 57号住居址 (新道式 )に貼床 し、これらよ り新 しい。

遺物 出土遺物は極めて少ない。深鉢 (図 110の 1～ 5)は縄文中期後葉曽利Ⅱ式である。

ヤ)59号 住居址 (図 39040)

遺構  A区 西端、大熊城址第V之郭の東斜面テラス (段郭 )部で検出された (図 39)。 プランは農道 (鎌

倉街道 といわれる)の下になるため、周溝 と荒れた床面の一部を調査 したにすぎないが、ほ 円ヾ形の竪穴

住居址 になると思われる (図 40の 1)。 周溝は幅15～ 20cmで深 さ4 cmと 浅 く、北壁下に認め られた。

遺物  出土遺物は皆無である。第二次調査の結果を待ちたい。

イ)60号 住居址 (図390540760110)

遺構  B区 下段のテラス部で、50号住居址の貼床の下に検出された (図 39)。 円形 を呈す る竪穴住居址 と

思われるが、詳細は破壊され不明である。本址は黒土中の住居址であるが、覆土は焼土混入赤褐色土で判

別で きた。壁はほ 垂ヾ直で西壁は23cmあ る。床は平担であるが軟弱、62号住居址への貼床部 も軟弱である。

壁 ぎわの柱穴 1コ が検出され、薄い焼土部が認められたが炉址 とは断定で きなかった (図 54の 1)。

本址は50号住居址 (藤内 I)に貼床 され、62号住居址 (新道式)上 に貼床する。

遺物 出土遺物は極めて少ない。深鉢 (図 76の 1、 110の 6・ 7)は縄文中期中葉藤内 正式である。
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遺構  A区

西端 、大熊城

址 第 V之郭の

東斜面テ ラス

部 にある(図

39)。  プ ラン

は 19号住居址

(曽 利Ⅲ古 )

に殆ん ど切 ら

れ破壊 されて

い る。西壁部

を残すのみで

あるが、残存高

は 13cmの 円形

を呈 す る竪穴
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た と思 われ る

(図 48の 1)。
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部にわたる調査が行われていない。詳細は二次調査の結果に待ちたい。

本址は19号 (曽利Ⅲ古 )、 1号 (曽利Ⅱ)に切 られ、26号住居址 (曽利Ⅱ古 )に貼床する。

遺物 少量の土器片が出土 している。深鉢片 (図 HOの 8～ 10)は縄文中期後葉曽利Ⅱ式である。

工)62号 住居址 (図 39・ 54・ 76・ 110・ 127・ 129、 写 53)

遺構  B区 下段のテラスにある60号住居址の貼床下に検出された (図 39)。 プランは残存床面から径 4m

程の円形 を呈する竪穴住居址 と推定される(図 54の 1)。 黒土中の住居址で壁は西が高 く36cm、 東は低 くな

る。床面は小石の混入 した黒土でや 硬ゝ いが東部は不明瞭である。周溝及び柱穴は確認で きなかった。中

央南寄 りに薄い焼土が確認 されたが地床炉の痕跡 と思われる。
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本址は50号・60号住居址 (藤内 I)に貼床 され、これらより古い。

遺物 出土遺物は多い。本址に伴 う土器は縄文中期中葉新道式である。深鉢 (図 76の 2～ 5、 110の 11～

18、 写53の 253)に は胴部に人体文を表わしているもの (図 76の 4、 写53の 254)が ある。なお、110図 13

・14は藤内期のもので混入 したものと思われる。石器は小形石匙 1点 (図 127の 9、 写53の 252)だ けで

ある。土製品は土器片錘 1点 (図 129の 17)と 土製円板 3点 (同図18～ 20)があり、18・ 19は 同一個体の

土器片 を用いたかと思 われる。

ヨ)63号 住居址 (図 39054・ 111・ 121、 写 34)

遺構  A・ B両 区にまたがリー部10号住居址上部 にかかっている(図 39)。 プランは西部が確認 されたの

みで詳細は不明であるが、円形の竪穴住居址 となる(図 54の 2、 写34の 151)。 西壁残存高は 5 cmで、壁か

ら床面にかけて土墳 173が検出され、本址の貼床がされていた。床面はほ ゞ平坦であるが、西壁下のロー

ム床は軟弱である。10号 ・64号住居址への貼床はローム混入黒土でやはり軟弱であった。周溝はない。柱

穴は 1コ検出された。中央北寄 りに石囲炉の痕跡 が認 められ、焼土は径 170cm程 あり附近に石が散乱 していた。

本址は10号 (曽利Ⅱ)、 64号住居址 (曽利Ⅱ)に貼床 しており、これらより新 しい。

遺物 出土遺物は少ないが焼土中のものである。深鉢 (図 111の 1～ 3)は縄文中期末葉曽利Ⅲ式であ

る。石器は凹石 1点 (図 121の 23)だ けである。

ラ)64号 住居址 (図 39・ 540111、 写 34・ 53)

遺構  A・ B両区にまたがり、前記63号住居址の貼床の下に検出された (図 39)。 プランは径4.70m程の

円形 を呈する竪穴住居址である(図 54の 3、 写34の 151)。 壁はロームでほ ゞ垂直に立 ち Lが り、残存壁高

は20cmを I:十 る。床面はロームの硬いタタキ床で、10号住居址上の黒土の貼床も硬 く良好である。周溝は全

周するものと思われる。柱穴は 3コ あり、ほ ヾ中央に 120cm四方、深 さ30cmの方形切 り姫撻状石囲炉が検

出されている (写 53の 255)。 未調査部分は第二次調査する予定である。

本址は63号 (曽 利Ⅲ)66号住居址 (曽利Ⅱ)に貼床 され、10号住居址 (曽 利Ⅱ)に貼床する。

遺物 出土遺物は少ない。深鉢片 (1月 lHの 4～11)があるが縄文中期後葉曽利Ⅱ式である。

り)65号 住居址 (図 39・ 530111)

遺構  B区 下段のテラスで48号住居址に隣接 して検出された。用地内の未買収地 との境 に近いため遺構

の半分 しか調査で きなかった。プランは径 5m強の円形 を呈する竪穴住居址 となると推定 される (図 53の

3)。  黒土中の住居址で西壁高は48cmを :汁 るが東は低い。床面は平坦で硬い。周溝はない。柱穴は壁 下に

検出された P4・ P6が本址のものである。炉は土墳 156に破壊 され、中央北西寄 りに少量の焼土と礫 を

残 しているだけである。

本址は56号 (曽 利Ⅱ)49号住居址 (藤内 I)に 貼床 されており、これらより古い。

遺物  出土遺物は少ない。深鉢片 (図 lHの 12～ 14)3点 は同一個体片であるが、縄文中期中葉新道式

のものであるの
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ル)66号 住居址 (図 39・ 54・ 76・ Hl)

遺構  A/・ B両区にまたがっている(図 39)。 遺構の大部分は大量の排土下になっており、一部を調査 し

たのみである。円形の竪穴住居址 になると思われるが、詳細 は二次調査の結果に待ちたい。床面はローム

の固いタタキ床である (図 54の 3)。 本址は64号住居址 に貼床するので同址より新 しい。

遺物  出土遺物は少ない。深鉢 (図 76の 6、 ■ 1の 15～ 20)は縄文中期後葉曽利Ⅱ式である。

イ 弥生時代の住居址

ア)44号 住居址 (図 39・ 52・ 130)

遺構  B区 西端 に位置する(図 39)。 プランは排土作業の際荒 らされて しまい、南壁及び床面の一部 を確

認 したにす ぎない。東西 4。 30mの 隅丸方形竪穴住居址で、主軸方向は不明である(図 52の 3)。 黒土層中の

住居址で、残存壁高は1lcmを 計る。床面は黒土であるが大変硬 い。

本址 はlo号 ・66号住居址 (曽利 Ⅱ)に一音5か かり、上音5に貝占床 している。従って、これらより新 しい。

遺物 壺頸部片 と思われるもの 1片 (図 130の 1)と甕小破片 が若干出土 している。丹彩 され、簾冽大文

を有す るが、弥生中期末葉の海戸式から後期岡屋式にみられる施文である。住居址の所属時期は、遺物が

少ないため問題はあるが、弥生後期 と考えたい。

イ)46号 住居址 (図 39045・ 130)

遺構  B区 下段のテラス部で、44号住居址の東に検出された (図 39)。 プランは排土作業で削って しまい、

床面の一部を確認 したにすぎない。床残存部は 1× 3.5m程で、ロームの硬いタタキ床を残す。床面残存

部北寄 りに径50cm程の焼土が認められた (図 45の 2、 写36の 163)。

本址床面は、13号住居址より4 cm程 高 く、同址 に切 られている。

遺物  出土遺物は少ない。床面から甕小破片 (130図 2～ 11)を 出土 している。櫛,1犬具 による斜走条痕

が施文 されている。本址は出土遺物からみて弥生中期後半の住居址 と考えられる。

ウ)47号 住居址 (図 39053・ 130、 写 50)

遺構  A区 の中世建築址北西隅の下層に検出された (図 39)。 黒土層中の遺構で検出には苦心したが、東

西 3。 35mの 隅丸方形 を呈する竪穴住居址で、主軸方向は N42° Eを示す (図 53の 1、 写50の 235)。 壁はほ

ぼ垂直で壁高は西24cmを 計る。床面は褐色土でや 硬ヽ い。柱穴は 4コ 検出されている。

本址は45号 (曽利Ⅱ)、 53号住居址 (藤内 I)の 上層に検出され、これらより新 しい。

遺物 床面からは壺片 (図 130の 12・ 13)、 甕片 (14～ 19)、 覆土からは口唇 に縄文の施文 された壷片 (

20021)、 条痕のある壺片 (22)、 条痕のある甕片 (23～ 27)、 丹彩 された高杯片 (28)、 甕底部 (29)、  櫛

描波状文のある甕片 (30・ 31)を 出土 している。28～ 32は 床面より35cm程上部にあった集石部で出土 して

いる。本址 に伴 う遺物は弥生中期未葉海戸式と思われる。集石部は後出の後期岡屋式期の遺構であった可

能′1生 もある。
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ウ 平安時代の住居跡

ア) 5号 住居址 (図390420■ 201270131、 写 25・ 30)
遺構  B区 上段のテラス部で、北東への緩傾斜面に位置 してぃる (図 39、 写25の 105)。 プランは東西
5.10mの 隅丸方形 を呈する竪穴住居址で、主軸方向はN50° wを示す (図 42の 2、 写30の 133)。 北東壁は

耕作により失われているが、東・西壁は25cmの高さで、黒土からロームまで堀 り込んだ壁は良好である。

床面は北東部が黒土で攪舌Lさ れているが、他はロームのタタキ床で硬 い。主柱穴 Pl～ P3と カマ ド両側
に対 をなす補助柱穴がある。南隅には石組粘土カマ ドがあり、規模は1.5× 1。 2m、 火床から煙道までの立

ち上が りが大 きく、燃焼効率を高める工夫がこらされている(図 42の 3、 写30の 132)。 なお、カマ ド周辺

のピッ トは何れも灰が充満 していた。

本址は 4号 (藤内 I)、 55号住居址 (藤内 I古)を 切っており、これらより新 しい。

遺物 床面より土師杯 (図 131の 1～ 4)、 灰釉碗 (同 5～ 9)以外に、図示 してないが土師鍔釜、須恵
甕の小破片が出土 した。砥石 1点 (図 112の 19、 写30の 131)は 西壁下 ピットから、刀子 1点 (図 127の

10、 写30の 129、 130)|ま西壁 ぎわより、鉄滓 5点 はカマ ド右手前のピットから出土 した。

本址は遺物からみて平安時代後期の住居址である。

イ) 9号 住居址 (図 39・ 440131、 写 34)

遺構  B区 下段のテラス部で、44号住居址の東側 に検出された(図 39)。 プランは西隅が残 るだけで、23
号住居址に切 り取 られている。東西2.50mの 隅丸方形の竪穴住居址で、西壁残存高は12cmで ある。床面は

土渡 27・ 50に貼床 しているが、部分的にタタキ床が残 る (図 44の 2、 写34の 149)。

本址 は23号住居址 (平安後期 )に切 られ、同址より古い。

遺物  出土遺物は少ない。床面からは箆調整の土師甕 (図 131の 10)が、覆土からは土師部 (同 11)、
灰釉碗 (同 12～ 13)が出土 した。本址は平安時代後期に属する。

ウ) 13号住居址 (図 39・ 450127・ 131、 写 37)

遺構  B区 下段のテラス、44号住居址の東に検出された(図 39)。 南側が排土盛土の下になり調査で きな
かつた。プランは東西 5。 70mの隅丸方形 を呈する竪穴住居址 と思われるが、詳細は二次調査の結果を待ち

たい(図 45の 2)。 西壁残存部最高17cm、 床面中央部はロームのタタキ床で硬 く周辺は軟弱である。柱穴 4

コは不規則 な配置であるが、覆土 と同 じ黒土が充満 していた。焼土部 も認められた。

本址は46号住居址 (弥生中期 )を切っている。土墳91～ 93は本址 を切っている。

遺物  床面からは土師杯 2点 (図 131の 15～ 16)が出土 したが、中世カワラケの祖形 となるものである。
覆土からは土師杯 (同 14)が出土 した。刀子 (図 127の 11、 写37の 164)1点 は床面出土である。住居址
は遺物 からみて平安時代後期に属する。

工 ) 23号住居址 (図 39・ 44、 写34)
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遺構  B区 下段のテラス、 9号住居址 と一部重複 して検出された (図 39)。 プランは南北3.80mの 隅丸方

形 を呈する竪穴住居址である(図 44の 2、 写34の 149)。 西壁残存部は最高 14cm、 北壁Hcmで ある。床中央

部はロームのタタキで硬 い。

本址は土渡 55、 9号住居址 を切 り、北部を14号住居址 (中世 )に切 られ、27号住居址 (平安後期 )に貼

床する。

遺物 床面で灰釉陶器片が若干出土 したが、小破片で図示 し得ない。本址は平安時代後期に属する。

オ)27号 住居址 (図 39・ 48・ 131、 写42)

遺構  B区 下段のテラスにあり、23号住居址に隣接 して検出された(図 39)。 プランは周溝から推定 して

隅丸方形 を呈する竪穴住居址 と考えられる(IX48の 4、 写42の 191)。 壁はブル トーザーで破壊 して しま
っ

ている。床面は口すムのタタキ床で良好であるが、土渡43044Lに は
`ロ

ームの貼床されていた。周溝は幅

20cm、 深 さ8 cm程で部分的に検出された。

本址は14号 (中世 )、 23号住居址 (平安後期 )に 貼床 されており、これらより古い。

遺物 覆土遺物 として図示 されているが、本址に伴 うものに土師杯 (図 131の 17)、 灰釉碗 (同 18)の小

破片がある。少量の遺物ではあるが、本址は平安時代後期に属すると考えたい。

力)29号 住居址 (図 39049・ 131)

遺構  B区 下段のテラス部で、13号住居址東憚」に検出 された (図 39)。 遺構は黒土層中にあり検出には苦

心 した。残存する床面からプランを推定すると隅丸方形の竪穴住居址 となる。床面はたたきじめられ、や

や良好である。西壁中央右寄 りに厚い焼土が認められ、カマ ドの火床 と考えた (図 49の 1)。   
＼

本址は28号住居址 (中世 )に切 られる。30号住居址が上にあつた可能性が強 く、同址 レ
ベルより本址床は

数cm低い。

遺物 覆土遺物であるが、土師杯 (図 131の 19)が ある。図示 してないが、内耳土器片、カワラケ皿片

がある。後者は28号 030号住居址からの混入遺物 と思われ、カマ ドの存在から本址は平安時代後半の住居

址 と考えたい。

キ)34号 住居址 (図 39・ 49)

遺構 B区下段のテラス部で、15号住居址の貼床の下から検出された(図 39)。 プランは東半を11号住居

址 に切 り取 られているが、南北 4。 05mの 方形竪穴住居址で主軸方向はN21° Wを示す(図49の 3、 写35の

155)。 壁高は西壁残存部で12cmを 計る。床はロームのタタキ床で堅緻である。北西隅寄 りに48× 40cm、 深

さ4 cmの凹穴があり、内部には焼土が認められ、地床炉の可能性が強いoH号 住居址のローム貼床の 4 cm

下が本址床面となるが、その間に炭粒を含む黒土が残 される。

本址は11号 ・15号住居址 (中世 )に貼床 されている。

遺物 出土遺物は極めて少量である。極細のカキロのある土師甕、須恵甕、灰釉碗の小破片があるが図

示 し得ない。本址は出土遺物から平安時代後期に属すると考えたい。
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ク)36号 住居址 (図 39・ 400131)

遺構  B区 下段のテラス部で、34号住居址の東側 に隣接 して検出された (図 39)。 プランは南部が残存す
るだけであるが、南北 5。 30mの 隅丸方形 を呈する竪穴住居址 と思われ、主軸方向は N12° w(?)を 示す

(図 40の 4)。 残存壁高は西壁でHcmを 計る。床面はロームでや 硬ゝ い程度である。 Plは 11号住居址貼床
の下から検出されたが、同址北西隅の浅 いピットと組む可能性 も考えられる。なお、壁沿 いに数cmの 深 さ

の小 ピットが並んで検出されている。

本址北部床面上にH号住居址 (中世 )の貼床があり、同址より古い。

遺物 土師塚 (図 13]の 20)2点 は床面、灰釉碗 (同 21・ 22)3点 は覆土からの出土である。小破片は
図示 してない。出土遺物が少なく、カマ ドも未確認で問題はあるが、本址は平安時代後期 に属すると考え

たい。

工 中世の住居址
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石 1点、縄文時代の石皿 が出土 した。方形石組遺構からは古銭 1点 (永楽通宝-14■年二同図 11)、 古瀬戸

陶器片、銅製飾金具が出土 した。遺構は遺物からみて室町時代の可能性が強い。

イ)11号 住居址 (図 39・ 40、 写35)

遺構  B区 下段のテラス部で、34号住居址東側 に一部重複 して検出された(図 39)。 方形の竪穴住居址で

あるが、残存部は南北 5。 lmで棟方向はN12° wに近いものであったと推定される(図 40の 3、 写35の 155)。

残存壁高は西壁で14cm程である。床面は西側で34号住居址 (平安後期 )上 に、南部で36号住居址 (平安後

期 )上 に、薄い覆土 を残 して、 l cm程のロームの貼床をしている。堅緻な床である。周溝は 3～ 4 cmの深

さでめ ぐる。柱穴は Pl～ P6で 、主柱穴はP3～ P5で柱間間隔は 2間 とも1.75mで ある。

本址は上記の切 り合いの他、15号住居址 (中世 )の床が本址上層にあり、24号住居址 との切 り合い関係

は不明である。

遺物 図示で きないが、内耳土器片が少量出土 している。本址は中世のものであろう。

ウ)14号 住居址 (図 39・ 460132、 写 37)

遺構  AOB両 区にまたがっている遺構で、23号住居址 に一部重複 して検出された (図 39)。 緩傾斜面を

削平 し、屋敷地 としたと見 られる遺構である。北西隅ではロームを40cm禾鞘 Jり 取った平坦地に、平石を土

台 として等間隔に並べた建物遺構で、桁行 4間 半、梁行 3間 となる(図 46の 1、 写37の 166)。 Sl～ S4、

S5-S7の 芯々間隔は1.8m、  S4-一 S5は 0。 9m、  S7-一 S8は 3.6mで あるが、 S7=一 S8の間では

土台石 1コ が抜かれていると思われ、極めて規則正 しく配列する。本址北東部は後に下の畑 を削平する際

削 り取 られ、そこに石垣が構築 されたようで破壊 されている。床面は軟弱であり、板張 りの建物であったか

かと思われる。覆土は南側で木炭片の入る黒土、北部では赤斑の入 る暗褐色であるが、東への緩傾斜面に

あるため、その埋没過程を示すと思われる。

本址は23号・27号住居址 (平安後期 )を切 り、24号住居址 (中世 )に部分的に貼床 している。

遺物 出土遺物は少ない。カワラケ 2点 (図 132の 6・ 7)、 内耳鍋 2点 (同図 4・ 5)、 鉄釉小杯 1点

(同図 8、 写37の 165)がある。図示 してないが黄瀬戸片、フイゴロがある。中世の住居址である。

工)15号 住居址 (図 39046・ 132、 写 37)

遺構  B区 西寄 りで、14号住居址東側に位置する(図 39)。 プランは東西 3。 70m、 南北4.05mの 方形竪穴

住居址で、主軸方向はN28° Bを示す (図 46の 2、 写37の 169)。 東半の壁はすでに破壊 されているが、残

存する西壁は20cmの高さである。南部の床面はロームの堅緻 な床で、北部は34号住居址上に 3～ 8 cmの貼

床をする。中央西寄 りに55× 80cmの 方形の炉 (Fl)が あり、灰、焼土が認められた。西寄 り中央部 に土

渡 57があり、これは本址の貼床の下から相出された24号住居址の炉 (F2)に も切 られていた。

本址は24号住居址 (中世 )を切 り、11号 (中世 )、 34号住居址 (平安後期 )に貼床 しており、これらより

新 しい。

遺物 出土遺物は比較的多い。カワラケ皿 5点 (図 132の 12～ 16)、 内耳鍋 2点 (同図10011)、 図示で

きなかったが古瀬戸片、黄瀬戸片、鉄片がある。本址は中世の住居址である。

一
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オ)20号 住居址 (図 39048、 写 40)

遺構  B区 下段のテラス部で、13号住居址東側 に検出された (図 39)。 プランは東西 3。 10m、 南北3.80m
の隅丸方形 を呈する竪穴住居址で、主車由方向は N28° wを示す (図 48の 2、 写40の 183)。 壁はほ 垂ヾ直 に
立ち上がり、壁高は西39cm、 東15cmを 計る。なお、西壁隅には地山の大きな石がある。床面はほ 平ヾ坦で

中央部は硬く良好である。なお、東壁近くに黒土及び黄褐色土の貼床とみられる部分がある。炉は南西寄
りに径 57cm、 深 さHcmの 地床炉があり、内部には灰、焼土が若干認められた。柱穴は住居址内では検出で

きなかった。本址は35号住居址 (曽利Ⅱ)を切ってぃる。

遺物 覆土中からは縄文土器片 が多く出土 したが、中世遺物は少ない。図示 してないが西壁中央より刀
子 1点、北東隅床面から中世陶器片が出土 し、内耳土器片、カワラケもある。

力)24号 住居址 (図 39・ 46、 写 35)

遺構  B区 下段のテラス部で、14号住居址の東側に検出された (図 39、 写25の 105)。 プランは南北 7。 10
mの 隅丸方形 を呈する竪穴住居址である(図 46の 2、 写35の 155)。 西壁は良好な遺存状況で、壁高61cm、
壁の 2/3の 高さまでたたき固められている。数cmの 厚 さの貼床状の床面上昇があるが、下にはロームの
堅緻 な床が認められた。15号住居址の貼床の下から、本址の炉 と推定 されるもの(F2)が検出され、 lo5
× 110ёmの方形 を呈 し、本址床面のレベルからの深 さは44cmで ある。内部には厚 さ2 cm程の炭層があり灰

も認められた。内耳鍋片 が床面、西壁斜面にはりついて出土 した。

本址は14号住居址に一部貼床され、16号住居址 に切 られており、中世のこれらより古い。

遺物 小破片で図示びてないが、内耳土器片が出土してぃる。本址は中世の住居址である。

キ)25号 住居址 (図 39・ 45、 写 42)

遺構  B区 下段のテラス部で、13号住居址の東側に検出された (図 39)。 遺構の確認 した範囲は南北 6m、
東西 3.7m程 である。14号住居址 と同様に緩傾斜地 を削平 して屋敷地 としたものかと思われ、西部はロー

ム層を削 り、東部は黒土層中にある。土台石となり得る平石 sl～ s5が検出された (図 45の 1、 写42の
190)。 Sl― s2、 S4-S5の 距離は1.8m、 s2-S3は 3.lmで配列はや 乱ヽれている。床面はブル
トーザーによる排土で攪乱された部分もあるが、12号住居址 (曽利Ⅱ)を 切る西側は非常に硬い。土間の

可能性 が強い。北側で角釘、カヮラケが出土 した。本址は30号住居址 に切 られている可能性 がある。

遺物 小破片で図示 してないが、角釘、カヮラケが出土 してぃる。

ク)28号 住居址 (図 39・ 48・ 127)

遺構  B区 下段のテラス部で、25号住居址の東に位置する(図 39)。 南北3.50mの 方形竪穴住居址の一部
と推定 される(図 48の 5)。 西壁部が残存するだけだが、床は礫混入のため不明確である。広い焼土部が認

められている。本址は29号住居址 (平安後期 )を切っており、同址より新 しい。

遺物 用途不明鉄製品 2点 (図 127の 14015)が ある。中世住居址 と思われるが、証明する遺物がない
のが残念である。
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ケ)30号 住居址 (図 39049・ 132、 写 42)

遺構  B区 下段のテラス部で、25号住居址の東側 に検出された (図 39)。 プランの北西部 3.7× 2mが遺

存するのみである。隅丸方形の竪穴住居址 とも思われるが、14号住居址同様、屋敷地 として削平 した土台

石を持つ建物遺構 とも考えられる(図 49の 1、 写42の 192)。 Sl～ s6の平石の配置 は桁行 4.2m(14尺 )、

梁行 2.7m(9尺 )で あり、 Sl― S2、 S3-S4は 1.8m、 S4-S5は 0.9mの 距離で曲尺の整数倍

となり土台石の可能性が強い。なお、床はタタキ床であったと思われ、部分的に良好 な部分が残 る。

本址は25号住居址 (中世 )を切 り、29号住居址 (平安後期 )の 上にのっている。

遺物 出土遺物は極めて少ない。内耳鍋 1点 (図 132の 17)が ある。本址は中世の遺構である。

オ 中世建築址 (図 3905501270128、 写 53054)

遺構  A区 東部 にある(図 39)。 大熊城址第 V・ Ⅵ之郭の東斜面の裾部黒土層を削 り、平坦な敷地を造成

したものである。遺構全体の規模は南北19m、 東西12.5m程 ある。東西方向に並ぶ石垣状遺構部で現地表

下 1.2m、 南西部では 0.8m下 になる(図 55、 写53の 256、 54の 257～ 261、 55の 262)。 敷地の南西部 には

径50～ 80cmの 平石が列をなしており、このような礎石を用いる以上、相当大 きな木造建築物があったと考

えられる。

グリット掘 りで石垣状配石遺構の範囲を確認 し、ブル トーザーで排土 したが、北東部の礎石はその際と

ばして しまったのではないかと懸念 している。以下、礎石の芯々間の距離を列記すると、 Sl― S2は 3.30

m、 S2-一 S3は 3。 10m、 S3-S4は 2.45m、 S4-一 S5は 3。 70m、 S5-―栗石 S′ 1は 2.60m、栗石 S′ 1-一

S′ 2は 2。 80m、 S6-一 S7は 2.60m、 S7-一 S′ 3は 2.90m、 S′ 3-一 S′ 4は 2。 30mで ある。数値 をみる限り

ばらつ きが大 きい。

この遺構の北端部から北部は黒土層上にロームが客土 され貼 られており、北側石垣部で20cmの厚 さを持

つ。このロームは礫 を混入せず純良なもので、同質ロームがあるのは御射宮司社碑のある帯郭 と思われる

テラス附近か第Ⅵ之郭である。帯郭は配石 102ま で続いていたと思われるので、この削平工事の際運ば

れたのではないかと考えている。この遺構部は後に西から褐色土が流れ込み厚 くかぶっている。

本址南西部は廃棄後西方より相当量の礫混入ローム (褐色土 )がかぶり、更 に上層が茶褐色土 となって

いる(図 57の 3)。 この礫混入ローム土は第 V・ Ⅵ之郭間の空濠Ⅲの排土が流れ込んだものではないかと考

えている。本址西に未調査部を残 しているので、詳細 については二次調査の結果を待って検討 したい。

遺物 古銭 2点 (図 128の 7-開元通宝-621年、同図10-聖宋元宝-1101年 )が A M40グ リット、北

側の石垣状配石の西端部で検出された。本址南東隅からは古瀬戸陶器片が出土 している。鉄製品では角釘

2点 (図 127の 16・ 17)が南西部で出土 した。以上、本址 に伴 う遺物からみて、本址は大熊城址 と同時に

存在 した建築址である可能性が強いと考える。

力 溝状遺構
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ア)溝 1(図 39056057、 写 55)

遺構  中世建築址の西、大熊城址第 V之郭の東斜面に南北 に走 る(図 39056の 1)3幅 1.40～ 1.60m、 深

さ30cm程 の断面U字形 を呈する浅 い溝である。この溝は中世建築址床面に続 く客土ローム層を掘 り込んで

おり、溝底には茶褐色土の下に僅 かな砂層が認められた。この溝は中世建築址 に付属す る施設で、西方の

斜面から雨水が流れこむのを防 ぐ排水溝ではないかと考えられる。出土遺物はない。

イ)溝 2(図 39・ 56、 写 55)

遺構 大熊城址空濠Ⅲから東の方向へ走 る(図 39056の 1)。 表土下15cmに 検出され、空濠Ⅲの壁 と同質

の礫混入褐色土が充満する。幅70～ 1。 2m、深 さ20cmで黒土層を掘 り込んでいる。配石遺構の上部 にあり、

城が廃棄 された後の流水路 となった部分 と考えられる。

ウ)溝 3(図 39)

遺構  B区 下段テラス部にある(図 39)。 30号住居址の東に小砂利を含む砂層が幅 30cm、 厚 さ3 cm程 で続

くのが観察 された。人為的なものではないと思われる。近世以降のものであろう。

キ 配石遺構 (図 39056、 写 55)

遺構  大熊城址第 V・ Ⅵ之郭の東斜面にある(図 39)。 便宜上、配石 1、 2と 区分 したが一連の遺構 と考

えられる。原地形では御射宮司社跡のある帯郭とみれるテラスの延長部 とみれる緩傾斜面にある (図 38)。

表土をはぐと、配石 1の西部 と北側には緩傾斜の平坦面があり(図 56の 102、 写55の 265)、 この平担部

は南の配石 2(同図 103)の 部分では消滅する。配石は平坦部の肩部から相当の傾斜 を持つ下の斜面に

かけて、人頭大から径80cm程の石が散乱、或いは一部集中する。配石 1の北側、縄文時代の住居址の集中

した部分の上部にも、石が散見 され、多くのものは耕作時に抜 き取 られている可能性が強い。配石 1部で

は石は黒土層上にあり、斜面下方では移動 されたロームブロック混入褐色土をかぶる。西上方の平坦部で

は褐色土をかぶっていた (図 57の 2)。

なお、この褐色土中から鉛の鉄砲玉、カワラケ皿 2点 が出土 している。

本遺構は北方の御射宮司社跡のある帯郭の延長部で、配石は土留石 と考えたい。大熊城址の一部を構成

するものである。

ま と め

荒神山遺跡第一次調査で発見された住居址は、縄文時代46軒、弥生時代 3軒、平安時代 8軒、中世 9軒、

計66軒の多数を数える。その他、縄文時代前期末～中葉の多量な遺物が累積する土器集中区、縄文～中世

の土渡 174基、中世の大熊城址に関連する遺構等を検出し、複雑多岐にわたる問題を投げかけた。

まず、湖南地区は半日村ともいわれる程、日照時間が短かく、湖ゴヒのような大遺跡はないとされて来た。

3)
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本遺跡 は今回の調査から、上下に相当の範囲 を持つ大遺跡であることが半J明 し、この考え方を改めさせた。

縄文時代の住居址は前期末 1軒、中期中葉猪沢式期 1軒、新道式期 3軒、藤内 正式期10軒 、同Ⅱ式期 1

軒、勝坂期 1軒、中期後葉曽利 正式期 1軒、Ⅱ式期22軒、Ⅲ式期 5軒、不明 1軒 という内訳である。縄文

時代を通観すると、前期末葉諸磯 c期に始った集落は藤内 正式期に栄え、曽利 Ⅱ式期に最盛期 を迎 える。

後晩期 には移動 して しまっているようで遺物はない。遺物の良好なセ ットを残すのは新道式期の62号住居

址、藤内 正式期の 4号住居址、藤内Ⅱ式期の48号住居址、曽利Ⅱ式期の31号 。41号住居址、曽利Ⅲ式期の

8号住居址があげられる。なお、 8号住居址の土器は伊那谷南部 との共通性の非常に強いものであ る。

弥生時代の住居址は中期 2軒、後期 1軒である。次の報告書に記載 される深鉢の上に壺が重ねられて出

土 した仲浜町式期の土疲 18は貴重な収穫であつた。北方の湿地帯が弥生～中世人の生活基盤 となったもの

であろう。平安時代住居址はカワラケの粗形 となる土師杯 を伴っている場合が多く、平安末の中道Ⅳ期に

属するもの が多いのではないかと思 う。この時期に大熊道上、城山両遺跡の住居址 などと集落 を構成 した

ものであろう。

中世では住居址の時期区分はで きないが、相当の長期にわたつて集落が存在 したようで、重複が激 しい。

住居址の形態変化 として うかがえることは、24号住居址のような隅丸方形 を呈 し、摺 り鉢形の壁を持つ も

のが古 く、20号住居址のような方形で壁がほ 垂ヾ直 となる小形住居址 となり、30号住居址、14号住居址の

ような土台石を持 ち、掘建住居の方式を捨てる型へ と発展 して来たのではないかと考えるが、これはあく

まで予察である。大熊城址関係 としては、中世建築址は居館址 としての可能性 を持 ち、 2号住居址部が付

属 したと考えたい。配石 1、 2は帯郭と考えている。

第二次調査の結果を待って、より充分な考察をしたいと考える。 (伴・平出・木下 )
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第 2表 発掘調査経過一覧表
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彎

日
勒

聰

博

や C製

H∞ ∞∞N∞
=

陣刷陣ミ4Kや

か、R製
営陣趣2嶋 K(

劇
―
シ
ヽ
ヽ
ハ

ヽ
Ｋ

Ｎ
　

ハ
ヽ
　
、一　
２

一

陣

應

綻

Ｈ
　
劇

　

　

障

∞

障
　

　

ヨ

Ｈ

博

鞭

ぶ

非

Юヾ斜∞N CO H民

|

陣榔 世田ミユく

い
ヽ
ハ

理陣撫樽障2【 R

障 陣 ミ

理趣 2

目  博 Ｈ
゛

博 目 ∞
Ｈ

博  制 Ｏ
Ｈ

卜
ヽ

障 ぶ 〇
゛

∞
Ｈ

Ｈ
Ｏ

郷 R Φ
ヾ

縫
=鼎
趣博無 ∞

Ｈ

聴博無 【
寸

ω
Ｈ

→J郡 ロロ

∞

職

引

職緊郷

引引甘

刷居

引ミ

刷緊堅侶女

引引引ミ暦

卜
　

刷

引

辮

盤

聰

引

・EI墾撻串 ○ ○ ○ ○ ○ ○

К棄盤灘 ○ ○ ○ ○ ○

聰
腫
熙

車 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IE ○

串
猛
引

緊 ○ ○ ○ ○ ○ ○

IE

ゼ
世
胡
添

渾 ○ ○ ○ ○

■ ○ ○ ○

ゼ

世

メ

駆

S

巡 ○ ○ ○

I ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コ
曖 ○ ○ ○ ○ ○ ○

叶 ○ ○ ○

累

興

堵

　

呵

く

胆
一

ヨ 郷

択

(IE

基

叶

筆

(

∃

ぐ

∃

筆

劇

筆

激

Ｋ

∃

眠

引

興

激

Ｋ
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第 5表  住 居 址 一 覧 表 (No.1)

遺  跡  名 城本

構遺
１
号

２
号

３

号
４
号

５
号
６
号

７

号
８
号

９

号

１０

号
Ｈ
号

・２

号

・３

号

期時
中
期
縄
文

中
期
縄
文

中
期
縄
文

後
期
平
安

中
期
縄
文

中
期
縄
文

中
期
縄
文

中
期
縄
文

中
期
縄
文

中
期
縄
文

中
期
縄
文

後
期
平
安

中
期
縄
文

遺

構

|

西

北
　
ン

東

南

プ

4。 00
×
4.30
円
形

5.30
×
5。 90
円
形

？
×

・
９
円
形

？
×

・
４
方
形

4。 20
×
4。 70
円
形

？
×
？
円
形

？
×

・
９
円
形

？

×

？

？

4.75
×
4.80
円
形

？
×

ｏ
９
円
形

3.65
×
3.60
円
形

？
×
？
方
形

？
×
？
円
形

｛八柱 5以上

炉

か ま ど

石
囲
炉
（石
抜
き
）

石
　
囲
　
炉

石
　
囲
　
炉

石
　
囲
　
炉

石
囲

炉
（石
抜

き
）

石
囲
炉
（石
抜
き
）

石
　

囲

　
炉

石
　
囲

　

炉

石
囲
灯
（石
抜

き
）

石
囲

炉
（
石
抜

き
）

主 S54'E S27・ E S60° W ? S46° E ? ? S37° E S 35"8 ? ?

考備

て

い

る

２
住
の
上
部
に
貼
床
し

周

溝

あ

り

３

、

１６
住

を

切

る

１
住

の
下

部

に
あ

り

６
住
を

切

る

２
住

に
切
ら
れ

北
西
側
大
半
攪
乱

し

て
、
い

る

３

住

の

上

部

に

貼

床

周
溝
あ

り

住
を

切

る

７

ｏ
９

ｏ
ｌＯ

ｏ
Ｂ

・
１５

北
西
壁

一
部
残
存

３
住

に
切
ら
れ

る

5れ
・る
10°
周

溝
あ

り

・
‐７
住

に
切
ら

炉
址
と
床
面

の
み
検
出

４
住

に
切
ら
れ

る

住
を

切

る

Ｈ
住

に
切
ら
れ

１３

ｏ
‐４

住
を

切

る
。
周

溝
あ

り

５

・
１５
住

に
切
ら
れ

７

周
溝
あ

り

‐２
住

に
切
ら
れ

る

硬

い
床
面

の
み
検
出

Ｈ
住
を
切
る

西

壁

側

一
部

残

存

れ

る
ｌ

ｏ
５

ｏ
９
住

に
切

ら

遺

物

土

器

石

器

完 形 土 器

図上復元の上器

土器の内訳

深 鉢 深 鉢

有孔鍔付

深 鉢

浅 鉢

有孔鍔付

H甕 `壺

S甕・壺

深 鉢 深 鉢 深 鉢 深 鉢 深 鉢

浅 鉢

深 鉢 深 鉢

'打

鉢

皿

H杯

S甕

土 製 品
土錘 1 耳栓 1 土錘 1

打 石 斧 1 1

磨 石 斧 1

敲 打 器 1

刃横 1

鏃石 1

匙石 1

皿石

石凹 l 1

そ の 他

不定形4 石 錘1 磨石 1
ポイント

1

スクレイ
パー 1

1

l

磨石

石錘

不定形1

ギイ
ン
1

スクレイ
パ ー  1

鉄 製 品

そ の 他 吊品 帰品 吊品
考備
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第 5表  住 居 址 一 覧 表  伽。.2)

遺  跡  名 城本 山城 山ネ申荒

構遺
・４

口万

・５

口万

・６

口万

・７

口万

１

口万

２

口万

１

口万

２

口万

３

口万

４

口万

５

口万

６

口万

７

口万

期土
寸

糸電中
文期
糸電中
文期
糸電中
文期
糸電中
文期
縄中
文期
平後
安期
糸電中
文期

中
世
縄 中
文期
糸電中
文期
平後
安期
糸電中
文期
糸電中
文期

遺

構

西

北

ンラ

東

南

プ

？

×

？
・

？

？

×

？

円

形

4.65
×
？

円

形

？

×

？

円

形

・
７

×

？

円

形

5.20
×

4.65
方

形

5.85
円

形

？

×

？

×

？

方

形

4.25
×

4.00
円

形

。
１

×

？

円

形

5.10
×
?

方

形

3.40
×

3.40
円

形

4.20
×
?

円

形

｛八柱 3以上

炉

か ま ど

石⌒

占Б
囲 石
破
壊
炉
V

石
囲
炉
（石
抜
き
）

石
囲
炉
（石
抜
き
）

石

　

　

囲

　

　

炉

貧
東
壁
中
央
及
び

右
奇
り
に
二

つ
）

石
組
粘
土
竃

石
囲
炉
（石
抜
き
）

缶
（

石
囲
炉
（石
抜
き
）

石
　
　
囲
　
　
炉

（墓
山
塞
月
に
あ
り
）

石

組

粘

土
竃

石

　

　

囲

　

　

炉

主 ?′ N54°W S73° W ? N49° E S78° E N50°W ? ?

考備

２
・
９
・
Ｈ
住
に
切
ら
れ
る

Ｈ
住
に
切
ら
れ
る

９
住
下
部
に
あ
り
１０
住
を
切
り

２
住
の
下
に
あ
る

一
部
未
調
査

７
号
住
を
切
る
。
周
溝
あ
り

れ

る
空
濠
Ⅱ
に
よ
り
北
東
側
を
切
ら

工
房
地
的
性
格
の
住
居
址
か
？

・９
・
２６
ｏ
５４
・
６‐
住
を
切
る

南
側
に
石
組
遺
構
あ
り

硬
い
た
た
き
床
あ
り

周
溝
・
埋
甕
あ
り

る５
ｏ
３２
住
に
切
ら
れ
５５
住
を
切

周
溝
あ
り

４
・
５５
住
を
切
る

５５
住
を
貼
床
し
て
上
部
に
あ
る

北
半
分
傾
斜
の
た
め
不
明

５５
住
を
切
る

泣退

物

土

器

完 形 土 器

図上復励 土器

土器の内訳

深   鉢

浅   鉢

深   鉢 H審鉢境
杯・Il・鍔釜

S甕

K甕・ガ宛

ネ。皿

深 鉢
浅 鉢

有孔鍔付

古瀬戸

内耳土器

カワラケ

深 鉢
浅 鉢
有子L鍔付

台 付

鉢

鉢
深
浅

H杯 。皿
鍔  釜
S 甕
K鉢 。杯

深 鉢

浅 鉢

深 鉢

土 製 品
土錘 1

フイゴ
1口  3

土錘  1 土錘  1 土板  1 土錘  2 土板 2

打 石 斧

磨 石 斧

敲 打 器

刃横

鏃石

匙石

皿石

石凹 4

そ の 他

石錘 1

砥石 1

ポイント

1

スクレイ
パー 1

砥石  1 スクレイ
パー 2
磨石 2

スクレイ
パー 2
ドリル

1

砥石  1 スクレイ
パ ー  1

スクレイ
パー 2

鉄  製  器 夢
「

リ
刀 f‐片 2
鉄 ,宰

そ の  他 骨  片
.F:‐

 片
(埋甕内 )

考備
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遺  跡  名 山ネ申荒

遺 構
８

号

９
号
J新 響旧 Ｈ

号

・２

号

13 ・４

号

・５

号

16 ・７

号

18 ・９

号

時 期
縄 中
文期
平後
安期
縄中
文期
縄 中
文期

中
世
縄中
文期
平後
安期

中
世
中
世
縄 中
文期
縄 中
文期
縄 中
文期
縄中
文期

遺

1構

東  西
居増    Jヒ

プ ラ ン｀

5.65
×

5。 85
円

形

ｏ
５

×

？

方

形

5.35
×

5.10
円

形

4。 00
×
“

円

形

？

×

？
方

形

？

×

・
８

円

形

5.70
×
?

方

形

？

×

？

方

形

3.70
×

4.05
方

形

4.30
×

4.30
円

形

？

×

？

円

形

？

×

ｏ
６

円

形

？

×

？

円

形

穴柱 3以上 4(?)

炉

か ま ど

石

　

　

囲

　

　

炉

石
囲
炉
（石
抜
き
）

石
囲
炉
（石
抜
き
）

征
¨

石
囲
炉
（石
抜
き
）

石
　
　
囲
　
　
炉

主 S41・ E ? S15° E S15° E? N83・ E N28° E N60° E ? S55° E

考備

周
溝

・
埋
甕
あ
り

２３
住

に
切

ら

れ

る

周
溝

。
埋
甕
各
２
あ
り

上
部
に
６３

・
６４
住
あ
り

埋
甕
あ
り

‐５
住

に
切
ら
れ
る

３４
住
を
切
り
３６
住
を
貼
床
し

周
溝

・
埋
甕
あ
り

２５
住

に
切
ら
れ
る

中
央
部
に
焼
土
あ
り

４６
住
を
切
る

台
石
が
等
間
隔

に
並
ぶ

２３

・
２７
住
を
切
る

２４
住
を
切
る

周
溝

・
埋
甕
あ
り

４‐
住
を
切
る

伏
壺
（丹
彩
）あ
り

周
溝
あ
り

し
上
部
に
あ
る

１
住
に
切
ら
れ
６‐
住
に
貼
床

遺

1物

完形土器

図上復元の土器
上

器

土器の内訳

深 鉢 H甕・皿
K 杯

鉢

鉢

勺耳土器 深 鉢 土師杯

灰 釉
古瀬戸

黄瀬戸

内耳土器

カワラケ

古瀬戸

黄瀬戸

内耳土器

カワラケ

鉢

鉢
深  鉢 深 鉢

浅 鉢
有子L鍔付

鉢

鉢

土 製 品

土板  1 土偶  l フイゴ[1

1

打 石 斧

磨 石 斧
伯

敲 打 器

刃横

鏃石 7

匙石

皿石

石凹 4

爾

そ の 他

スクレイ
パー 5
不定形 4

石棒

磨石

はちの

巣石

1 スクレイ
パー 2
はちの

巣イil

砥石

磨石

1

1

スクレイ
パ ー  1

スクレイ
パー 2

石錘  1

鉄 製 品 鉄鏃  1
銭

片

古

鉄

そ の 他 貫炉内打 骨   片

備 考

第 5表  住 居 址 一 覧 表 |。。3)
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遺  跡  名 荒 ネ申 山

遺 構
20 21 ２２

号

２３

号

24 ２５

号

２６

号

27 ２８

号

２９

号

３。

号 讐新 讐旧

土
寸 期

中
世
糸電中
文期
糸電中
文期
平後
安期

中
世
中
世
糸電中
文期
平後
安期

中
世
平後
安期

中
世
糸電中
文期
糸電中
文期

遺

構

東  西

|お    Jヒ

プ ラ ン

3.10
×

3.80
方

形

？

×

？
・

？

？

×

？

円

形

?

×

3.80
方

形

?

×

7.10
方

形

？

×

？

方

形

？

×

？

円

形

？

×

？

方

形

?

×

3.50
方

形

？

×

？

方

形

？

×

？
方

形

6。 10
×

6。 00
円

形

左

と

ほ

ゞ
同

大

柱 穴 7

炉

か  ま ど
征
¨

石⌒

音β
囲石
抜
き

「

埋

　

甕
　
　
炉

|

（
一
部
石
破
壊
）

石
　
　
囲
　
　
炉

石⌒
石

囲 抜

き

「

主 車由 N28°W ? ? ? ? S88・ E S88・ E

備 考

３５
住
を
切
る

炉
址

の
み
検

出

周
溝
あ
り

３‐

。
３５
住
に
切
ら
れ
る

切
ら
れ
る

９

ｏ
２７
住
を
切
り
１４
住
に

‐４

・
‐５
住
に
切
ら
れ
る

３０
住
に
切
ら
れ
る

切

ら

れ

る

ｌ

ｏ

‐ ８

ｏ

19

61

住
に

周
溝
あ
り

‐４

ｏ
２３
住

の
下
に
あ
る

２９
住
を
切
る

２８
住

に
切
ら
れ
る

２５

ｏ
２９
住
を
切
る

る
。
周
溝

・
埋
甕
あ
り

２２
住
を
切
り
３３
住

の
上
に
あ

重
複

ｏ
埋
甕
あ
り

３‐
住
と
同
心
円
上

遺

物

+

完 形 土 器

図上復元の土器

哭

土器の内訳

内耳土器
カワラケ

深  鉢 架 鉢 灰釉陶器

片

内耳土器 深 鉢 杯

杯

Ｈ

Ｋ

器

ケ

職

”

釉

内

力

灰

内耳土器 ,架  鉢

土 製 品 土錘  1

石

興

打 石 斧

磨 石 斧

敲 打 器

横 刃

石 鏃

石 匙

石 皿

凹 石

そ の 他

不定形 7

鉄 製 品 鋤  1

そ の 他

備 考

第 5表 住 居 址 一 覧 表 |。.4)
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第 5表 住 居 址 一 覧 表 0。.5)

遺  跡  名 山ネ申荒

構遺
３２

号

３３

号

３４

号

35 ３６

号

３７

号

３８

号

３９

号

４。

号

41 ４２

号

４３

号

４４

号

期時
縄中
文期
縄中
文期
平後
安期
縄中
文期
平後
安期
縄 中
文期
縄中
文期
縄中
文期
縄 中
文期
縄中
文期
縄中
文期
縄 中
文期
弥後
生期

遺

構

西

北
　
ンラ

東

南
　
プ

4.40
×

4.25
円

形

4.95
×

5.80
円

形

？

×

・
０

方

形

？

×

？

円

形

?

×

5.30
方

形

4。 45
×
?

円

形

5.35
×
?

円

形

4.85
×
?

円

形

？

×

？

円

形

5.10
×

5.15
円

形

4。 55
×

4.70
円

形

？

×

？
円

形

4.30
×
?

方

形

穴柱

炉

か  ま ど

石
囲
炉
（石
抜
き
）

石
　
　
囲
　
　
炉

石
　

　

囲

　

　

炉

石
　

　

囲

　

　

炉

石
囲
炉
（石
抜
き
）

石
　
　
囲
　
　
炉

石
　
　
囲
　
　
炉

石
囲
炉
（石
抜
き
）

石
囲
炉
（石
抜
き
）

車由主 S57°W S80° E N21°W ? S61° E N63° E ? S63・ E N59° E ? ?

考備

４
住
を
切
る

を
切
る
。
周
溝

・
埋
甕
あ
り

３‐

。
３５
住
が
上

に
あ
り
４８
住

Ｈ

・
‐５
住

が

上

に
あ

る

２０
住
に
切
ら
れ
２２
住
を
切
る

Ｈ
住
が
上
に
あ
る

埋
甕
あ
り

３９
住
を
切
る

２‐
住
を
切
る

周
溝
あ
り

３７
住

に
切
ら
れ
る

周
溝
あ
り

４‐
住
に
切
ら
れ
る

る
。
周
溝
あ
り

４０
住
を
切
り
１７
住
に
切
ら
れ

火
災
に
あ
う

周
溝

・
埋
甕
あ
り

周
溝
あ
り

１０

。
６６
住

に
貼
床

す

る

大

半

が
検

出

不

可

能

遺

物

|

完 形 土 器

図上復元の土器 10

土器の内訳

架 鉢 鉢

鉢

杯

甕

杯

深 鉢 H 小皿
K 杯

深 鉢
浅 鉢

深 鉢 鉢

鉢
深 鉢

浅 鉢

有孔鍔付

深  鉢 深  鉢 甕

爾

土 製 品

土錘  1

石

打 石 斧

磨 石 斧

敲 打 器

刃横

鏃石

匙石

皿石

石凹

そ の 他

不定形 1 磨石  1 磨石 1 不定形 2 不定形 4 磨石

石錘

砥石  1
台形石器

1

硬玉製

垂 玉 1

鉄  製 品

そ の  他

考備
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第 5表  住 居 址 一 覧 表 檄。.6)

遺  跡  名 山荒

構遺
４５

号

４６

号

４７

号

４８

号

４９

号

５。

号

５．

号

５２

号

５３

号

５４

号

５５

号

５６

号

５７

号

期時
縄 中
文期
弥中
生期
弥中
生期
縄 中
文期
縄中
文期
縄 中
文期
縄前

文期
縄 中
文期
縄 中
文期
縄中
文期
縄 中
文期
縄 中
文期
縄中
文期

遺

構

西
　
北
　
ン

東

1幸i

プ  ラ

・
１

×

？

円

形

？

×

？

方

形

・
３

×

？

方

形

？

×

・
８

円

形

？

×

？

円

形

？

×

・
３

円

形

？

×

？

円

形

？

×

？
・

？

？

×

？
。

？

？

×

？

円

形

・
６

×

？

円

形

？

×

？

円

形

？

×

？

円

形

穴柱

炉

か  ま ど

石⌒

音『
囲石
抜
き
炉
V

石
　
　
囲
　
　
炉

埋
甕
炉

（
？
）

（
一
部
石
抜

き
）

石
　
　
囲
　
　
炉

埋

　

甕
　
　
炉

石⌒

音β
囲石
抜
き
に

車由主 N42° E S9° E ? ?

考備

５３
住
を
切
る

南
側
攪
乱

焼
土
あ
り
炉
址
か
？

・３
住
に
切
ら
れ
る

４５

・
５３
住
の
上
に
あ
り

３３
住
に
切
ら
れ
４９
住
を
切
る

す
る
４８
住
に
切
ら
れ
６５
住
に
貼
床

６２
住
に
貼
床
す
る

６。
住
を
切
る

炉
址
を
中
心
と
し
た
検
出

炉
址
と
柱
穴
の
み
検
出

４７
住

の
下
部
に
あ
る

炉
址
と
床
面
の
み
検
出

１
住
に
切
ら
れ
る

周
溝
あ
り

中
央

部

焼

土

あ

り

炉

址

か

？

れ

る
。

４

ｏ
５

・
６

ｏ
７
住

に
切

ら

４９

・
６５
住
の
上
に
あ
り

胸溝．獅
一諏雌出‐こ切られ“

遺

物

完 形 土 器

図上復元の土器

土器の内訳

深  鉢 甕 。壺 壺

杯

甕

高
深 鉢
有孔鍔付

台 付

鉢

鉢
深 鉢
浅 鉢

有孔鍔付

深  鉢 深  鉢 深 鉢 深 鉢
有孔鍔付

深 鉢

有孔鍔付

深 鉢 鉢

鉢

土 製 品
土板  1 板

錘

土

土

打 石 斧 23 4

磨 石 斧

敲 打 器

刃横 4

鏃石 4 4

匙石

皿石

石凹

そ の 他

ドリル 1

不定形 1
ドリル 1

不定形 2
磨石 2
不定形 3 不定形 1 石錘  1

鉄 製 品

そ の 他

考備
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遺  跡  名 荒 ネ申 山 大 台ヒ 道 上

遺 構
58 ５９

号

６。

号

６．

号

６２

号

63 ６４

号

65 ６６

号

１

号
２
号
３
号
４
号
５
号

土
寸 期

糸電中
文期
縄
文
糸電中
文期
糸電中
文期
糸電中
文期
糸電中
文期
糸電中
文期
糸電中
文期
糸電中
文期

中
世
平後
安期
平後
安期
平 中
安期

中
世

遺

構

東   西

ltFl‐   Jヒ

プ ラ ン

？

×

？

円

形

？

×

？

円

形

？

×

？

円

形

？

×

？

円

形

？

×

？

円

形

？

×

？

円

形

？

×

？

円

形

？

×

？

円

形

？

×

？

円

形

3.60
×

4。 10
方

形

4。 05

×
？

方

形

4.55
×

3.70
方

形

4.80?
×
?

方

形

4.20
×

6.10
方

形

柱 ノヽ

炉

か ま ど

石
囲
炉
（石
抜
き
）

石

囲

炉

笠
¨

石（蹴腿燃詰り）

石⌒
組東
米占戸笥
土壁
竃角

笠
（

主 車由 N33°W S35°W N53° W ? N36° W

備 考

５４

ｏ
５７
住
に
貼
床
す
る

周
溝
あ
り

周
溝
あ
り

６２
住
に
貼
床
す
る

５０
住
に
切
ら
れ
る

２６
住
に
貼
床
す
る

‐

ｏ
‐９
住

に
切
ら
れ

５０

。
６０
住
に
切
ら
れ
る

貼
床
し
て
あ
る

１０

。
６４
住
上
部
に

に
切
ら
れ
る
。
周
溝
あ
り

１０
住
上
部
に
あ
り
６３

ｏ
６６
住

４９

ｏ
５６
住
に
切
ら
れ
る

６４
住
に
貼
床
す
る

４
住
を
切
る

東
壁
に
焼
土
あ
り

床
全
面

に
敷
石
あ
り

遺

物

土

完 形 土 器

図上復元の土器

土器の内訳

深  鉢 深 鉢 深 鉢 深 鉢 深  鉢 深 鉢 深 鉢 深 鉢 天目茶封苑

内耳土器

陶 器

H甕・率
鍔釜

S甕・杯
K杯・皿

H杯 。皿
K壺 。ネ
段 lllL

杯

邦

内耳土器

陶 器

土 製 品
土板 3
土錘  1

土錘 7

石

打 石 斧

磨 石 斧

敲 打 器

本黄 刃

石 鏃

石 匙

石 皿

凹 石

そ の 他

鉄 製 品 鉄  滓
刀 F片
鋼製:7::片

釘 1 嚢羅 1

そ の 他

考備
墨 書 11器

第 5表  住 居 址 一 覧 表 鰤o.7)
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。
製
⊃
辰
枷
廻
恨
翠

′）
０
黙

Ｃ
罫
Ｋ
粂

′ヽ
い
卜

Ｃ
恒
像
Ｃ
ヾ

′逆
Ｃ
ｐ
製
Ｄ
ｋ
里
Ｃ

（　
）
や
縦
轟

。
Ю
く
，
即
邸
Ｃ
岬
山
姻
窯
壼

£
　
′岬
山
週
里
壼

“

※  ※

や

樫 ∞
博
脚
」畔

¨
ミ
ざ
痣

・
女
中
く
眸
引

調
軽
量
卜
Ｃ
Ｋ
根

ぶ
ざ
痣
く
離
引

Ｈ
ｔ
博
興
畔

係
博
里
卜
眸
引

・
Ｈ

博
饗
畔

・
Ｓ
ざ
侭
く
離
引

廻
週
Ｃ
』

９
締

旧

９
　
鵬岬
　
コ
下

９

怖

旧

９
怖
目
署

９
締
旧
署

９
怖

旧

冬
凝
Ｃ
』

（緊
陣
）

□
博

幾

像

（お
博
）

□

陣

幾

像

（緊
博
）

□
博

幾

像

□

博

幾

像

（銀
（
一饗
螺
）

□
博
＝
Ｃ
日

□

博

や

像

□
博
＝
Ｃ
自

（筆
樽
）

□

博
幾

像

剌
週 1= 1= 1= 1=

一終
粧
欄
粧 終

欄

粧
終
粧 1= 1=

柾
眸
・
暉
回

∞
Ｎ

卜
∞
・）
Ｈ
Ｎ

Φ
Ｈ
　
・
卜
Ｎ

∞
∞
・
寸
∞

Φ
寸
（）
卜
∞

〇
ヾ
（）
「
∞

Ｎ
Ю
ｏ
Ｈ
∞

Ｈ
∞
・
Ю
Ｎ

ヾ
∞
（）
「
∞

幾冬 O O ∩ O
=
〇 0 < 〇 m 国 O

幾
　
眸

幾

Ｋ
　
迷

（簗
嗽
）や
旧

幾

承
　
駄

冊

博 拠 拠
Ｄ

椰
Ｄ
珈

Ｄ

珈
Ｄ
轡

Ｄ

珈

Ｄ

椰

，

Ｄ

椰
撫 撫 撫

郎ぶ 円 円 円 円 円 円 月 円 円 円 円 円

Ｔ
ε

縦
　
回哨

゛

Ｒ́
劃

〇
〇
（〇
洲
Ｈ
）

（Ю寸
）

〇
卜
〓

（〇〇
Ｈ
）

（〇¶
）

Ｏ
Ю

Ｏ
Ю

゛

Ｒ́
肛
累

〇

∞

ω

〇

〇

Ｎ

Ｏ

Ю

ω

０

〇

一

Ю

Ｏ

一

Ｏ

Ю

一

Ｏ
　
Ｎ
　
Ｈ

〇

ヾ

∞

〇

∞

∞

Ｏ

Ю

Ｎ

〇

卜

ヽ

ハ

家
Ъ

＋

』

―

。Ｓ
Ｉ

。
①
ｌ

Ｌ

＋

ｋ

ｌ

。
耐
＋

恒
像
即
馴

国
　

Ь

寸
Ｚ

国

　

。
Ｈ
ヾ

∽

国

　

。
Ю
Ｈ

∽

ｍ
　
』
卜
Ｚ

国
　
』
Φ
Ｚ

国

。
卜
∞
Ｈ
∽

国

　

。
対
ｏ

∽

国

　

。
゛
卜

∽

国

　

。
∞
Φ

∽

国
　

Ъ

Φ
Ｚ

恒
像
響
相

口
　

Ъ

¶
Ｚ

．国

　

。
日
寸

∽

口

　

ｏ
Ю
洲

∽

国
　

』

∞
Ｚ

国
　
Ъ
Φ
Ｚ

国

　

。
Ю
Ю
∽

国

　

。
∞
∞

∽

国

　

。
ｏ
∞

∽

国

　

。
日
Φ

∽

口
　
Ъ
Ю
Ｚ

野
世

国

「
終

枷

ミ

噸
週

“
Ｏ
Ｈ

０
０
Ｈ

“
Ｈ
∞

０

日
∞

,くヨロに

脳

楓

―

鵬

馴

畠

興

Ｉ

彙

恨

誦

ｏ
∬
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遺 構 図番号 石器名 石 質 遺 構 図番号 石器名 石 質

1住

覆土

覆土

床面

112-- 1

112-- 2

112-- 3

112-- 4

112- 5

124-- 1

124-- 2

124-3

匙

匙

石

F

鏃

石

石

凹

Ｕ

石

打 石 斧
打 石 斧

スクレイパー

黒雲母ホルンフェルス

安   山   岩

玄   武   岩
凝 灰 質 粘 板 岩

安  山  岩
黒   耀   石
黒   耀   石
黒   耀   石

4住覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

112-18

124-- 8

124-- 9

124--10

124--11

石

鏃

鏃

Ｆ

匙

凹

石

石

Ｕ

石

岩

石

石

卜

岩

安

黒

黒

チ

・砂

山

光程

耀

ヤ  ~

5住床面 112-19 石砥 岩砂

6住覆土 124--12 錐石 石耀黒

7住覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

113--15

113-16

113-17

113-18

113-19

113--20

113_21

113-22

113-23

打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
磨 石 斧
凹   石
凹   石
凹   石

ホル ンフェルス

硬   砂   岩
凝 灰 質 粘 板 岩

凝 灰 質 粘 板 岩

砂     岩

蛇   紋   岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩

2住 112-- 6 石砥 岩砂

3住覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

床面

床面

床面

床面

床面

113-- 1

113-- 2

113-- 3

113-- 4

113-- 5

113-- 6

113-- 7

113-- 8

113-- 9

124-- 4

124-5

124-- 6

124-- 7

113-10

113--11

113-12

113--13

113-14

打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
横

横

凹

凹

凹

凹

刃

刃

石

石

石

石

石   鏃
石   鏃
スクレイパー

石   匙
凹   石
凹   石
凹   石
凹   石
凹   石

岩砂

岩砂

凝   灰   岩

黒雲母ホルンフェルス

硬   砂   岩

安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
黒   耀   石
黒   耀   石
黒   耀   石
凝 灰 質 粘 板 岩

安  山  岩
安   山  岩
安` 山  岩
安   山  岩
安   山  岩

8住覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

床面

床面

床面

床面

床面

床面

床面

P2

114- 1

114-- 2

114-3

114-- 4

114-5

114-- 6

114-- 7

114-- 8

125-- 1

125-- 2

125-- 3

125-- 4

125-- 5

125-- 6

114-- 9

114--10

125-7

125-- 8

125-9

125-10

125--11

125-12

打 石 斧
磨 石 斧
磨 石 斧
凹   石

小形磨石斧

石   鏃
石   鏃

スクレイパー

スクレイパー

磨 石 斧
小形磨石斧

小形磨石斧

敲打器 ?
石   鏃
スクレイパー

小形磨石斧

石

石

石

石

凹

凹

凹

凹

匙

石

石

凹

緑 泥 片 岩

緑 泥 片 岩

安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩

黒   耀   石
黒   耀   石
チ  ャ ー  ト

緑 泥 片 岩

砂質ホルンフェルス

蛇   紋   岩

岩頁

石

石

耀

耀

黒

黒

岩

岩

石

石

岩

耀

耀

灰

泥

泥

黒

黒

凝

岩砂

4住覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

112-- 7

112-- 8

112-- 9

112--10

112--11

112-12

112--13

112--14

112--15

112--16

112--17

打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
局部磨石斧

横

凹

凹

刃

石

石

硬   砂   岩
砂      岩

硬   砂   岩
凝   灰   岩

凝 灰 質 粘 板 岩

砂     岩

硬   砂   岩
砂      岩

硬   砂   岩
安   山  岩
安   山  岩

第 7表  荒神山遺跡出土石器一覧表  (No.1)

※ U・ Fはユーティラィズド・フレイク(使用痕のある剥片 )の略
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遺 構 図番号 石器名 石 質 遺 構 図番号 石器名 石 質

8住 P2

P2
1 P2

125-13

125--14

125-15

小形磨石斧

スクレイパー

スクレイパー

岩

石

石

紋

耀

耀

蛇

黒

黒

16住覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

H6-13

116--14

116-15

116-16

124--18

124-19

124--20

124-21

石

石

石

刃

鏃

鏃

鏃

凹

凹

凹

横

石

石

石

スクレイパー

安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
黒   耀   石
黒   耀   石
黒   耀   石
黒   耀   石

10住覆土

覆土

覆土

覆土

床面

床面

床面

床面

床面

114-H

l14--12

114--13

124--13

114--14

114--15

114--16

124--14

124--15

115-1

115-2

敲 打 器

打 石 斧
打 石 斧

石   鏃
石   鏃
磨   石
石   棒

石

石

匙

石

凹

凹

石

凹

玄  武   岩
安   山  岩
安   山  岩
黒   耀   石
砂      岩
硬   砂  岩
安   山  岩
黒   耀   石
黒   ナ翌  石
安   山  岩
安   山  岩

17住覆土

覆土

116-17

125-16

打 石 斧
スクレイパー

岩

岩質

砂

佳

18住覆土 H6-18 石凹 山安 岩

19住覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

116-19

116-20

116-21

116-22

125-17

石

石

凹

凹

打 石 斧
打 石 斧

スクレイパニ

山

凝 灰 質 粘 板 岩

泥  質 片 岩
安

安

里

岩

岩

石

山

耀

12住覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

床面

床面

P

P

115-3

115-- 4

115-- 5

115-9

115-- 7

115-8

115-- 9

115--10

124--16

124--17

115-11

115-12

磨 石 斧

凹   石
凹   石
凹   石

石   皿
スクレイパー

スクレイパー?

石   皿
皿石

石

石

凹

凹

石凹

凝 灰 質 粘 板 岩

安  山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
黒   耀   石
黒   耀   石
安  山  岩
安   山  岩

22住 H7-1 打 石 斧 砂 岩

31住覆土

覆土

覆土

覆土

P2

117-2

117-3

126-1

126-2

126-3

磨 石 斧
打 石 斧

F

スクレイパー

鏃石

U

岩

岩

石

石

石

耀

燿

耀

砂

砂

里
菫

菫

〔
32住覆土

覆土

覆土

覆土

床面

床面

床面

117--4

117-5

117-6

117- 7

117- 8

117- 9

117--10

石凹

打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧

打 石 斧
定角磨石斧

乳棒状磨石斧

硬

凝

砂

安

凝

砂

砂

砂

灰

山

灰

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

15住 116-1 臼茶 岩山安

16住覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

116- 2

116-3

116- 4

116-5

116- 6

116- 7

116- 8

116- 9

116--10

116-11

116-12

打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧

石

石

磨

凹

岩

岩

岩

岩

岩

山

山

砂

砂

砂

安

安

硬   砂   岩
硬   砂   岩
泥質ホルンフェルス

泥  質 片  岩
凝 灰 質 粘 板 岩

凝 灰 質 粘 板 岩

33住床面

床面

床面

床面

床面

床面

床面

床面

床面

117-H

H7-12

117-13

117--14

117-15

117--16

117--17

117--18

117--19

石

石

石

石

皿

凹

凹

凹

凹

石

打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
定角磨石斧

玄

安

安

砂

安

安

黒雲母ホルンフェルス

泥  質  片  岩

緑  泥  片  岩
岩

岩

岩

岩

岩

岩

武

山

山

山

山

第 7表  荒神山遺跡出土石器一覧表  (No。 2)
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遺 構 図番号 石器名 石 質 遺 構 図番号 石器名 石 質

33住床面

床面

126-- 4

126-- 5

鏃

鏃

石

石

石

石

耀

耀

黒

黒

41住覆土

床面

床面

床面

床面

床面

床面

床面

床面

床面

床面

床面

床面

床面

126--14

119-5

119- 6

119-- 7

119- 8

119-9

119--10

119--11

119-12

126-15

126-16

126-17

126-18

123-10

石   鏃
磨 石 斧

凹   石
凹   石
石   皿

小形磨石斧

石   鏃
石   鏃

錘

石

石

石

石

磨

凹

凹

匙

皿

石

石

黒   耀   石
砂    .岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
蛇   紋   岩
黒   耀   石
黒   力翌  石
チ  ャ ー  ト

岩山安

35住 117--20

117-21

石

石

凹

磨

岩

岩

山

山

安

安

37住 118-1

118- 2

118- 3

118- 4

126-- 6

打 石 斧
磨 石 斧
凹   石
凹   石

鏃石

泥質ホルンフェルス

緑 泥 片 岩

安   山  岩
安   山  岩
黒   耀   石

38住覆土

床面

床面1 
保面
面

面

床
―
床

５

６

７

８

１
９‐

０

一　

一　

一　

一　

一　

一

１
　
‐１
‐
Ч
Ｉ
Ｈ
‐
‐‐Ｈ
‐‐Ｉ
Ｈ

打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧

石

石

石

凹

凹

凹

硬   砂   岩
凝   灰  岩
凝 灰 質 粘 板 岩

安  山  岩
安   山  岩
安   山  岩 42住覆土

覆土

覆土

床面

床面

床面

床面

床面

床面

床面

床面

119--16

H9-17

119--18

120-1

120-2

120-3

120-- 4

120-5

120-6

120-7

126-19

打 石 斧
磨 石 斧
凹   石
凹   石
凹   石
凹   石
凹   石
凹   石
磨   石
石   皿

U O F

凝 灰 質 粘 板 岩

安  山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
黒   耀   石

岩砂

40住床面

覆土

覆土

覆土

床面

118-,11

118「-12

118--13

118--14

126-- 7

打 石 斧
打 石 斧
凹

凹

石

石

石

鏃

岩

岩

岩

岩

石

灰

灰

山

山

耀

凝

凝

安

安

黒

41住覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

118-15 
|

118-16 
|

118-17 
|

118- 18

118-19 i

118-20

118-21

lL8-22t
11e- 1i

1

119- 2\

119- 3,

119-,- 4,,

126- 8

126- I
126- 10

126-17

126-t2
126 - 13

打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
磨 石 斧
凹   石
凹   石
凹  ―石

凹   石
凹 1 石
石   皿

石   鏃
石   鏃

石

石

凹

凹

鏃

鏃

鏃

鏃

石

石

石

石

緑 泥 片 岩

岩

岩

岩

岩

砂硬

砂

砂

砂

安

安

安

安

安

安

安

黒

里

里

黒

里

黒

山  岩
山  岩
山  岩
山  岩
山  岩
山  岩
山  岩
耀   石
形君   石
力程   石
耀   石
が春    石

光君  石

43住炉内

炉内

炉内

119-13

119--14

126-20

打 石 斧

石   鏃

石凹

黒雲母ホルンフェルス

安   山   岩
黒   耀   石

45住床面 119-15 石凹 岩山安

48住覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

床面

床面

床面

120-- 8

120-- 9

120--10

120-H

120-12

120-13

120--14

120-15

120-16

打 石 斧

横   刃

横   刃
凹   石

打 石 斧
打 石 斧
石   匙

刃横

石凹

黒雲母ホルンフェルス

硬   砂   岩
硬   砂   岩
硬   砂   岩
安   山  岩
安   山  岩
硬   砂   岩
硬   砂   岩
硬   砂   岩

第 7表  荒神山遺跡出土石器一覧表  (No.3)
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遺 構 図番号 石器名 石 質 遺 構 図番号 石器名 石 質

48住床面

床面

床面

床面

床面

126-21

126-22

126-23

126--24

126--25

石   鏃
石   錐
異 形 石 器

鏃

鏃

石

石

黒   耀   石
黒   耀   石
黒   わ程  石
黒   曜   石
黒   耀   石

50住 122-- 9

122-10

122--11

122--12

122--13

122L14

122--15

122-16

122--17

122--18

122--19

122--20

127-- 1

127-- 2

127-3

127-- 4

127-5

127-- 6

127-- 7

刃

刃

刃

刃

刃

刃

石

石

石

石

鏃

鏃

鏃

匙

刃

横

横

横

横

横

横

凹

凹

凹

凹

石

石

石

石

横

磨 石 斧
磨 石 斧

石   鏃
小形磨石斧

岩

岩

岩

岩

砂硬

砂

砂

砂

凝 灰 質 千 枚 岩

硬   砂   岩
凝   灰   岩

緑 泥 片 岩

安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
安   山  岩
黒   耀   石
黒   耀   石
黒   耀   石
黒   耀   石
蛇   紋   岩
凝 灰 質 粘 板 岩

硬  砂  岩

49住覆上

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

床面

床面

床面

床面

床面

床面

121-1

121-2

121-3

121-4

121-5

121-6

121-- 7

121-8

121-- 9

121-10

121--11

121--12

121-13

121-14

126--26

126--27

126-27

126-29

126-30

121-15

121-16

121-17

121-18

121-19

126-31

打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
磨 石 斧
磨 石 斧
横

石

凹

凹

凹

刃

匙

石

石

石

石    鏃

石   鏃

スクレイパー

打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
敲 打 器
磨 石 斧
石   錐

鏃石

岩

岩

砂

砂

砂

硬

砂

硬   砂   岩
ホ ル ンフ ェ ルス

凝 灰 質 粘 板 岩

黒雲母ホルンフェルス

凝 灰 質 粘 板 岩

硬  砂  岩
安   山  岩

考   山  岩
安   山  岩
黒   耀   石
黒   形程  石
黒   耀   石
黒   耀   石

光翌

岩

岩

岩

石

岩

岩

岩

岩

砂   岩
岩

砂

砂

砂

砂

砂

砂

黒

53住覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

炉内

122--21

122--22

122-23

122--24

127-- 8

122--25

石

石

石

匙

石

凹

凹

凹

石

凹

打 石 斧

岩砂

凝 灰 質 粘 板 岩

安  山  岩
安   山  岩

チ
|ャ  ー  ト
安 1 山  岩

55住覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

床面

床面

123-1

123-- 2

123-- 3

123-- 4

123-- 5

123-6

123-7

123-8

123-9

打 石 斧
局部磨石斧

横   刃
横   刃
横   刃
打 石 斧
磨 石 斧

匙

刃

石

横

安  1山   岩

硬   砂   岩
凝 灰 質 粘 板 岩

硬  砂  岩
硬   砂   岩
凝 灰 質 粘 板 岩

岩

岩

砂

砂

岩砂

50住 122-1

122-2

122-3

122-4

122-5

122-6

122-7

122-8

打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧
打 石 斧

刃横

凝 灰 質 粘 板 岩

硬  砂  岩

凝 灰 質 粘 板 岩

砂

粘  板
硬   砂

岩

岩

岩

岩

岩

砂

砂 56住床面 121--20 打 石 斧 岩砂

57住覆土

覆土

121--21

121-22 錘

磨 石 斧
石 黒雲母ホルンフェルス

岩砂

62住 127-9 匙石 石耀里
〔

63住炉内 121--23 石凹 岩山安

第 7表  荒神山遺跡出土石器一覧表  (No。 4)
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第39図 荒神山遺跡遺構配置図 (1:800)
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1。 8号住居址

2。 10号新旧住居址|

第43図 荒神山遺跡 8号 010号新I日住居址(1:80)
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第44図 荒神山遺跡 6号 07号・ 9号・23号 ・53号 ・55号住居址 (1:80)
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第46図 荒神山遺跡14号 015号 ・24号住居址 (1:80)
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2。 17号住居址
1。 16号住居址

3.18号住居址
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第47図 荒神山遺跡16号・17号 018量住昼量Kl:80)
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1。 19026054057158061号住居址

2。 20号住居址

3.21号住居址

4.27号住居址
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第49図 荒神山遺跡 29号 030号・33号 ・34号住居址 (1:80)

ｏ

ｌ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｏ

　

一 Ｂ

2.33号住居址

-141ニ



灯功
弘

２
　
埋

に
ご

m

第50図 荒神山遺跡22号 031号 ・35号住居址 (1:80)
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3.40号 ・41号住居址

第51図  荒神山遺跡37号 038号 039号・40号 041号住居址 (1:80)
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第54図 荒神山遺跡50号 060号 062号・63号・64号・66号住居址 (1:80)
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第56図 荒神山遺跡配石遺構
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3号住居址

4。 10号住居址埋甕ら

2。 8号住居址

5。 12号住居llL

黒色二十骨片十炭化物

ローム混入黒色土

黒褐色土

褐色土

ローム混ス褐色土

ローム

含礫ローム

叩

第58図 荒神山遺跡埋甕出土状況断面図 (1:10)
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7.18号住居址
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2.貝占床

3.黒色土
4.含礫黒色土
5.黒色土十炭化物
6.褐色混黒色土
7.黒色混黄褐色土
8。 黄褐色土

9.ロ ーム混入黒土
lo.ロ ーム

1。 31号住居址埋甕 α

第59図 荒神山遺跡埋甕出土状況断面図 2(1:10)

3.33号住居tlL

42号住居址
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第 60図  荒神山遺跡 1号 03号 04号住居址出土土 器 (1:6)
1～ 4 1号住居址, 5～ 10 3号住居址 ,11～ 13 4号住居址
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第61図 荒神山遺跡 4号住居址出土土器 (1:6)
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第62図  荒神山遺跡 4号住居址出土土器 (1:6)
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第 63図  荒神山遺跡 6号 ・ 7号住居址出土土器 (1:6)
1～ 8 6号住居址, 9～ 13 7号住居址
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第64図 荒神山遺跡 8号住居址出土土器(1:6)
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第65図 荒神山遺跡 8号 ・10号住居址出土土器 (1:6)
1～ 5 8号住居址, 6～ 11 10号住居址
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第 66図  荒神 山遺跡 12号 ・16号住居址出土土器 (1:6)
lγ 6 12号住居址, 7～ 13 16号住居址
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第67図 荒神山遺跡 17号 018号 ・19号 ・21号 022号 ・26号 032号 ・37号住居址出土土器 (1:6)
1～ 3 17号住居址, 4～ 5 18号住居址,, 6～ 7 19号 住居址, 8 21号 住居址, 9 22号 住居址,10～ 12 26号住

居址,13 32号 住居址,14～ 16 37号住居址
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第68図 荒神山遺跡31号住居址出土土器 (1:6)
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第69図
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第70図 荒神山遺跡41号住居址出土土器 (1:6)
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第71図  荒神山遺跡48号住居址出土土器 (1:6)
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第72図 荒神山遺跡48号住居址出土土器 (1:6)
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第73図  荒神山遺跡49号住居址出土土器 (1:6)
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第74図  荒神山遺跡50号住居址出土土器 (1:6)
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第75図  荒神山遺跡 38号 ・42号 043号 ・45号 ・51号・
1～ 3 38号住居址, 4～ 8 42号住居址, 9 43号住居址 10

・52号 ・55号・住居址出土土器 (1:6)
45号住居址,11 51号 住居坦L,12 52号 住居址,13～ 14

55号住居亀L
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第77図 荒神山遺跡 1号住居址出土土器 (1:3)
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第78図 荒神山遺跡 1号住居址出土土器 (1:3)
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第81図 荒神山遺跡 4号住居址出土土器 (1:3)
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第82図  荒神山遺跡 4号住居址出土土器 (1:3)
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第83図  荒神山遺跡 6号住居址出土土器 (1:3)
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第84図 荒神山遺跡 7号住居址出土土器 (1:3)
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第85図  荒神山遺跡 8号住居址出土土器 (1:3)
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第86図  荒神山遺跡 8号住居址出土土器 (1:3)
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第88図 荒神山遺跡 10号住居址出土土器 (1:3)
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第89図荒神山遺跡 12号住居址出土土器 (1:3)
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第90図 荒ネ申山遺跡12号 ・16号住居址出土土器 (1:3)
1～ 11 12号住居址,12～ 15 16号住居址
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第91図  荒神山遺跡16号住居址出土土器 (1

o        10 cm

:3)

¬

一- 182-一



證 .

1

―- 183-―

第92図



第93図 荒神山遺跡19号住居址出土土器 (1:3)
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第94図 荒神山遺跡19号 ・31号住居址出土土器 (1:3)
1～ 4 19号住居址, 5～ 16 31号住居址
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荒神山遺跡31号住居址出土土器 (1:3)
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第 96図  荒神 山遺跡 31号 032号住居址出土土器居址 (1:3)
1～ 2 31号住居址P,内 , 3～ 19 32号 住居址
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第 99図 荒神山遺跡 39号 ・40号住居址出土土器(113)
1～ 9 39号住居址,10～ 21 40号住居址
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第 100図 荒神山遺跡40号 041号住居址出土ュ器(1:3)
1～ 7 40号住居址, 8～ 20 41号住居址
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第 101号図荒神山遺跡41号 042号住居址出土土器(1:3)
1～ 7 41号住居址, 8～ 16 42右住居址
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第 104図  荒神山遺跡 48号 ・49号住居址出土土器 (1:3)
1～ 13 48号住居址,14～ 17 49号住居址
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第 105図  荒神山遺跡49号住居址出土土器 (1:3)
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第 106図 荒神山遺跡49号 ・51号住居址出土土器(1:3)
1～ 13 49号住居址,14～ 21,51号住居址
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第 108図

12

荒神山遺跡53号 054号 056号住居址出土土器 (1:3)
1～ 5 53号住居址, 6～ 12 54号住居址,13～ 18 56号住
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第 109図  荒神 山遺跡 55号 057号住 居 址 出土土 器 (1:3)
1～ 17 55号住居址,18～ 24 57号住居址
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第 110図  荒神山遺跡 58号・ 60号 ・61号・ 62号住居址 (1:3)
1～ 5 58号住居址, 6～ 7 60号住居址,8～ 10 61号住居址 ,
11～ 19 62号住居址
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荒神山遺跡 63号 ・64号 ・65号 ・66号住居址出土土器 (1:3)
1～ 3 63号住居址, 4～ 11ノ64号住居址,12～ 14 65号住居址,15～ 20

66号住居址
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第 112図  荒神山遺跡 1号 02号・4号・ 5号住居址出土石器 (1:4)
1～ 5‐ 1号住居址, 6 2号住居址, 7～ 18 4号 住居址覆土,19 5号住居址床面
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第 14図 __荒神山違跡 8号 010号住居址出土石器 (1:4)
1～ 8 8号住居址覆上, 9010 8号住居1址床面,11～ 13 10号住居址覆土,

14～ 1610号住居址床面
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第 115図 荒神山遺跡10号 012号住居址出土石器 (1:4 但し1・ 2010～ 12は 1:8)
102 10号 住居址, 3～ 10 12号住居址覆土,1101212号住居址P3
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116図  荒神山遺跡 15号 016号 017号 018号 ・19号住居址出土石器 (1:4)
15号住居址, 2～1616号住居址覆土,17 17号住居址覆土,18 18号 住居址覆土 ,

19～ 22 19号住居址覆土
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第 117図 荒神山遺跡22号 ・31号 032号 033号・35号住居址出土石器 (1:4但 し19は 1:8)
1 22号住居址, 2・ 331号住居址覆土, 4～ 7 32号住居址覆土,β ～10 32号住居址床面,
11二 19 33号住居ll」L床面,20・ 21 35号住居址
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第 119図 荒神山違跡41号 042号 043号・45号住居址出土石器 (1:4 但|し 4012は 1:8)
1二 4 41号住居址覆土, 5～ 12 41号住居址床面,13014 43号住居址炉内,15 45号住居址床面,'16～

1842号住居tlL覆土
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第 121図 荒神山遺跡49号・56号 057号 ,63号住居址出土石器 (1:4)
l γ14 49号住居址覆土,15～19 49号住居1址床面,20 56号住居址床面,
21022 57号住居址覆土,23 勇号住居址炉内

∩D「 〇 ‖

4

〇

メ
ｎ
ｌｌ
Ｈ
Ψ

ハ
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
目
日
Ｈ
Ｖ

　

７

⊂ D9

‐３

ｎ
Ｈ
＝
＝
＝
＝
＝
Ｈ
ｕ

　

ｌ６

〇

0

一- 212-一



２４

Ｖ

　

　

　

Ｉ

Ａハ測
目目＝
目―‐日
＝同Ｖ
３
　
　
　
　
ハ

Ａ

- 213-一



Ａ

ｆｌｌ

Ⅲ

Ψ

　

　

９

ｎ

一

米0%1轟も
―〇 ~ 19       20

18

~  5

≪ 恣

パ

ーー

ーー

＝

＝

Ч

⌒   8

14⌒

7o       lぃ
m ο   21

第 124図 荒神山遺跡 1号 03号 04号・ 6号・10号・12号 016号住居址出土石 器 (1:2)
102｀ 1号住居址覆土, 3 1号住居址床面: 4～ 7 3号住居址覆土,8～11 4号住居址覆土,12 6号住居址覆土,
13 10号住居址覆土,14015 10号住居址床面,16・ 17 12号住居址床面,18～21 16号住居址覆土
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第 125図  荒神山遺跡 8号 017号 ・19号住居址出土土器 (1:2)
1～ 6 8号住居址覆土, 7～11 8号住居址床面,12～15 8号住居址P2,16 17号 住居址覆土,17 19号住居址覆土
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第 126図 荒神山遺跡31号 ・33号 037号 040号 ・41号 ・42号43号・48号 049号住居址出土石器 (1:2)
102 31号住居flL覆土.3 31号住居址P2, 4・ 5 33号住居址床面,6 37号住居社, 7 40号住居址床面, 8～ 14
41号住居址覆土,15～ 18 41号住居址 床面,19 42号住居址床面,20 43号住居址炉内,21～ 25 48号 住居址床面,
26～3049号住居llL覆土,31 49号住居址床面
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第 128図  荒神山遺跡 12号 ・
042号住居址出土石製_品 及び
中区出土古銭 (1:2)
1 12号住居址, 2 その他, 3
配石 1,_6 17号 住居址覆土, 7
2号住居址床, 9 同 石組遺構外
土器集中区 (A L 52)

17号住居址出土土製品 9号

2号住居址・中世建築址土器集

9号住居址, 4 42号住居址, 5
。10 中世建築址 (A M40), 8
(A T 37),11 同石組遺構内,12・
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第 129図  荒神山遺跡 1号 ・ 3号 ・ 4号・ 6号 ・ 7号 08号 ・lo号・26号 042号 ・48号 ・50号 062号
住居七日出土土製品 (1:2)
1 1号住居址.2・ 22 3号住居址, 3～ 4 4号住居址, 5～ 6 6号住居址, 7～ 87号住居址, 9 10号住居址
10 26号住居址,11 42号住居址,12 48号住居址,13～ 1650号 住居址 。17～ 20 62号住居址,21 8号 住居址

21

- 219-―



ノ、

還薩響″
19

第 130図 荒神山遺跡44号 046号 :47号住居址出土土器 (1:2)
1 44号住居址覆土, 2～ 11 46号住居址床面,12～ 19 47号住居址床面,20～ 32 47号住居址覆土
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9号・13号・27号・29号 036号住居址出土土器 (1:4)
H,5～ 9 K)10 9号 住居址床面 11～ 13 9号住居址覆土 (10～ 1l H
,15～ 16 13号住居址床 (14～ 16 H).17～ 18 27号住居址覆土 (17 H,18
36号住居址床面 ,21～ 22 36号住居址覆土 (20 H,21～ 22 K )
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第 131図 荒ネ申山遺跡 5号・
1～ 9 5号住居址床面 (1～ 4
,12～ 13 K)14 13号住居址葎■
,19 29号住居址覆土 (H),20
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第 132図 荒神山遺跡 2号 014号 ・15号 030号住居址出土土器 (1:
1～ 2 2号住居址床面.3 2号住居址覆土, 4～ 5 14号住居址覆土, 6γ 8
10～ 13 16・ 15号住居址床面,14～ 15 15号住居址覆上,17 30号住居址覆土
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諏訪市内その 1、 その 2地区の発掘調査は、 7月 30日 、城山遺跡 から始った。当初、富士見町内その 1

地区の発掘 を終 了した旧富士見班 と作業員
・数人という規模であったが、 9月 より箕輪町地区の発掘 を終 了

した旧箕輪班が合流 し、調 査 速 度もあるようになった。 しかし、荒神山遺跡、本城遺跡の調査 に入 ると

予想外に多 くの遺構に遭遇 し、幾層もの遺物包含層、複雑な遺構の切 り合いから調査は難行 した。従って

労力不足は深刻で、諏訪市教育委員会の御尽力にもかかわらず作業員募集が思 うに任せず、辰野町からも

応援 を求め る結果 となった。また、
´
調査団内部の応援体制も組みかえ、本城遺跡、平林、金山北遺跡の調

|

査 には、既 に整理作業に入 り多忙な辰野班の協力を得た。このように調査団としては最大限の努力を払い

費用の許す限 り発掘を続 け、荒神山遺跡の調査を終 了したのが12月 14日 であった。本城、荒神山遺跡の調

査完了は第二次調査 に待たねばならなくなったとはいえ、湖南地域には大遺跡はないといわれてきた従来

の考 え方を改めさせるような成果をあげ得た。このことは、酷暑の中、城山遺跡の 2m以上の深 さに及ぶ

グリット掘 りに始 まり、本城、荒神山遺跡で寒風に吹 きさらされ、雪の舞 う中で調査を続けてきた作業員

と各位の絶:大 な御協力、調査団諸君の努力の賜物である。

調査結果については、それぞれの項に詳述 されているが、縄文時代から中世に至る遺構が多 く、遺物 も

非常に多かっ、た。

既 に破壊 されていたとは言え、小丸山古墳では相当量の鉄器、玉類 を得、既出遺物の実測図をも収録 し

たことは、諏訪地方の古墳研究に大 きなプラスとなうた。

本城遺跡では縄文中期住居址15軒 、土渡 35基、平安時代住居地 2軒、中世配石址 1を 小区画の調査で検

出 しているが、大部分は二次調査の対象となったため、本年度分も次の報告書に記載 されることになった。

城山遺跡では縄文中期住居址 1軒、平安時代住居址 1軒、土渡 3、 中世建築址 1、 井戸址 1等を、荒神

山遺跡では縄文時代住居址46軒 、弥生時代住居址 3軒、平安時代住居址 8軒、中世住居址 9軒、中世建築

址 1等 を調査 している。大熊道上遺跡では平安時代住居址 3軒、中世住居址 2軒、中世建築址 1を検出 し

た。

荒神山遺跡の縄文時代遺物は特に豊富で、貴重な資料が含まれ、二次調査の結果によっては縄文集落の

構造が解明で きよう。

大熊城址は諏訪市教育委員会によって用地外が今年調査 されておる。ここに報告する本遺跡用地内、隣

接する城山、荒神山、大熊道上遺跡の中世遺構 とともに充分検討 したならば、大熊城の構造がよリー層

明確 になろう。県下では中世城郭の周辺部まで含めて調査 した例はないので、中世城郭研究を1大 きく前進

させたものと考える。

この報告書は、ごく短期間にまとめられたため不備な点は多々あろうが、資料集 として活用項ければ幸

いである。

末尾ながら、調査に御協力頂いた諏訪市教育委員会、日本道路公団諏訪工事事務所、被買収者組合、関

係区長、伊那教育事務所の方々に感謝の意を表わしたい。               (大 沢和夫 )
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1。 清水遺跡全景

2。 平林遺跡全景
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3。 墳頂の神社 4。 平林氏の氏神様

5。 小丸山古墳全景 (調査前 )

小丸山古墳遠景 (西南方山寄りから) 7。 小丸山古墳近景 (西方より)
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側壁石列

10。 石室全景

11。 玄室
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13。 玉類 14。 鉄鏃
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17.馬具類

19・ 馬具類

21.  革命金登
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22.馬 鈴 (正面 )

23。 (上面 )

(側面 )
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25。 本城遺跡全景

26。 遺構全景
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金山北遺跡全景

28。 城山遺跡全景
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29。 1号住居址

石囲炉 31。 同 出土土器

一- 232-一



第
１０
図
　
城
山
遺
跡
住
居
址

2号住居址
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36。  同 出土灰釉陶器

38。  同 出土土錘・鉄製品

出土土師器

34。 2号住居址遺物出土状況

35. 同 出土灰釉陶器

出土フイゴロ
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41。 1号建築址 同 付属施設

43.2号建築址

同 土器出土状況

一- 235-

同 梵字墨書土器



第
１３
図
　
城
山
遺
跡

47.同  木わく
46。 井戸址
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